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○議事日程 

 日程第 １ 会議録署名議員の指名 

 日程第 ２ 会期の決定 

       （諸般の報告） 

 日程第 ３ 行政報告 

 日程第 ４ 報告第 １ 号 美幌町議会運営委員会事務調査結果報告について 

 日程第 ５ 発議第 １ 号 美幌町議会の個人情報の保護に関する条例の制定について 

 日程第 ６ 発議第 ２ 号 美幌町議会委員会条例の一部を改正する条例制定について 

 日程第 ７ 同意第 １ 号 オホーツク町村公平委員会委員の選任について 

 日程第 ８ 同意第 ２ 号 美幌町農業委員会委員の任命について 

 日程第 ９ 議案第 ２ 号 民法等の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整備に 

              関する条例の制定について 

 日程第１０ 議案第 ３ 号 令和４年度美幌町一般会計補正予算（第１３号）について 

 日程第１１ 議案第 ４ 号 令和４年度美幌町国民健康保険特別会計補正予算（第３号） 

              について 

 日程第１２ 議案第 ５ 号 令和４年度美幌町介護保険特別会計補正予算（第３号）につ 

              いて 

 日程第１３ 議案第 ６ 号 令和４年度美幌町公共下水道特別会計補正予算（第４号）に 

              ついて 

 日程第１４ 議案第 ７ 号 令和４年度美幌町個別排水処理特別会計補正予算（第３号） 

              について 

 日程第１５ 議案第 ８ 号 令和４年度美幌町水道事業会計補正予算（第３号）について 

 日程第１６ 議案第 ９ 号 令和４年度美幌町病院事業会計補正予算（第５号）について 

 日程第１７ 議案第１０号 美幌町基金条例の一部を改正する条例制定について 

 日程第１８ 議案第１１号 児童福祉施設の設備及び運営に関する基準の改定に伴う関係 

              条例の整備に関する条例の制定について 

 日程第１９ 議案第１２号 美幌町国民健康保険条例の一部を改正する条例制定について 

 日程第２０ 議案第１３号 令和５年度美幌町一般会計予算について 

 日程第２１ 議案第１４号 令和５年度美幌町国民健康保険特別会計予算について 

 日程第２２ 議案第１５号 令和５年度美幌町後期高齢者医療特別会計予算について 

 日程第２３ 議案第１６号 令和５年度美幌町介護保険特別会計予算について 

 日程第２４ 議案第１７号 令和５年度美幌町水道事業会計予算について 

 日程第２５ 議案第１８号 令和５年度美幌町公共下水道事業会計予算について 

 日程第２６ 議案第１９号 令和５年度美幌町個別排水処理事業会計予算について 

 日程第２７ 議案第２０号 令和５年度美幌町病院事業会計予算について 

              （令和５年度予算編成方針） 

              （令和５年度教育行政執行方針） 

 日程第２８ 一般質問   １番 戸 澤 義 典 君 

              ５番 木 村 利 昭 君 

 

○出席議員 

     １番 戸 澤 義 典 君      ２番 藤 原 公 一 君 
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     ３番 大 江 道 男 君      ４番 髙 橋 秀 明 君 

     ５番 木 村 利 昭 君      ６番 伊 藤 伸 司 君 

     ７番 坂 田 美栄子 君  副議長 ８番 岡 本 美代子 君 

     ９番 稲 垣 淳 一 君     １０番 古 舘 繁 夫 君 

    １１番 上 杉 晃 央 君     １２番 松 浦 和 浩 君 

    １３番 馬 場 博 美 君  議 長１４番 大 原   昇 君 

 

○欠席議員 

なし 

 

○地方自治法第１２１条第１項の規定による出席説明員 

  美  幌  町  長 平 野 浩 司 君 
教 育 委 員 会 
教 育 長 

矢 萩   浩 君 

  農 業 委 員 会 
  会     長 

千 葉 正 美 君 
選挙管理委員会 
委    員    長 

松 本 光 伸 君 

   監 査 委 員  髙 木   清 君 

 

○地方自治法第１２１条第１項の規定による出席受任説明員 

 

○議会事務局出席者 

 事 務 局 長          遠 國   求 君   次     長    小 室 秀 隆 君 

副 町 長        髙 﨑 利 明 君 総 務 部 長        小 室 保 男 君 

町民生活部長 関   弘 法 君 福 祉 部 長 河 端   勲 君 

経 済 部 長        後 藤 秀 人 君 建 設 部 長 那 須 清 二 君 

病 院 事 務 長        但 馬 憲 司 君 事務連絡室長        志 賀   寿 君 

会 計 管 理 者        田 中 三智雄 君 総 務 課 長 斉 藤 浩 司 君 

危機対策課長 弓 山   俊 君 政 策 課 長 沖 崎 寿 和 君 

財 務 課 長 吉 田 善 一 君 町民活動課長 佐久間 大 樹 君 

戸籍保険課長 
選挙管理委員会事務局長 

佐々木   斉 君 税 務 課 長 松 尾 まゆみ 君 

社会福祉課長 水 上 修 一 君 保健福祉課長 中 尾   亘 君 

農林政策課長 
農業委員会事務局長 

橋 本   勝 君 耕地林務主幹 伊 藤   寿 君 

みらい農業課長 午 来   博 君 商工観光課長 影 山 俊 幸 君 

建 設 課 長 森 口 尚 博 君 建 築 主 幹 宮 田 英 和 君 

環境管理課長 鶴 田 雅 規 君 上下水道課長 石 山 隆 信 君 

病院総務課長 以 頭 隆 志 君 地域医療連携課長 高 山 吉 春 君 

事務連絡室次長 横 山 聖 二 君 教 育 部 長 遠 藤   明 君 

学校教育課長 多 田 敏 明 君 学校給食課長 片 平 英 樹 君 

社会教育課長 立 花 良 行 君 スポーツ振興課長 浅 野 謙 司 君 

博 物 館 課 長 鬼 丸 和 幸 君 監査委員事務局長 遠 國   求 君 

監査委員事務局次長 小 室 秀 隆 君   
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議 事 係 長   高 田 秀 昭 君   庶 務 係 長    村 田   剛 君 

議 事 係          金 子 未 准 君 
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       午前１０時００分 開会   

 

◎開会・開議宣告 

○議長（大原 昇君） おはようございま

す。 

 ただいまの出席議員は１４名でありま

す。定足数に達しておりますので、令和５

年第２回美幌町議会定例会を開会します。 

 これから、本日の会議を開きます。 

─────────────────── 

◎日程第１ 会議録署名議員の指名 

○議長（大原 昇君） 日程第１ 会議録

署名議員の指名を行います。 

 会議録署名議員は、会議規則第１２５条

の規定により、１１番上杉晃央さん、１２

番松浦和浩さんを指名します。 

─────────────────── 

◎日程第２ 会期の決定 

○議長（大原 昇君） 日程第２ 会期の

決定についてを議題とします。 

 去る２月２２日、議会運営委員会を開き

ましたので、委員長から報告を求めます。 

 １３番馬場博美さん。 

○１３番（馬場博美君）〔登壇〕 令和５

年第２回美幌町議会定例会の開会に当た

り、去る２月２２日、議会運営委員会を開

催しましたので、その内容と結果について

報告いたします。 

 本日、２日、第１日目は、初めに町長か

ら行政報告を受けます。その後、議会運営

委員会から事務調査結果報告を行い、発議

第１号美幌町議会の個人情報の保護に関す

る条例の制定について及び発議第２号美幌

町議会委員会条例の一部を改正する条例制

定についてを審議します。 

 続いて、同意第１号オホーツク町村公平

委員会委員の選任についてから、議案第９

号令和４年度美幌町病院事業会計補正予算

（第５号）についてまでを審議します。 

 令和４年度関連議案の審議後に、令和５

年度関連議案である議案第１０号美幌町基

金条例の一部を改正する条例制定について

から、議案第２０号令和５年度美幌町病院

事業会計予算についてまでの１１件を一括

上程した後、町長から予算編成方針、教育

長から教育行政執行方針を受けます。 

 その後、一般質問に入りますが、通告順

に、戸澤義典さん、木村利昭さんの２名を

予定しています。 

 第２日目、３日は、前日に引き続き一般

質問を行い、古舘繁夫さん、藤原公一さ

ん、私、馬場博美、坂田美栄子さん、松浦

和浩さんの５名を予定しています。 

 第３日目、４日土曜日及び第４日目、５

日日曜日は、休日休会となります。 

 第５日目、６日は、第２日目に引き続き

一般質問を行い、稲垣淳一さん、上杉晃央

さん、大江道男さん、伊藤伸司さん、髙橋

秀明さんの５名を予定しています。 

 第６日目、７日は、前日に引き続き一般

質問を行い、岡本美代子さんの１名を予定

しています。その後、令和５年度関連議案

の説明を受けます。 

 第７日目、８日は、第６日目に引き続き

令和５年度関連議案の説明を受け、説明終

了後、本会議を休憩し、各議員が議案の疑

問点整理を行います。 

 第８日目、９日は、第７日目に引き続き

本会議を休憩し、各議員が議案の疑問点整

理を行います。 

 第９日目、１０日は、各議員が議案の疑

問点を整理し、資料を要求したものに対し

て関係部局が資料を作成するため、議決休

会とします。 

 第１０日目、１１日土曜日及び第１１日

目、１２日日曜日は、休日休会となりま

す。 

 第１２日目、１３日は、第９日目に引き

続き各議員が議案の疑問点を整理し、資料

を要求したものに対して関係部局が資料を

作成するため、議決休会とします。 

 第１３日目、１４日から第１６日目、１

７日は、令和５年度関連議案の質疑を行い

ます。質疑終了後、本会議を休憩し、会派
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等による審議を行います。その後、本会議

を再開し、令和５年度関連議案の表決を行

った後、報告案件などを予定しています。 

 次に、本定例会において、団体からの陳

情及び意見書の提出を求める陳情・要請を

４件受理していますので、その取扱いにつ

いて報告いたします。 

 美幌町農民同盟からの食料安全保障の強

化及び食料・農業・農村政策の確立と酪

農・畜産経営の安定を求める意見書提出の

陳情については、意見書案を作成し、本定

例会において審議することにいたします。 

 なお、コドソラからの日本全体で解決す

べき問題として、普天間基地周辺の子ども

たちを取り巻く空・水・土の安全の保障を

求める意見書提出の陳情、北海道を明るく

する会からの庁舎内における職員への政党

機関紙への勧誘・配達・集金を自粛するよ

う求める陳情、靖国神社国営化阻止道民連

絡会議からの日本国憲法の尊重・擁護に関

する要請については、資料配付の措置とい

たしました。 

 以上のとおり審議を進めることとし、会

期を本日３月２日から３月１７日までの１

６日間としますが、議案審議の進行状況に

よっては、日程を順次繰り上げるなど、調

整することもありますので、御承知おき願

います。 

 本定例会は、新年度予算案を審議する重

要な定例会であり、会期１６日間の長丁場

となりますが、慎重なる審議に皆さんの協

力をお願いするとともに、行政職員の皆さ

んには真摯な答弁と対応をお願い申し上げ

て、議会運営委員会委員長としての報告と

いたします。 

○議長（大原 昇君） お諮りします。 

 ただいま、議会運営委員会委員長から報

告のあったとおり、本定例会の会期を本日

から３月１７日までの１６日間とし、疑問

点整理及び資料作成に要する日程確保のた

め、３月１０日及び３月１３日の２日間を

休会とすることについてを採決します。 

 この採決は、起立によって行います。 

 議会運営委員会委員長の報告のとおり決

することに賛成の方は起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（大原 昇君） 起立多数です。 

 したがって、会期は本日から３月１７日

までの１６日間とし、３月１０日及び３月

１３日の２日間を休会とすることに決定し

ました。 

─────────────────── 

◎諸般の報告 

○議長（大原 昇君） 諸般の報告を行い

ます。 

 諸般の報告については、事務局長から報

告させます。 

○事務局長（遠國 求君） 諸般の報告を

申し上げます。 

 本日の会議につきましては、配信してお

ります議事日程のとおりであります。 

 朗読については、省略させていただきま

す。 

 次に、地方自治法第１２１条第１項の規

定に基づく出席説明員につきましても、配

信しておりますので、御了承願います。 

 なお、松本選挙管理委員会委員長、千葉

農業委員会会長、所用のため明日以降、髙

木監査委員、所用のため３月８日から３月

９日まで欠席の旨、それぞれ届出がありま

した。 

 また、本定例会中、議会広報及び町広報

用のため写真撮影を行いますので、御了承

願います。 

 なお、報道機関の写真撮影及びパソコン

使用を許可しておりますので、併せて御承

知おき願います。 

 以上で、諸般の報告を終わります。 

─────────────────── 

◎日程第３ 行政報告 

○議長（大原 昇君） 日程第３ 行政報

告について。 

 町長から行政報告があります。 

 町長。 
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○町長（平野浩司君）〔登壇〕 本日ここ

に、令和５年第２回美幌町議会定例会が開

催されるに当たり、御出席を賜りました議

員各位に対しまして、心から感謝いたしま

すとともに、行政報告と提出案件の概要に

ついて御説明を申し上げます。 

 行政報告といたしましては、第１に御寄

附についてであります。 

 昨年１２月２１日、東京都世田谷区にお

住まいの本田忠盛様から、博物館の備品充

実に役立てていただきたいと１８３万７,０

００円の御寄附をいただいたところであり

ます。 

 御厚志をありがたくお受けし、御趣旨に

沿って備品の充実を図ってまいりたいと存

じます。 

 第２に、防衛３文書についてでありま

す。 

 昨年１２月１６日、日本の安全保障の指

針となる防衛３文書（国家安全保障戦略、

国家防衛戦略、防衛力整備計画）が閣議決

定されました。 

 新たな国家防衛戦略では、自衛隊の体制

整備について「統合運用の実効性を強化す

るため、陸海空自衛隊の一元的な指揮を執

る統合司令部を常設し、統合運用に資する

装備体系の検討を進める」とする一方で

「陸上自衛官の現定数を約２,０００人減少

した上で、自衛隊の組織定員と装備の最適

化を図るため、スクラップ・アンド・ビル

ドを徹底する」ことが明記されておりま

す。 

 また、地域コミュニティーとの連携につ

いて「自衛隊の政策や活動への理解を得な

がら、地元要望に応じた調整を実施する」

ことや「部隊の改編や駐屯地・基地等の配

備・運営に当たっては、地域の特性と地元

経済への寄与に配慮する」ことが改めて示

されたところであります。 

 さらに、新たな防衛力整備計画では、北

海道を守る陸上自衛隊の体制について「良

好な訓練環境の下、高い練度と機動運用を

基本とする１個師団、２個旅団、１個機甲

師団を引き続き維持する」ことや「有事で

は、部隊等の能力を最大限発揮するため、

所在する演習場等の整備と訓練基盤の充実

を図る」ことが示されたことは、北海道が

我が国の防衛政策にとって重要な位置づけ

にあり、防衛力の強化に不可欠な要所であ

ることを表しています。 

 ３月下旬、美幌に駐屯する第５旅団隷下

の第６普通科連隊は、即応機動連隊への改

編完結を迎えますが、高い機動力と即応性

を備える即応機動連隊は、災害等で全国に

機動展開する部隊となります。隊員及び御

家族のサポートが今まで以上に必要となり

ますので、美幌駐屯地と締結している協定

書に基づき、町全体でしっかりと支援に努

めてまいりたいと存じます。 

 日本を取り巻く安全保障環境が厳しさを

増す中で、平和と安全を守り抜くために

は、必要な防衛力を保持し、強化する必要

があります。改編される即応機動連隊の即

応性・対処力を高めるためにも、隊員の充

足率の向上と配備される装備品の完全充

足、ひいては美幌駐屯地の充実と強化を求

めるべく、町内の関係者をはじめ、隊区内

２市８町が一丸となって要望活動を展開し

てまいりますので、御理解と御協力をお願

い申し上げます。 

 第３に、美幌町立国民健康保険病院の医

師確保についてであります。 

 このたび、病院見学を終えた内科医師よ

り、国保病院の常勤医師として、令和５年

４月１日付で赴任したい旨の意思表示があ

ったところであります。 

 採用を予定している医師は、兵庫医科大

学医学部卒業で、現在、尼崎医療生活協同

組合戸ノ内診療所所長として勤務されてい

る伊熊素子医師（４９歳）であります。 

 伊熊医師は、日本内科学会内科認定医、

日本救急医学会救急専門医、日本感染症学

会感染症専門医、リバプール大学熱帯感染

症学修士号の資格を有しており、採用後は
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内科医師として診療に当たる予定でありま

す。 

 今後も引き続き、地域医療を守り、良質

な医療サービスを提供するため、必要な医

師確保に取り組んでまいります。 

 次に、御提案いたします議案等について

御説明を申し上げます。 

 まず、令和４年度に関わる案件といたし

ましては、人事案件について。 

 同意第１号オホーツク町村公平委員会委

員の選任については、高畑秀美氏が本年３

月３１日をもって任期満了となることか

ら、新たに山下英二氏を選任いたしたく、

御同意を賜りたいのであります。 

 同意第２号美幌町農業委員会委員の任命

については、本町農業委員会委員は、本年

４月１６日をもって任期満了となりますの

で、農業委員会等に関する法律第８条第１

項の規定に基づき、２０名について任命い

たしたく、御同意を賜りたいのでありま

す。 

 条例の制定について。 

 議案第２号民法等の一部を改正する法律

の施行に伴う関係条例の整備に関する条例

の制定については、民法が改正され、親権

者の懲戒権に係る規定が削除されたことに

伴い、関係条例から懲戒に係る規定を削除

する改正を行おうとするものであります。 

 令和４年度各会計補正予算について。 

 一般会計につきましては、役場庁舎改築

事業の完了に伴う減債基金への積立金とし

て１億７,８３７万円を、新型コロナウイル

ス感染症検査費用支援金として７９８万５,

０００円の増額をはじめ、事務事業の確定

に伴う整理、繰越明許費の設定、地方債の

変更などを行おうとするものであります。 

 特別会計及び企業会計につきましては、

国民健康保険特別会計については、直営診

療施設繰出金の増額などを、介護保険特別

会計については、特定入所者介護サービス

給付事業負担金の増額などを、公共下水道

特別会計については、建設事業費の確定に

伴う減額などを、個別排水処理特別会計に

ついては、個別浄化槽設置工事費の確定に

伴う減額などを、水道事業会計について

は、水道管路整備事業費等の確定に伴う減

額などを、病院事業会計については、新型

コロナウイルス感染症に係る検査用薬品費

等の増額のほか、事務事業の確定に伴う予

算の整理をそれぞれ行おうとするものであ

ります。 

 次に、令和５年度に関わる案件といたし

ましては、条例の制定について。 

 議案第１０号美幌町基金条例の一部を改

正する条例制定については、美幌町役場庁

舎改築事業が完了し、本年３月３１日をも

って役場庁舎改築基金の全てを処分するこ

とから、役場庁舎改築基金に関する文言を

削除する改正を行おうとするものでありま

す。 

 議案第１１号児童福祉施設の設備及び運

営に関する基準の改定に伴う関係条例の整

備に関する条例の制定については、児童福

祉施設の設備及び運営に関する基準が改定

されたことに伴い、関係条例に乳幼児等の

バス送迎時の安全管理の徹底を図るため、

点呼やブザー等の装置により乳幼児等の所

在を確認する規定を加えるなどの改正を行

おうとするものであります。 

 議案第１２号美幌町国民健康保険条例の

一部を改正する条例制定については、健康

保険法施行令の改正に伴い、出産費用が

年々上昇する中、平均的な標準出産費用を

全て賄えるようにするため、出産育児一時

金の基本額について改正を行おうとするも

のであります。 

 なお、令和５年度各会計予算につきまし

ては、後ほど令和５年度予算編成方針にお

いて総括的に御説明の上、各議案につきま

して、逐次、御説明を申し上げますので、

慎重なる御審議の上、原案に御協賛を賜り

ますようお願い申し上げまして、行政報告

と提出案件の概要説明といたします。 

 以上、よろしくお願い申し上げます。 
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○議長（大原 昇君） これで、行政報告

を終わります。 

─────────────────── 

◎日程第４ 報告第１号 

○議長（大原 昇君） 日程第４ 報告第

１号美幌町議会運営委員会事務調査結果報

告についてを議題とします。 

 本件について、委員長より報告を求めま

す。 

 １３番馬場博美さん。 

○１３番（馬場博美君）〔登壇〕 議会運

営委員会の事務調査結果について報告いた

します。 

 事件名、調査の経過につきましては、記

載のとおりであります。 

 また、調査の結果につきましては、朗読

をもって報告に代えさせていただきます。 

 調査の結果。 

 美幌町議会運営委員会は、議会の公平

性・透明性を確保し、町民に開かれた議

会、町民参加を推進する議会、町民に信頼

される議会を目指し、議会改革を推進して

いく必要があることから、令和３年６月に

全議員に対して議会改革に関する意見・要

望等の調査を行った結果、各議員から６５

項目の要望等があった。 

 このうち、条例・規則等の改正が必要で

ある２８項目については、議会改革・活性

化調査研究特別委員会で協議し、残りの３

７項目について議会運営委員会で協議検討

を重ね、３点７事項については令和４年第

５回美幌町議会定例会において報告したと

ころである。 

 本委員会においては、報告後、引き続き

調査・検討を要する事項について、さらに

調査・検討を重ねてきたが、一定の結論に

達したため、ここに報告する。 

 （１）各委員会等における座席及び意見

書等の署名について。 

 各委員会等における座席については、慣

例となっていた当選回数及び年齢による席

順を改め、時計回りに議席番号順の座席と

する。 

 また、意見書等の署名についても座席番

号順の署名とする。 

 （２）一般質問時間の拡大について。 

 本町議会における一般質問については、

美幌町議会会議規則第６１条第５項の規定

により「質問は、原則として一問一答の方

式で行うものとし、回数に制限なく答弁を

含め一議員１時間（反問が行われた場合に

あっては、１時間３０分）を超えることが

できない」とされているが、持ち時間であ

る１時間をフルに活用した議論が交わさ

れ、時間が不足する場面も見受けられる。 

 一般質問は、年４回の定例会において、

町に対する政策的提言や行政の課題などを

執行者に直接ただすことができる議員の権

利であるが、さらなる活発な議論を交わす

ため、持ち時間の延長について調査・検討

を重ねた結果、１時間で足りない状況であ

った議員が２定例会連続して半数を超えた

際、再度、検討・協議を行うとともに、第

２０次美幌町議会議員から、持ち時間の延

長に関する意見が出された際は、時間の延

長を含め、現在の往復方式を片道方式に見

直すなど、さらなる検討・協議を行うべき

との結論に至った。 

 （３）会派の構成人数及び議会運営委員

会委員定数の見直しについて。 

 美幌町議会における会派については、従

前より美幌町議会運営先例集に基づき、議

員３名以上をもって会派とみなしている

が、現状の議員定数１４名になって以来、

３名以上の構成は難しい状況となってお

り、見直しについての協議がなされてきた

ところである。 

 本委員会においても引き続き、会派構成

人数の見直しについて調査・検討を行った

結果、現状においても３名以上の構成は難

しい状況が続いていること、また、他自治

体では会派構成が２名以上で会派とみなし

ているところも多数見受けられることか

ら、第２０次美幌町議会より議員２名以上
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をもって会派とみなすこととする。 

 このことにより、議会運営委員会委員の

定数については、美幌町議会委員会条例第

４条の２第２項の規定により５名とされて

いるが、美幌町議会運営先例集において

「議会運営委員会委員の選任は、副議長及

び会派の調整した人員に基づき、その会派

から推されたものを議長が指名する」こと

になっていることから、２名以上の会派で

構成される最大の会派数に合わせ、現状の

５名から７名以内とする。 

 以上、本委員会が議会審議の活性化等を

目指した改革に関する一定の結論である。 

 今後とも、さらなる議会の活性化を図

り、開かれた議会のなお一層の実現を図る

ため、議員間で活発に議論してまいりた

い。 

 以上であります。 

○議長（大原 昇君） これから、委員長

報告に対する質疑を行います。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（大原 昇君） 質疑なしと認めま

す。 

 以上で、議会運営委員会事務調査結果報

告を終わります。 

─────────────────── 

◎日程第５ 発議第１号 

○議長（大原 昇君） 日程第５ 発議第

１号美幌町議会の個人情報の保護に関する

条例の制定についてを議題とします。 

 直ちに提案理由の説明を求めます。 

 １３番馬場博美さん。 

○１３番（馬場博美君）〔登壇〕 議案書

の７ページをお開き願います。 

 発議第１号美幌町議会の個人情報の保護

に関する条例の制定について、提案理由の

説明をいたします。 

 条例制定の経過及び目的でございます

が、令和３年５月に公布されましたデジタ

ル社会の形成を図るための関係法律の整備

に関する法律により、個人情報の保護に関

する法律が改正され、これまで、国の行政

機関、独立行政法人等、民間事業者及び地

方公共団体がそれぞれ法律や条例によって

適用されてきた個人情報の取扱いについ

て、今後は、改正後の個人情報の保護に関

する法律によって取り扱うことになったと

ころであります。 

 これまでの美幌町議会における個人情報

の保護は、行政側で制定した美幌町個人情

報保護条例が適用されておりましたが、改

正後の個人情報の保護に関する法律では、

地方議会は、国会（立法権）、裁判所（司

法権）と同様に、法律の直接適用の範囲外

となっていることから、今回、条例を制定

しようとするものであります。 

 次に、制定内容について御説明申し上げ

ます。 

 第１章は、条例における総則を定めたも

ので、第１条から第３条まで、議案に記載

のとおり、それぞれ規定するものでありま

す。 

 第２章は、議会における個人情報の取扱

いを定めたもので、第４条から第１６条ま

で、議案に記載のとおり、それぞれ規定す

るものであります。 

 第３章は、個人情報のファイルを定めた

もので、第１７条にあっては、個人情報フ

ァイル簿の作成及び公表について規定する

ものであります。 

 第４章は、保有個人情報の開示、訂正及

び利用停止を定めたもので、第１８条から

第４５条まで、議案に記載のとおり、それ

ぞれ規定するものでございます。 

 第５章は、雑則を定めたもので、保有個

人情報の適用除外等を定めたもので、第４

６条から第５１条まで、議案に記載のとお

り、それぞれ規定するものであります。 

 第６章は、罰則を定めたもので、第５２

条から第５６条まで、改正後の個人情報保

護法に規定される罰則と同様に規定するも

のでございます。 

 施行日は、令和５年４月１日でございま

す。 
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 また、今回の条例制定に伴い、美幌町自

治基本条例、美幌町附属機関に関する条

例、美幌町手数料徴収条例を併せて改正し

ようとするものであります。 

 以上、御説明申し上げましたので、よろ

しくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） これから、質疑を

行います。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（大原 昇君） 質疑なしと認めま

す。 

 これから、発議第１号美幌町議会の個人

情報の保護に関する条例の制定についてを

採決します。 

 この採決は、起立によって行います。 

 本案は、原案のとおり決することに賛成

の方は起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（大原 昇君） 起立多数です。 

 したがって、本案は、原案のとおり可決

されました。 

─────────────────── 

◎日程第６ 発議第２号 

○議長（大原 昇君） 日程第６ 発議第

２号美幌町議会委員会条例の一部を改正す

る条例制定についてを議題とします。 

 直ちに提案理由の説明を求めます。 

 １３番馬場博美さん。 

○１３番（馬場博美君）〔登壇〕 議案書

の３１ページをお開き願います。 

 発議第２号美幌町議会委員会条例の一部

を改正する条例制定について、提案理由及

び改正内容について説明いたします。 

 今回の条例改正は、議会運営委員会委員

定数の見直し及びオンラインを活用した委

員会開会の特例について改正するものであ

ります。 

 議会運営委員会委員定数の見直しについ

ては、第２０次美幌町議会より、会派の構

成人数を３名以上から２名以上に変更する

ことに伴い、委員会条例中における議会運

営委員会委員の定数を変更するものであり

ます。 

 具体的な変更内容につきましては、委員

会条例第４条の２第２項中、議会運営委員

会委員の定数を「５人」から「７人以内」

に改めるものであります。 

 また、オンラインを活用した委員会開会

の特例については、新型コロナウイルス感

染症のように１か所に参集することを控え

る必要があるなど、委員会を開催すること

自体が困難な場合を想定した委員会開会方

法の特例を規定するものであります。 

 具体的な内容につきましては、オンライ

ンを活用した委員会開会の要件として、委

員会条例第１３条の２第１項において、新

型コロナウイルス感染症その他重大な感染

症のまん延又は大規模な災害等の発生等に

より委員会を開会する場所への委員の参集

が困難であると認める場合は、オンライン

を活用して委員会を開会することができる

こと、同条第２項において、オンラインに

よる出席を希望する委員は、あらかじめ委

員長の許可を得なければならないこと、同

条第３項において、オンラインにより出席

した委員は委員会に出席したものとみなす

ことをそれぞれ追加するものであります。 

 また、委員会条例第１８条第１項中、オ

ンラインによる委員会は、秘密会の対象か

ら除外することに改正するものでありま

す。 

 施行日は、議会運営委員会委員の定数に

ついては令和５年５月１日、オンラインを

活用した委員会開会の特例については公布

の日からであります。 

 以上、御説明申し上げましたので、よろ

しくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） これから、質疑を

行います。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（大原 昇君） 質疑なしと認めま

す。 

 これから、発議第２号美幌町議会委員会

条例の一部を改正する条例制定についてを
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採決します。 

 この採決は、起立によって行います。 

 本案は、原案のとおり決することに賛成

の方は起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（大原 昇君） 起立多数です。 

 したがって、本案は、原案のとおり可決

されました。 

─────────────────── 

◎日程第７ 同意第１号 

○議長（大原 昇君） 日程第７ 同意第

１号オホーツク町村公平委員会委員の選任

についてを議題とします。 

 直ちに提出者の説明を求めます。 

 町長。 

○町長（平野浩司君） ３５ページをお開

きいただきたいと存じます。 

 同意第１号オホーツク町村公平委員会委

員の選任について御説明申し上げます。 

 オホーツク町村公平委員会委員高畑秀美

氏は、令和５年３月３１日をもって任期満

了となるので、次の者を選任いたしたく、

地方公務員法第９条の２第２項及びオホー

ツク町村公平委員会規約第３条第１項の規

定により、議会の同意を求めるものであり

ます。 

 氏名、山下英二氏。 

 住所、生年月日については、記載のとお

りでございます。 

 以上、御説明いたしました。よろしくお

願いいたします。 

○議長（大原 昇君） これから、質疑を

行います。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（大原 昇君） 質疑なしと認めま

す。 

 これから、同意第１号オホーツク町村公

平委員会委員の選任についてを採決しま

す。 

 この採決は、起立によって行います。 

 本件は、同意することに賛成の方は起立

願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（大原 昇君） 起立多数です。 

 したがって、本件は、同意することに決

定しました。 

─────────────────── 

◎日程第８ 同意第２号 

○議長（大原 昇君） 日程第８ 同意第

２号美幌町農業委員会委員の任命について

を議題とします。 

 直ちに提出者の説明を求めます。 

 町長。 

○町長（平野浩司君） ３６ページをお開

きいただきたいと存じます。 

 同意第２号美幌町農業委員会委員の任命

について御説明いたします。 

 本町農業委員会委員は、令和５年４月 

１６日をもって任期満了となるので、次の

者を任命いたしたく、農業委員会等に関す

る法律第８条第１項の規定により、議会の

同意を求めるものであります。 

 氏名、鎌仲照幸氏。 

 住所、生年月日については、記載のとお

りであります。 

 千葉正美氏。 

 住所、生年月日については、記載のとお

りであります。 

 小林寿美氏。 

 住所、生年月日については、記載のとお

りであります。 

 田村秀司氏。 

 住所、生年月日については、記載のとお

りであります。 

 髙﨑利彦氏。 

 住所、生年月日については、記載のとお

りであります。 

 中川誓子氏。 

 住所、生年月日については、記載のとお

りであります。 

 武田透氏。 

 住所、生年月日は、記載のとおりであり

ます。 

 山岸洋文氏。 
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 住所、生年月日は、記載のとおりであり

ます。 

 梅津幸一氏。 

 住所、生年月日は、記載のとおりです。 

 安藤良司氏。 

 住所、生年月日は、記載のとおりです。 

 佃徹氏。 

 住所、生年月日は、記載のとおりです。 

 小泉豊和氏。 

 住所、生年月日は、記載のとおりです。 

 酒井祐二氏。 

 住所、生年月日は、記載のとおりです。 

 中村寿恵子氏。 

 住所、生年月日は、記載のとおりです。 

 川原英和氏。 

 住所、生年月日は、記載のとおりです。 

 木村勝彦氏。 

 住所、生年月日は、記載のとおりです。 

 坂本和裕氏。 

 住所、生年月日は、記載のとおりです。 

 日並洋氏。 

 住所、生年月日は、記載のとおりです。 

 佐藤章平氏。 

 住所、生年月日は、記載のとおりです。 

 鳥井隆氏。 

 住所、生年月日は、記載のとおりです。 

 以上、御説明いたしました。よろしくお

願いいたします。 

○議長（大原 昇君） これから、質疑を

行います。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（大原 昇君） 質疑なしと認めま

す。 

 これから、同意第２号美幌町農業委員会

委員の任命についてを採決します。 

 この採決は、起立によって行います。 

 本件は、同意することに賛成の方は起立

願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（大原 昇君） 起立多数です。 

 したがって、本件は、同意することに決

定しました。 

─────────────────── 

◎日程第９ 議案第２号 

○議長（大原 昇君） 日程第９ 議案第

２号民法等の一部を改正する法律の施行に

伴う関係条例の整備に関する条例の制定に

ついてを議題とします。 

 直ちに提案理由の説明を求めます。 

 福祉部長。 

○福祉部長（河端 勲君） 議案の３９ペ

ージになります。 

 議案第２号民法等の一部を改正する法律

の施行に伴う関係条例の整備に関する条例

の制定についてを御説明申し上げます。 

 民法等の一部を改正する法律の施行に伴

う関係条例の整備に関する条例を次のよう

に制定しようとする。 

 記以下につきましては、参考資料により

御説明いたしますので、参考資料の２ペー

ジをお開き願います。 

 資料１、議案第２号関係。 

 条例名は、省略させていただきます。 

 改正の目的でございますが、民法の改正

によりまして、親権者の懲戒権に係る規定

が削除され、子の人格の尊重等の義務及び

体罰などの子の心身の健全な発達に有害な

影響を及ぼす言動の禁止という部分が新た

に明記されたことに伴いまして、関係条例

について所要の改正を行おうとするもので

ございます。 

 改正内容でありますが、懲戒に係る権限

の濫用禁止に関する記述のある美幌町家庭

的保育事業等の設備及び運営に関する基準

を定める条例、美幌町特定教育・保育施設

及び特定地域型保育事業の運営に関する基

準を定める条例について、改正民法の条項

を適用することから、本条例から該当条文

を削除するものでございます。 

 なお、参考資料３ページ、４ページに新

旧対照表を添付してございますので、御参

照いただければと思います。 

 根拠法令につきましては、民法等の一部

を改正する法律の一部の施行に伴う厚生労
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働省関係省令の整備に関する省令、特定教

育・保育施設及び特定地域型保育事業並び

に特定子ども・子育て支援施設等の運営に

関する基準の一部を改正する内閣府令で、

施行日は、公布の日からでございます。 

 以上、議案第２号について御説明いたし

ました。よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） これから、質疑を

行います。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（大原 昇君） 質疑なしと認めま

す。 

 これから、議案第２号民法等の一部を改

正する法律の施行に伴う関係条例の整備に

関する条例の制定についてを採決します。 

 この採決は、起立によって行います。 

 本案は、原案のとおり決することに賛成

の方は起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（大原 昇君） 起立多数です。 

 したがって、本案は、原案のとおり可決

されました。 

 暫時休憩します。 

 再開は、１０時５５分といたします。 

午前１０時４９分 休憩 

─────────────────── 

午前１０時５５分 再開 

○議長（大原 昇君） 休憩前に引き続

き、会議を開きます。 

─────────────────── 

◎日程第１０ 議案第３号 

○議長（大原 昇君） 日程第１０ 議案

第３号令和４年度美幌町一般会計補正予算

（第１３号）についてを議題とします。 

 直ちに提案理由の説明を求めます。 

 総務部長。 

○総務部長（小室保男君） 議案書の４１

ページになります。 

 議案第３号令和４年度美幌町一般会計補

正予算（第１３号）について御説明を申し

上げます。 

 令和４年度美幌町の一般会計補正予算

（第１３号）は、次に定めるところによ

る。 

 歳入歳出予算の補正。 

 第１条、歳入歳出予算の総額から歳入歳

出それぞれ１億１,０７６万４,０００円を

減額し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出そ

れぞれ１２９億９,４７４万２,０００円と

する。 

 第２項につきましては、事項別明細書に

より御説明いたします。 

 繰越明許費。 

 第２条、繰越明許費は、第２表、繰越明

許費により御説明いたします。 

 地方債の補正。 

 第３条、地方債の変更は、第３表、地方

債補正により御説明いたします。 

 それでは、繰越明許費から御説明いたし

ますので、議案書の４６ページをお開き願

います。 

 第２表、繰越明許費であります。 

 ４款衛生費、２項清掃費、事業名は、浸

出液処理施設維持管理等事業であります。 

 第Ⅲ期埋立処分場の浸出液処理施設にお

きまして、曝気ブロワのインバータ交換修

繕を進めておりますが、コロナ禍の影響に

より、調達する部品の納期に遅れが生じて

おりまして、年度内に完了できる見通しに

ありませんので、予算を翌年度へ繰越しい

たします。設定する金額は６０万円であり

ます。 

 次に、地方債の変更について御説明いた

します。 

 議案書は、４７ページになります。 

 第３表、地方債補正。 

 ３段目の団体営土地改良事業につきまし

ては、国営かんがい排水事業で整備したリ

ールマシンのオーバーホールにつきまし

て、資材価格の高騰により事業費が増額と

なりますので、限度額を１,２４０万円から

３４０万円増額し、１,５８０万円へ変更い

たします。 

 ほかの５件につきましては、いずれも事
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業費の確定に伴う予算の整理でありまし

て、それぞれ記載のとおり限度額を変更い

たします。 

 なお、令和４年度の地方債の総額につき

ましては、下段の補正後の欄に記載のとお

り、６億３,７４８万７,０００円となりま

す。 

 次に、歳出について御説明いたしますの

で、６０、６１ページを御覧いただきたい

と思います。 

 ３、歳出になります。 

 今回の補正につきましては、主に事務事

業の確定に伴う予算の整理になりますの

で、増額する補正を中心に御説明させてい

ただきます。 

 まず、２款総務費、１項総務管理費、下

段の５目企画費、１、政策推進事業費の

減、１億１,２１１万７,０００円の減額

は、空き家対策や移住促進などの事業費確

定に伴う予算の整理を行うほか、ふるさと

寄附金の寄附総額を下方修正し、委託料な

どの経費を減額いたします。 

 ふるさと寄附金につきましては、上半期

の寄附金が対前年度比で約２．７倍と好調

に推移しておりましたので、１２月定例会

におきまして、今年度の寄附総額を５億５,

０００万円と見込み、補正予算を計上した

ところであります。しかしながら、その

後、１月末現在の寄附総額が３億８,４００

万円と１２月に見込んだ額を下回る状況に

あり、年度末の最終的な寄附総額は４億５,

０００万円程度と見込まれますので、今

回、委託料などの必要経費につきまして、

１億円を減額するものであります。 

 次に、６４、６５ページになります。 

 上段の９目財政調整等基金費、１、財政

調整等基金積立金の増、積立金１億７,８９

５万６,０００円であります。 

 内容でありますが、１２月１３日、松緑

神道大和山美幌支部様から、スポーツ振興

のために役立ててほしいと３０万円の御寄

附をいただいております。また、１２月 

２１日には東京都世田谷区在住の本田忠盛

様から、博物館の備品充実に役立ててほし

いと１８３万７,０００円の御寄附をいただ

いてございます。 

 寄附金のほかに、役場庁舎改築事業の完

了に伴いまして、役場庁舎改築基金の残高

１億７,８３７万円を今後の起債償還に充て

るため、その全額を減債基金へ積立てを行

います。 

 そのほか、基金の積立利息が確定し、利

息１５５万１,０００円の減額となりますの

で、差引き１億７,８９５万６,０００円を

今回増額補正いたします。 

 なお、参考資料の５ページ、資料２に各

基金の年度末予定残高を掲載しております

ので、後ほど御確認をいただければと思い

ます。 

 次に、６６、６７ページになります。 

 ３款民生費、１項社会福祉費、下段の３

目高齢者福祉費につきましては、次のペー

ジ、６８、６９ページを御覧いただきたい

と思います。 

 中ほどになります。１０、小規模多機能

型居宅介護施設等整備事業費の減、貸付金

１,４００万円の減額でありますが、本年４

月、西１条南２丁目に新規オープンする小

規模多機能ホームの事業費確定に伴うふる

さと融資貸付金の減額になります。 

 下段の２項児童福祉費は、次のページに

なります。 

 ７０ページ、７１ページです。 

 ２目の保育園費、１、美幌保育園管理運

営事業費の増、光熱水費の２３万円と２、

東陽保育園管理運営事業費の増、光熱水費

１４万８,０００円は、いずれも電気料の不

足分を増額いたします。 

 次に、４款衛生費、１項保健衛生費、下

段の２目予防費になります。 

 １、感染等予防対策事業費の増、補助

金、新型コロナウイルス感染症検査費用支

援金でありますが、こちらは、介護事業所

や障がい福祉事業所が感染拡大の防止を目
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的に行う入所者及び職員のＰＣＲ検査、抗

原定量検査に対する検査費用の助成であり

ます。予算額を大きく上回る見通しとなり

ましたので、今回７９８万５,０００円を増

額計上してございます。 

 その下、２、予防接種事業費の減のう

ち、一番下になります。償還金利子及び割

引料の６３４万１,０００円は、令和３年度

の新型コロナウイルスワクチン接種に係る

国庫負担金、国庫補助金の額の確定に伴う

返還金になります。 

 続いて、７２、７３ページになります。 

 このページの下段です。 

 ６款農林水産業費、１項農業費、６目の

農地費、３、団体営土地改良事業費の増、

修繕料１,６２７万５,０００円につきまし

ては、国営かんがい排水事業で整備したリ

ールマシンのオーバーホール費用ですが、

資材費の価格高騰に伴う増額補正になりま

す。 

 ７４、７５ページになります。 

 ２項の林業費、１目林業総務費、２、林

業推進事業費の増のうち、積立金８８６万

７,０００円につきましては、森林整備協定

に基づく寄附が６件ございましたので、未

来への森林づくり基金へ積立てを行いま

す。 

 続いて、７６、７７ページになります。 

 中段の８款土木費、２項道路橋梁費、下

段の２目道路橋梁維持費でありますが、次

のページ、７８、７９ページを御覧くださ

い。 

 ３、除雪対策事業費の減のうち、燃料費

の２２０万６,０００円は、除雪車両の稼働

実績に基づく増額になります。また、光熱

水費の８６万１,０００円は、ロードヒーテ

ィングの電気料に不足が生じるおそれがあ

りますので、所要額を追加するものであり

ます。 

 ８０ページ、８１ページにつきまして

は、１０款教育費でありますが、このペー

ジは、全て執行残の整理になります。 

 次に、８２、８３ページ、２項の小学校

費、１目学校管理費、１、小学校管理事業

費の増、燃料費の２６万６,０００円は、灯

油及び重油の単価上昇に伴う不足額の追加

を、光熱水費６１１万円は、電気暖房に係

る電気料の追加になります。 

 下段の３項中学校費、１目学校管理費、

１、中学校管理事業費の増、燃料費の１９

３万９,０００円は、灯油及び重油の単価上

昇に伴う不足額の追加になります。 

 ２目教育振興費は、次のページ、８４、

８５ページになります。 

 ２、中学校教育振興事業費の増、負担金

のまず１行目になります。 

 中体連大会参加等負担金４４万４,０００

円であります。こちらは、今月９日から名

寄市で開催されるＪＯＣジュニアオリンピ

ックカップスキー大会クロスカントリーの

部に美幌中学校から生徒５名、引率１名の

計６名が参加する経費になります。 

 負担金の２行目、吹奏楽大会参加等負担

金１４９万１,０００円につきましては、今

月１９日に静岡県浜松市で開催される全日

本アンサンブルコンテストに北中学校から

生徒８名、引率１名の計９名が参加するた

めの経費と、もう一つ、今月２４日に東京

都内で開催されます日本ジュニア管打楽器

コンクールに美幌中学校から生徒３名、引

率１名の計４名が参加するそれぞれの経費

を追加しようとするものであります。 

 次のページ、８６、８７ページは、執行

残の整理になります。 

 ８８、８９ページになります。 

 下段の１２款職員給与費につきまして

は、会計年度任用職員に係る報酬、期末手

当などの予算整理でございます。 

 次に、歳入について御説明しますので、

５２、５３ページにお戻りをいただきたい

と思います。 

 ２、歳入になります。 

 中段の１６款国庫支出金であります。 

 こちらは、主に、新型コロナウイルスワ



－ 16 － 

クチン接種対策、新型コロナウイルス感染

症対応地方創生臨時交付金を活用いたしま

した事業費確定に伴う予算整理になりま

す。 

 次に、５４、５５ページ、中段の１８款

財産収入、２項の財産売払収入、１目不動

産売払収入の５７５万６,０００円でありま

すが、こちらは、美和ほか、町有林の伐採

による立木の売払い代金を計上してござい

ます。 

 このページの下段になります１９款、１

項寄附金につきましては、次の５６、５７

ページを御覧いただきたいと思います。 

 まず、１目の一般寄附金１億４８万２,０

００円の減額でありますが、このうち１億

円の減額は、歳出で御説明したとおり、ふ

るさと寄附金の今年度の寄附総額につきま

して、５億５,０００万円から４億５,００

０万円へ下方修正することに伴う減額であ

ります。 

 ３目農林水産業費寄附金８８７万３,００

０円は、森林整備協定に基づく御寄附６件

を計上してございます。 

 次の４目教育費寄附金、２節の社会教育

費寄附金１８３万７,０００円は、１２月２

１日、東京都世田谷区在住の本田忠盛様か

ら御寄附をいただいたものでございます。 

 次の３節保健体育費寄附金３０万円は、

１２月１３日、松緑神道大和山美幌支部様

からいただいた御寄附になります。 

 ２０款の繰入金、１項基金繰入金、１１

目の役場庁舎改築基金繰入金１億７,８３７

万円につきましては、役場庁舎建設事業の

完了に伴い、基金の残高を減債基金へ積み

替え、今後の起債償還に充てるための繰入

れでございます。 

 次に、２２款の諸収入、５項、５目雑入

の２３７万８,０００円のうち、説明欄の２

行目になります物品等売払の増、７万１,０

００円でありますが、こちらは、橋梁補修

で発生した鉄くずの売払い代金になりま

す。 

 ３行目の宝くじ交付金収入の増、２９９

万７,０００円は、コロナ禍で停滞した地域

経済の活性化を図るため、市町村の取組支

援を目的に、令和４年度限りの措置として

交付金が追加配分されたものであります。 

 ６行目の物価高騰対策支援金１０万円に

つきましては、電気料の高騰の影響を受け

ている医療・介護・障がい施設に対し、そ

の負担軽減を図るため、北海道から支援金

が交付されるもので、本町におきまして

は、子ども発達支援センターが対象とな

り、１０万円が交付されてございます。 

 下段の２３款町債につきましては、第３

表、地方債補正により御説明いたしました

ので、省略をさせていただきます。 

 以上、議案第３号令和４年度美幌町一般

会計補正予算（第１３号）について御説明

を申し上げました。よろしくお願いいたし

ます。 

○議長（大原 昇君） これから、質疑を

行います。 

 １１番上杉晃央さん。 

○１１番（上杉晃央君） 先ほど、歳出歳

入で説明がありましたけれども、５７ペー

ジのふるさと寄附金です。 

 前、補正したときに５億５,０００万円で

すごいなと、美幌の町制が始まって以来の

最高額になるということだったのが、この

短期間の中で１億円寄附金が減るというの

はどういうことが要因だったのか、その辺

の説明を詳しくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） 総務部長。 

○総務部長（小室保男君） 御答弁申し上

げます。 

 １２月の定例会におきまして、今年度、

寄附総額が非常に好調に推移しておりまし

たので、最終的に５億５,０００万円と、若

干、返礼品に支障がないように強気の補正

予算を計上したというのも事実ではありま

す。 

 例年、年末、１２月は寄附が大体多くな

るのですけれども、今回、私たちが予想し
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ていたよりも若干下回った実績になってご

ざいます。 

 主な内容としては、野菜、アスパラ等は

好調で、予定どおり入っていたのですけれ

ども、返礼品の中で、道産の牛肉の返礼品

が大変人気で、予想を上回る申込みがあっ

たものですから、なかなか返礼品をしっか

り寄附者にお届けできる体制が整っていな

い状況もございまして、やむなく受付を一

部お断りするような状況にもなったところ

であります。 

 そういったこともあって、最終的には、

今年度の寄附の全体額が、見込みでありま

すけれども、４億５,０００万円程度という

ことで、１２月時点の見通しを若干下回

る、そういう状況になったところでござい

ます。 

 令和３年度の寄附は大体１億９,０００万

円だったのですけれども、今回は２倍以上

になっているということで、増収に向けた

取組は確かに効果があったのかなと理解し

ていますが、一方で、返礼品をしっかり寄

附者の皆さんにお届けするという体制がい

まひとつできていない部分もあったという

のが実情であります。そこはしっかり反省

をした上で、今後の寄附のさらなる増収に

向けて、しっかり体制を整えていきたい、

そのように考えてございます。 

○議長（大原 昇君） １１番上杉晃央さ

ん。 

○１１番（上杉晃央君） 状況は分かりま

した。 

 それで、野菜、アスパラは大変好調だと

いうことで、それは以前から聞いていまし

たけれども、全国的に見ても、海産物だと

か、牛肉というのは非常に人気が高いと言

われていますが、美幌町で牛肉の準備をし

たりする体制、今後、来年以降のことを考

えて、しっかり返礼に応えられるような対

応というのはどのような準備をなされてい

るのか。その辺の状況をお聞かせくださ

い。 

○議長（大原 昇君） 政策課長。 

○政策課長（沖崎寿和君） 牛肉は大変好

調ということで、次年度に向けては、取扱

事業者と綿密な打合せを重ねまして、出荷

体制を整えていきたいということで取り進

めております。 

 また、ほかの返礼品であります海産物に

ついても、今年度、若干伸びがありまし

て、マスのイクラですとか、そういったも

のも具体的に商品として大変伸びている状

況であります。そちらにつきましても、関

係する事業所と綿密に打合せを重ねまし

て、体制を整えていきたいと思っておりま

す。 

 以上でございます。よろしくお願いしま

す。 

○議長（大原 昇君） ほかに質疑はあり

ませんか。 

 １２番松浦和浩さん。 

○１２番（松浦和浩君） 今、上杉議員と

同じ箇所、ふるさと納税の関係で、委員会

でも若干聞いたのですけれども、当初より

受付の関係で下がったという説明を受けま

した。その間、新たな商品への変換だと

か、取扱業者、要するに肉であれば違う肉

屋さんと交渉するだとか。現在もその肉屋

さんの出荷についてはまだ終わっていない

とは聞いているのですけれども、こういう

人気のある商品があれば、すぐに業者の変

更だとか、商品の変更、あとは、業者との

打合せ等をやらないといけないかなと思う

のですが、今回のこういう事態を考えて、

次年度に向けて、今のままだったら本当に

また戻るのかと。どうやったら戻れるのか

と。 

 逆に、さとふるなどでも商品のアピール

の仕方を適宜にやるためにしっかりとした

体制に改めないといけないのかなと思いま

す。 

 私は、委員会の中では、しっかり行政職

員の手を離れて違う形でやるべきと言って

いますけれども、あまりにもこういうこと
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が起きたといったら、職員も大変だし、業

者も大変になるし、納税する方にも迷惑が

かかるとなれば、今回の部分の反省を含め

て、どのようにできるのか。 

 逆に言えば、基本的に、根本的に大きな

ミスがどこにあったのかだけ、お願いしま

す。 

○議長（大原 昇君） 政策課長。 

○政策課長（沖崎寿和君） 今回のミスと

いいますか、なかなか伸びを見込み切れな

かったというのが、私どもの責任といいま

すか。行政できちんと事業所さんと打合せ

を重ねてはいたのですけれども、なかなか

そこまで把握し切れなかったといいます

か、予想を上回る伸びだったという部分

で、反省しているところでございます。 

 今後につきましては、現在、牛肉は大体

７か月以上待ちという状況になっているの

ですけれども、発送時期、出荷のロッド等

を調整しまして、何月頃送付ということを

明記した上で、寄附者とのトラブルといい

ますか、御迷惑をかけないような形での対

応を考えているところでございます。 

 以上です。 

○議長（大原 昇君） １２番松浦和浩さ

ん。 

○１２番（松浦和浩君） 遅れている分に

ついては、納税者の方にしっかりとお伝え

するということは大事ですけれども、遅れ

ていても、まだ注文なりできるとなれば、

今、美幌町にも肉の小売店が増えましたの

で、そういうところと、大至急、今以降の

ために契約、あとは手続、要するに出荷体

制も含めて急ぐべきだと思うのです。 

 ７か月遅れであれば、次年度以降の注文

を考えたら、せっかく期待されている人方

も寂しくなるし、我が町にとっても、遅れ

体制を解消しないといけない。こういうこ

とを考えたときに、やはり、いま一度、現

況の業者以外の業者にしっかり確認する作

業を私はすべきだと思うのですけれども、

もうしているのかしていないのか、その辺

だけお答えください。 

○議長（大原 昇君） 政策課長。 

○政策課長（沖崎寿和君） 返礼品の取扱

事業者なのですけれども、やはり、商品の

流通経路はそれぞれ事業所が抱えているも

のでありまして、返礼品であります北海道

産ブランド牛を取扱いできるＡ社さんのも

のをＢ社さんが取り扱うということはなか

なかできない。そこに制限があるものです

から、美幌町内の事業所でお肉屋さんが複

数あるからといって、Ａ社さん以外のＢ社

さん、Ｃ社さんに協力を仰ぐということは

できないような状況となっております。そ

こは、御理解いただきたいなと思います。 

 以上で答弁漏れはなかったでしょうか。

御理解いただきたいなと思いますが、よろ

しくお願いします。 

○議長（大原 昇君） ほかに質疑はあり

ませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（大原 昇君） これで、質疑を終

わります。 

 これから、議案第３号令和４年度美幌町

一般会計補正予算（第１３号）についてを

採決します。 

 この採決は、起立によって行います。 

 本案は、原案のとおり決することに賛成

の方は起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（大原 昇君） 起立多数です。 

 したがって、本案は、原案のとおり可決

されました。 

─────────────────── 

◎日程第１１ 議案第４号 

○議長（大原 昇君） 日程第１１ 議案

第４号令和４年度美幌町国民健康保険特別

会計補正予算（第３号）についてを議題と

します。 

 直ちに提案理由の説明を求めます。 

 町民生活部長。 

○町民生活部長（関 弘法君） 議案書の

９３ページになります。 
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 議案第４号令和４年度美幌町国民健康保

険特別会計補正予算（第３号）について御

説明申し上げます。 

 令和４年度美幌町の国民健康保険特別会

計補正予算（第３号）は、次に定めるとこ

ろによる。 

 歳入歳出予算の補正。 

 第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出

それぞれ２４１万２,０００円を追加し、歳

入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ２６

億３,３９５万７,０００円とする。 

 第２項につきましては、事項別明細書に

より御説明いたします。 

 歳出から御説明いたしますので、議案書

１０２、１０３ページをお開き願います。 

 ３、歳出。 

 １款総務費、１項、２目連合会負担金に

つきましては、本年度から施行されており

ます未就学児保険料均等割額の減額措置の

創設に伴い、北海道国保連合会において国

保事業状況報告システムクラウドの改修が

行われることから、その改修分に係る負担

金として、連合会に対し支払う額１６万５,

０００円について増額するものでございま

す。 

 その下、５款基金積立金につきまして

は、預け入れ利率の減により８万９,０００

円を減額するものでございます。 

 ６款諸支出金、２項繰出金につきまして

は、直営診療施設繰出金について、国保病

院における健康管理事業、医師確保支援事

業、救急患者受入体制支援事業に係る特別

調整交付金の確定に伴い２３３万６,０００

円を増額するものでございます。 

 次に、歳入について御説明いたしますの

で、１００、１０１ページにお戻り願いま

す。（「説明省略」と発言する者あり） 

 以上、御説明申し上げました。よろしく

お願いいたします。 

○議長（大原 昇君） これから、質疑を

行います。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（大原 昇君） 質疑なしと認めま

す。 

 これから、議案第４号令和４年度美幌町

国民健康保険特別会計補正予算（第３号）

についてを採決します。 

 この採決は、起立によって行います。 

 本案は、原案のとおり決することに賛成

の方は起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（大原 昇君） 起立多数です。 

 したがって、本案は、原案のとおり可決

されました。 

─────────────────── 

◎日程第１２ 議案第５号 

○議長（大原 昇君） 日程第１２ 議案

第５号令和４年度美幌町介護保険特別会計

補正予算（第３号）についてを議題としま

す。 

 直ちに提案理由の説明を求めます。 

 福祉部長。 

○福祉部長（河端 勲君） 議案の１０５

ページになります。 

 議案第５号令和４年度美幌町介護保険特

別会計補正予算（第３号）について御説明

申し上げます。 

 今回の補正につきましては、国、道の交

付金の決定及び年度末における事務事業の

確定等に伴う補正を行おうとするものでご

ざいます。 

 令和４年度美幌町の介護保険特別会計補

正予算（第３号）は、次に定めるところに

よる。 

 歳入歳出予算の補正。 

 第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出

それぞれ７４万７,０００円を追加し、歳入

歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ２１億

５,３２６万９,０００円とする。 

 第２項につきましては、事項別明細書で

御説明いたします。 

 歳出から御説明いたしますので、１１

４、１１５ページをお開き願います。 

 ３、歳出。 
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 ２款保険給付費、１項、２目施設介護サ

ービス給付費につきましては、財源調整で

ございます。 

 その下、５項、１目特定入所者介護サー

ビス費７６万８,０００円の増額につきまし

ては、令和４年４月より、緑の苑での地域

密着型居室が多床室からユニット型個室へ

変更になり、居住分給付費が増額となった

ものでございます。 

 その下、４款基金積立金につきまして

は、預け入れ利率の減により減額するもの

でございます。 

 次に、歳入につきまして御説明いたしま

すので、１１２、１１３ページをお開き願

います。（「説明省略」と発言する者あ

り） 

 以上、御説明いたしました。よろしくお

願いいたします。 

○議長（大原 昇君） これから、質疑を

行います。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（大原 昇君） 質疑なしと認めま

す。 

 これから、議案第５号令和４年度美幌町

介護保険特別会計補正予算（第３号）につ

いてを採決します。 

 この採決は、起立によって行います。 

 本案は、原案のとおり決することに賛成

の方は起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（大原 昇君） 起立多数です。 

 したがって、本案は、原案のとおり可決

されました。 

─────────────────── 

◎日程第１３ 議案第６号 

○議長（大原 昇君） 日程第１３ 議案

第６号令和４年度美幌町公共下水道特別会

計補正予算（第４号）についてを議題とし

ます。 

 直ちに提案理由の説明を求めます。 

 建設部長。 

○建設部長（那須清二君） 議案の１１７

ページをお開き願います。 

 議案第６号令和４年度美幌町公共下水道

特別会計補正予算（第４号）について御説

明申し上げます。 

 令和４年度美幌町の公共下水道特別会計

補正予算（第４号）は、次に定めるところ

による。 

 今回の補正につきましては、建設事業費

の確定などによる執行残等の整理を行おう

とするものであります。 

 歳入歳出予算の補正。 

 第１条、歳入歳出予算の総額から歳入歳

出それぞれ１,６４９万３,０００円を減額

し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞ

れ１０億４,１１６万５,０００円とする。 

 第２項につきましては、事項別明細書で

御説明いたします。 

 地方債の補正。 

 第２条、地方債の変更につきましては、

第２表、地方債補正で御説明申し上げます

ので、１２０ページをお開き願います。 

 第２表、地方債補正。 

 公共下水道事業の限度額８,６５０万円を

事業費の確定に伴い７４０万円を減額し、

７,９１０万円とするものであります。 

 次に、事項別明細書の歳出から御説明申

し上げますので、１２６、１２７ページを

お開き願います。 

 ３、歳出。 

 １款、１項、１目一般管理費、公共下水

道事務費の業務等委託料１４２万４,０００

円の減額は、水道事業に委託しております

経費の確定に伴うもので、職員の会計間異

動に伴い減額になるものでございます。 

 その下、負担金、水道事業会計負担金 

８３万８,０００円の増額は、同じく水道事

業に委託している担当職員の手当等の人件

費等の増に伴うものでございます。 

 次に、２目維持管理費及びその下、３目

建設費につきましては、いずれも執行残及

び入札減による事業費確定に伴う減額でご

ざいます。 
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 １２８、１２９ページをお開きくださ

い。 

 ２款公債費、償還金利子及び割引料４９

万２,０００円の減は、一時借入額、利子、

期間の確定による減額であります。 

 次に、歳入について御説明いたしますの

で、１２４、１２５ページをお開き願いま

す。（「説明省略」と発言する者あり） 

 以上、御説明いたしました。よろしくお

願いいたします。 

○議長（大原 昇君） これから、質疑を

行います。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（大原 昇君） 質疑なしと認めま

す。 

 これから、議案第６号令和４年度美幌町

公共下水道特別会計補正予算（第４号）に

ついてを採決します。 

 この採決は、起立によって行います。 

 本案は、原案のとおり決することに賛成

の方は起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（大原 昇君） 起立多数です。 

 したがって、本案は、原案のとおり可決

されました。 

─────────────────── 

◎日程第１４ 議案第７号 

○議長（大原 昇君） 日程第１４ 議案

第７号令和４年度美幌町個別排水処理特別

会計補正予算（第３号）についてを議題と

します。 

 直ちに提案理由の説明を求めます。 

 建設部長。 

○建設部長（那須清二君） 議案の１３１

ページをお開き願います。 

 議案第７号令和４年度美幌町個別排水処

理特別会計補正予算（第３号）について御

説明申し上げます。 

 令和４年度美幌町の個別排水処理特別会

計補正予算（第３号）は、次に定めるとこ

ろによる。 

 今回の補正につきましては、個別浄化槽

設置工事費の確定に伴う執行残等の整理を

行おうとするものであります。 

 歳入歳出予算の補正。 

 第１条、歳入歳出予算の総額から歳入歳

出それぞれ１,５６３万７,０００円を減額

し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞ

れ１億３６４万１,０００円とする。 

 第２項につきましては、事項別明細書で

御説明いたします。 

 地方債の補正。 

 第２条、地方債の変更につきましては、

第２表、地方債補正で御説明申し上げます

ので、１３４ページをお開き願います。 

 第２表、地方債補正。 

 個別排水処理施設整備事業の限度額３,８

８０万円を事業費の確定に伴い２,６００万

円を減額し、１,２８０万円とするものであ

ります。 

 次に、事項別明細書の歳出から御説明い

たしますので、１４０、１４１ページをお

開き願います。 

 ３、歳出。 

 １款、１項、２目維持管理費につきまし

ては、いずれも執行残による減額でありま

す。 

 その下、３目建設費、個別浄化槽設置工

事１,４８０万円の減は、当初予定の浄化槽

整備基数１０基に対し、実績では４基とな

ったことによる減額であります。 

 次に、歳入について御説明いたしますの

で、１３８、１３９ページをお開き願いま

す。（「説明省略」と発言する者あり） 

 以上で説明を終了させて頂きます。よろ

しくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） これから、質疑を

行います。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（大原 昇君） 質疑なしと認めま

す。 

 これから、議案第７号令和４年度美幌町

個別排水処理特別会計補正予算（第３号）

についてを採決します。 
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 この採決は、起立によって行います。 

 本案は、原案のとおり決することに賛成

の方は起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（大原 昇君） 起立多数です。 

 したがって、本案は、原案のとおり可決

されました。 

─────────────────── 

◎日程第１５ 議案第８号 

○議長（大原 昇君） 日程第１５ 議案

第８号令和４年度美幌町水道事業会計補正

予算（第３号）についてを議題とします。 

 直ちに提案理由の説明を求めます。 

 建設部長。 

○建設部長（那須清二君） 議案の１４３

ページをお開き願います。 

 議案第８号令和４年度美幌町水道事業会

計補正予算（第３号）について御説明申し

上げます。 

 総則。 

 第１条、令和４年度美幌町の水道事業会

計補正予算（第３号）は、次に定めるとこ

ろによる。 

 今回の補正につきましては、年度末の事

務事業の確定などによる執行残等の整理を

行おうとするものであります。 

 業務の予定量の補正。 

 第２条、令和４年度美幌町水道事業会計

予算第２条に定めた業務の予定量を次のと

おり補正する。 

 給水戸数、年間総給水量、１日平均給水

量は、使用件数及び使用量の減によるもの

で、主要な建設事業は、執行残及び事業費

確定による減額で、それぞれ記載のとおり

であります。 

 収益的収入及び支出の補正、第３条と次

のページ、１４４ページの資本的収入及び

支出の補正、第４条につきましては、補正

予算実施計画書及び説明書で御説明申し上

げます。 

 債務負担行為の補正。 

 第５条、日並浄水場ろ過設備更新工事

は、入札減に伴うもので、限度額を１億９,

０００万円から４,０００万円減額し、１億

５,０００万円とするものであります。 

 次の１４５ページを御覧ください。 

 企業債の補正。 

 第６条、水道施設整備事業は、浄水場遠

隔監視用通信装置更新工事ほか２件の工事

の入札減に伴うもので、限度額を４,７５０

万円から２３０万円減額し、４,５２０万円

とするものであります。 

 その下、水道管路整備事業は、水道配水

管整備工事の入札減に伴うもので、限度額

を８６０万円減額し、７,２００万円とする

ものであります。 

 その下、水道施設等耐震化事業浄水施設

は、薬品沈殿池耐震補強工事などの入札減

に伴うもので、限度額を３５０万円減額

し、３,６４０万円とするものであります。 

 その下、量水器収納筺設置事業は、入札

及び個数の確定による実績減で、限度額を

１５０万円減額し、１,７８０万円とするも

のであります。 

 たな卸資産購入限度額の補正。 

 第７条につきましては、記載のとおりで

あります。 

 次に、１４６、１４７ページをお開き願

います。 

 補正予算実施計画書及び説明書、収益的

収入であります。 

 １款、１項、１目給水収益１,１８５万

２,０００円の減は、実績見込みによる減額

であります。 

 その下、４目その他の営業収益、下水道

使用料賦課徴収受託料１４２万４,０００円

の減は、対象事業費の確定による減額であ

ります。 

 その下、２項、３目雑収益、下水道排水

施設業務負担金８３万８,０００円の増は、

対象経費の確定による増額とその下、不用

品売払収益２９万４,０００円の増は、検定

満了の撤去水道メーター売払い額の確定に

よる増額です。 
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 その下、４目消費税還付金８７８万１,０

００円の増は、消費税確定申告による還付

金の確定によるものです。 

 １４８、１４９ページをお開き願いま

す。 

 収益的支出であります。 

 １款水道事業費用、１項、１目原水及び

浄水費から４目総係費までにつきまして

は、事務事業の確定及び入札減による減額

でございます。 

 その下、２項、２目消費税、支払消費税

１,０００万円の減につきましては、消費税

確定申告により還付となったことから減額

するものでございます。 

 １５０、１５１ページをお開き願いま

す。 

 資本的収入であります。 

 １款、１項、１目企業債の１,５９０万円

の減額につきましては、第６条、企業債の

補正で御説明いたしましたので、省略させ

ていただきます。 

 その下、２項、１目国庫補助金、生活基

盤施設耐震化等交付金２７５万６,０００円

の減につきましては、対象事業費の入札減

による交付金の確定によるものです。 

 その下、３項、１目出資金、水道施設等

耐震化事業浄水施設２５０万円の減につき

ましても対象事業の入札減による一般会計

からの出資金の減額でございます。 

 次に、１５２、１５３ページをお開き願

います。 

 資本的支出でございます。 

 １款、１項、１目浄水配水設備費、水道

施設整備事業２２５万７,０００円の減は、

遠隔監視用通信装置更新工事などの入札

減、その下、水道管路整備事業７３２万８,

０００円の減は、水道管路布設替工事な

ど、計６本の工事の入札減によるものでご

ざいます。 

 その下、２目業務設備費の量水器収納筺

設置事業につきましても入札減及び設置個

数の確定による実績の減であります。 

 その下、３目資産購入費の工具器具及び

備品１２万１,０００円の減につきましても

入札減によるものです。 

 以上、御説明申し上げました。よろしく

お願いいたします。 

○議長（大原 昇君） これから、質疑を

行います。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（大原 昇君） 質疑なしと認めま

す。 

 これから、議案第８号令和４年度美幌町

水道事業会計補正予算（第３号）について

を採決します。 

 この採決は、起立によって行います。 

 本案は、原案のとおり決することに賛成

の方は起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（大原 昇君） 起立多数です。 

 したがって、本案は、原案のとおり可決

されました。 

─────────────────── 

◎日程第１６ 議案第９号 

○議長（大原 昇君） 日程第１６ 議案

第９号令和４年度美幌町病院事業会計補正

予算（第５号）についてを議題とします。 

 直ちに提案理由の説明を求めます。 

 病院事務長。 

○病院事務長（但馬憲司君） 議 案 書 の 

１６１ページになります。 

 議案第９号令和４年度美幌町病院事業会

計補正予算（第５号）について御説明を申

し上げます。 

 今回の補正につきましては、年度末の執

行見込みによる予算の整理と新型コロナウ

イルス感染症の検査件数の急増に伴う経費

の補正、ワクチン接種及び入院病床の確保

に対する補助金の補正を、建設改良事業の

執行見込みによる予算の整理と企業債の補

正などを行おうとするものでございます。 

 第１条、令和４年度美幌町の病院事業会

計補正予算（第５号）は、次に定めるとこ

ろによる。 
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 第２条の業務の予定量の補正。 

 主要な建設改良事業の補正につきまして

は、１階冷房機増設工事、診療用医療備品

購入の執行残及び執行見込みにより減額補

正を行うものであります。 

 第３条の収益的収入及び支出の補正につ

きましては、後ほど実施計画書及び説明書

で御説明を申し上げます。 

 次に、１６２、１６３ページを御覧くだ

さい。 

 第４条、資本的収入及び支出の補正につ

きましては、資本的収入額が資本的支出額

に対し不足する額を７,７４８万６,０００

円に改め、過年度分損益勘定留保資金で補

う補正を行うものであります。 

 資本的収入及び支出の補正内容につきま

しては、後ほど実施計画書及び説明書で御

説明を申し上げます。 

 第５条の企業債の補正につきましては、

医療機器更新等事業の対象事業費の確定に

より起債限度額を５８０万円減額し、２,７

３０万円にするものであります。 

 第６条の議会の議決を経なければ流用す

ることのできない経費の補正につきまして

は、今回の人件費の補正により職員給与費

の金額から２,４９７万５,０００円を減額

し、１０億９,４６３万円にするものであり

ます。 

 第７条の他会計からの補助金の補正につ

きましては、一般会計及び国保会計からの

補助金として、対象経費の執行見込み及び

事業補助の採択により、それぞれ記載のと

おり減額及び増額の補正を行うものであり

ます。 

 第８条のたな卸資産購入限度額の補正に

つきましては、薬品費の執行見込みから棚

卸資産の購入限度額を２億３,９８０万円に

改めるものであります。 

 次に、１６４、１６５ページを御覧くだ

さい。 

 収益的収入の補正であります。 

 医業収益、その他医業収益の公衆衛生活

動収益８２０万２,０００円の増は、新型コ

ロナウイルスワクチンの接種実績に伴う接

種料の収入の増額分を補正するものでござ

います。 

 医業外収益、他会計補助金のうち、一般

会計補助金３３２万７,０００円の減額は、

医師等研究研修に要する経費、基礎年金拠

出金負担金、児童手当に要する経費につき

まして、それぞれ対象経費の減により減額

を行うものであります。 

 同じく他会計補助金の国保会計補助金２

３３万６,０００円の増額は、医師確保に要

する経費及び救急患者受入れのための休日

夜間における代替医師の報酬が国保特別調

整交付金の補助採択となったことから、そ

れぞれ増額補正を行うものであります。 

 道補助金、コロナウイルスワクチン接種

体制支援事業補助金５４９万１,０００円の

増は、個別接種促進のための支援金とし

て、ワクチン接種に従事する医師及び看護

師の診療時間外の勤務時間数に給付単価を

乗じた額を計上するものであります。 

 医療・介護・障がい施設等物価高騰対策

支援金１１８万８,０００円は、電気料金高

騰の影響を受けている医療機関等の負担軽

減のため、許可病床数に１万２,０００円の

支給単価を乗じた額が支援金として交付さ

れることから計上を行うものであります。 

 感染症病床確保促進事業費補助金２,３１

２万８,０００円は、新型コロナウイルス感

染症の入院患者受入れのための病床につい

て、北海道の指定を受け、感染拡大時の病

床確保の段階に応じ、入院病床を確保して

きたことから、その病床が使用されない期

間について、１床当たり１日７万１,０００

円の補助金の交付を受けるものでありま

す。国保病院では、昨年９月以降、段階的

に病床を確保しており、昨年１１月１１日

からは、稼働病床３床、休止病床３床の合

計６床分を確保しているものであります。 

 なお、補助対象期間は、本年３月末日と

されておりますが、感染状況や病床の使用
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状況により病床確保の段階が見直され、実

績に応じた補助金が交付される見通しであ

ります。 

 他会計負担金の一般会計負担金５０万円

の増は、公立病院改革プランに要する経費

として、特別交付税の増額により、当該分

を一般会計から繰入れを行うものでありま

す。 

 次に、１６６、１６７ページを御覧くだ

さい。 

 収益的支出の補正であります。 

 医業費用、給与費の給料から法定福利費

までにつきましては、医師、看護師、医療

技術職、会計年度任用職員等の人件費に係

る未執行分の減額補正を行うものでありま

す。 

 材料費の薬品費２,０００万円の増は、新

型コロナウイルス感染症の検査が急拡大し

たことによる抗原定量検査等の薬品費の増

額補正を行うものであります。 

 経費の旅費交通費９万５,０００円の減

は、執行見込みによる減額補正を、委託料

の廃棄物投棄等委託料２４０万円の増は、

新型コロナウイルス感染症の検査及び入院

診療に伴う感染対策として生じる感染性廃

棄物の増による増額補正を行うものであり

ます。 

 研究研修費の謝金、旅費、研究雑費につ

きましては、新型コロナウイルス感染症の

影響などから未執行分となったものについ

て減額補正を行うものであります。 

 次に、１６８、１６９ページを御覧くだ

さい。 

 資本的収入の補正であります。 

 企業債５８０万円の減は、医療機器更新

等事業の対象事業費の確定により減額補正

をするものであります。 

 一般会計負担金２０万４,０００円の減

は、医療提供体制等構築のため実施した１

階冷房機増設工事の執行残分を減額するも

のであります。 

 次に、１７０、１７１ページを御覧くだ

さい。 

 資本的支出の補正であります。 

 工事請負費２０万４,０００円及び有形固

定資産購入費４６万円の減額は、いずれも

入札等の執行残及び執行見込みにより減額

補正をするものでございます。 

 以上、御説明申し上げましたので、よろ

しくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） これから、質疑を

行います。 

 １２番松浦和浩さん。 

○１２番（松浦和浩君） ちょっと、一つ

だけ確認します。 

 １６５ページです。感染症病床確保促進

事業費補助金２,３１２万８,０００円、先

ほど説明を受けたのですけれども、現在、

この病床等について、秋口から現在に至る

まで、この病床を含めてもともとの対応す

るところ、どのぐらいの割合で患者さんが

いたのか、あとは、病院の体制も含めて、

どのように行えたのかが１点。それと、こ

の補助金については、令和５年は実績とい

うことで、当然、まだ国から１００％、お

金が来るという保証がないと思うのですけ

れども、それでよろしいのか。 

○議長（大原 昇君） 病院事務長。 

○病院事務長（但馬憲司君） コロナ関連

の病床確保につきましては、実績としまし

て入院患者数が延べ１９６人、実人数で申

しますと２６人の患者様の治療に当たった

ところでございます。 

 使用した病床につきましては、３階の病

棟の２室をコロナ病床として指定しまし

て、それぞれ３床、３床の合計６床という

形で運用をしてまいりました。 

 当然、専用の病床ではございませんの

で、同じフロアに一般の患者様とコロナ患

者様を同居させるという体制の中で、ゾー

ニング、区分けをして対応してきたところ

でございます。 

 当然、看護師体制も専用にはなりません

ので、それぞれ病室を行き来する看護師が
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存在するということで、そこは、感染対策

を徹底しながら対応に当たってきたところ

でございます。 

 あと、北海道から、病床確保料というこ

とで、今回、歳入について補正をしてござ

いますが、昨年の秋以降、病床を確保し、

そして、患者を受け入れて、その結果、空

床になっていた分です。その分の確保料と

して収入を得るわけでございますが、昨

日、入院の病床確保のレベルがワンランク

下がっておりまして、昨日以降について

は、一定期間をもって終了するという形が

今現在のうちの病院の指定状況になってご

ざいます。 

 そこまでの補助金については、間違いな

く歳入されるということになろうかなと思

いますし、それ以降については、また感染

の状況等を踏まえて進んでいくものと捉え

ておりますが、現状としましては、感染の

拡大が一定程度収まっている状況にござい

ますので、なかなか体制を変えない限りは

補助金については対象になってこないなと

考えているところでございます。 

○議長（大原 昇君） １２番松浦和浩さ

ん。 

○１２番（松浦和浩君） 前回、この部分

が少しでも、若干でも伸びればいいのかな

と。今回、この分も含めて１２月議会で約

８,０００万円の赤字分が３,０００万円ほ

ど縮小されたのでよかったかなと。この予

算がまた続けばいいかなと思ったのですけ

れども、それはまた、次の令和５年の予算

を見たのですが、コロナも含めて、感染対

策の病床の受入れ等がある場合、美幌町の

国保病院として、設備とか、専門の看護師

さんだとか、そういう部分がない中で一生

懸命頑張っていました。今回、コロナ対策

として数名の方を毎日看病したのですけれ

ども、その中で、看護師さん、先生のコロ

ナの感染だとかを十分防げたのかどうかだ

け、これだけお願いします。 

○議長（大原 昇君） 病院事務長。 

○病院事務長（但馬憲司君） コロナ患者

様の受入れにつきましては、あらかじめ感

染が判明している場合もしくは入院されて

から感染が判明する場合、この２通りがご

ざいます。当然、当初から判明しているも

のについては、きちんとした対応ができて

いたかと思いますが、正確な結果が出ない

ままに対応している部分もありますので、

その対応については、やはり感染が一部あ

ったということでございます。そこは、医

療のプロとして、感染が広がらないような

対策を講じながら、拡大を防いできたとい

う経緯がございます。 

 以上でございます。 

○議長（大原 昇君） ほかに質疑はあり

ませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（大原 昇君） これで、質疑を終

わります。 

 これから、議案第９号令和４年度美幌町

病院事業会計補正予算（第５号）について

を採決します。 

 この採決は、起立によって行います。 

 本案は、原案のとおり決することに賛成

の方は起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（大原 昇君） 起立多数です。 

 したがって、本案は、原案のとおり可決

されました。 

─────────────────── 

◎日程第１７ 議案第１０号から 

 日程第２７ 議案第２０号まで 

○議長（大原 昇君） 日程第１７ 議案

第１０号美幌町基金条例の一部を改正する

条例制定についてから日程第２７ 議案第

２０号令和５年度美幌町病院事業会計予算

についてまでの１１件は、いずれも新年度

関係の議案でありますので、この際、一括

議題といたします。 

 暫時休憩します。 

 再開は、１３時５分といたします。 

午後０時２分 休憩 



－ 27 － 

─────────────────── 

午後１時５分 再開 

○議長（大原 昇君） 休憩前に引き続

き、会議を開きます。 

 これから、令和５年度予算編成方針につ

いて、町長の発言を許します。 

 町長。 

○町長（平野浩司君）〔登壇〕 令和５年

度予算編成方針を述べさせていただきま

す。 

 【はじめに】 

 本日ここに、令和５年度の美幌町一般会

計、特別会計及び企業会計予算並びに関連

する議案の御審議をいただく令和５年第２

回美幌町議会定例会におきまして、予算編

成の基本方針と主要な施策について述べさ

せていただきますことに、深く感謝を申し

上げますとともに、町民の皆様、議会議員

の皆様には、御理解と御協力を賜りますよ

うお願い申し上げる次第であります。 

 御承知のとおり、本年は、町民の皆様の

審判を受ける統一地方選挙が執行される年

であり、本町におきましても、町長並びに

議会議員の改選が行われます。 

 したがいまして、令和５年度は骨格予算

とし、特に政策的な予算については、新し

く構成されます議会へ提案し、御審議をい

ただくこととしております。 

 しかしながら、骨格予算といいまして

も、既にその執行が確定しているもの、国

や北海道に関連する事業、制度改正に伴う

事業、さらには、継続事業に加え、町民生

活に影響が及ぶような事業については予算

化し、町政の推進に支障を来すことがない

よう新年度の予算編成に当たったところで

あります。 

 私は、多くの町民の皆様に御支援をいた

だきまして、令和元年５月に町長の職に就

き、町政の執行に当たってまいりました

が、任期の大半は、新型コロナウイルス感

染症対応に奔走することになりました。 

 町民の皆様の命と暮らしを守ることを最

優先に、感染防止対策及び経済対策に全力

を尽くしてまいりましたが、コロナ禍とい

う国難とも言うべき事態に直面しつつも、

町政を前進することができましたのは、ひ

とえに、町民の皆様、議会議員の皆様の御

理解と御協力の賜物であり、この場をお借

りして心から感謝を申し上げます。 

 美幌町は、今年、町制施行１００周年と

いう大きな節目の年を迎えます。 

 大正１２年（１９２３年）からの長い道

のりの中で、先人たちが大火や戦後の混

乱、自然災害など、幾多の困難をたゆまぬ

努力で乗り越え、成長し続けてきたよう

に、私たちも共に手を携えて、一歩ずつ歩

みを進めることにより、活力ある未来を切

り開いていくことがきっとできるはずで

す。 

 新型コロナウイルス感染症の影響に加

え、人口減少や少子高齢化により、厳しい

行財政運営を強いられることが予想されま

すが、厳しい時代だからこそ、果敢に挑戦

していかなければなりません。 

 「ふるさと美幌」を愛する全ての人が力

を合わせ、将来にわたって安心して心豊か

に住み続けていけるよう、次の１００年に

向けて、新たなまちづくりに取り組んでま

いります。 

 【町政運営の基本的な考え方】 

 次に、新年度の町政運営の基本的な考え

方について申し上げます。 

 新型コロナウイルス感染症が国内で初め

て確認されてから３年余り、感染力を高め

ながら変異を続けるウイルスにより、流行

の波が繰り返され、社会や経済は大きな影

響を受け続けています。 

 この間、本町では、国や北海道と連携

し、町民の皆様、事業者の皆様の御協力の

下、感染防止対策及び経済対策に力を注い

でまいりました。 

 引き続き、町民の皆様の命と暮らしを守

るため、事業の継続を支えるための対策を

継続しながら、この先を見据え、町民生活



－ 28 － 

と経済活動の回復に取り組んでまいりま

す。 

 令和５年度は「第６期美幌町総合計画」

基本計画（後期）の１年目となります。町

の将来像である「ひとがつながる、みらい

へつなげる ここにしかないまち びほ

ろ」の実現に向けて、計画に掲げる指標を

達成できるよう、具体的な施策を着実に進

めてまいります。 

 令和２年３月、人口減少や少子高齢化が

進む社会情勢下においても、高い持続性と

自立性を確保していくまちづくりを目指し

て「第２期美幌町まち・ひと・しごと創生

総合戦略」を策定いたしました。 

 美幌町の住みよさや魅力を高める施策を

推進するとともに、本年４月にオープンす

る移住相談拠点施設を中心に、関係人口の

創出と移住促進に取り組むなど、地方創生

に向けた実効性のある取組を進めてまいり

ます。 

 この３月に、令和５年度からの１０年間

の財政見通しを示す「第３次美幌町財政運

営計画」を策定いたします。 

 行政課題が複雑化・多様化する中にあっ

て、最大の効果を最少の経費で上げられる

よう、行政資源を最大限に活用しながら、

計画に沿った財政運営に努めるとともに、

将来にわたって持続可能な行財政基盤の確

立に取り組んでまいります。 

 財政運営において重要な指標となる令和

３年度決算に基づく実質公債費比率は６．

３％と、地方債の発行に国の許可が必要な

基準を下回っておりますので、本町の財政

状況は、おおむね健全な状態にあるものと

受け止めています。 

 しかしながら、公共施設や社会インフラ

の多くが更新時期を迎えていることから、

その整備に当たっては、後年度に及ぼす影

響を考慮し、事業の優先度や重要度を勘案

の上、慎重に判断する必要があります。 

 歳入においては、生産年齢人口の減少に

よる町税収入の伸び悩み、地方交付税の総

額の抑制が想定されることから、ふるさと

寄附金をはじめ、自主財源の確保に努めて

いかなければなりません。 

 歳出においては、社会保障関連経費の増

大が避けられない状況にある中、公共施設

の更新・整備や人口減少問題への対応に加

え、燃料価格や物価の高騰による義務的経

費の増加など、厳しい財政運営が続くこと

も予想されます。 

 人口減少や少子高齢化に加え、長引く新

型コロナウイルス感染症の影響も相まっ

て、本町を取り巻く社会経済環境は、依然

として厳しい状況にありますが、中長期的

な視点に立ち、限られた財源を有効に活用

し、より高い効果を発揮できるよう、必要

な事業を推進するための予算を編成いたし

ました。 

 その結果、一般会計は前年度当初比で

２％増の１１８億８,９２６万９,０００円

に、特別会計と企業会計を合わせた全会計

の総額は５．６％増の２２６億６,４０４万

１,０００円となったところであります。 

 【令和５年度の主要施策】 

 次に「第６期美幌町総合計画」の五つの

基本目標に沿って、新年度の主要施策につ

いて申し上げます。 

 ＜人を創り、地域力を高めるまちづくり

＞ 

 美幌町自治基本条例に基づき、安全安心

で心豊かな生活を送れるよう、町民主体の

自治の実現に努めてまいります。 

 町政への町民参加について、相談体制の

充実及び意見交換の機会充実によりニーズ

を把握するとともに「広報びほろ」やＳＮ

Ｓ、地デジ広報などを活用し、町政情報を

公開することにより、課題の共有に努めて

まいります。 

 また、審議会委員の公募やパブリックコ

メントなど、政策の意思決定過程において

参画できる機会を創出し、町民の皆様とと

もに、協働によるまちづくりを推進してま

いります。 
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 町内には６７の自治会があり、安全安心

なまちづくりを目指し、自主的な活動が展

開されていますが、役員等の担い手の確保

や加入率の低下が課題となっています。 

 自治会組織の継続性と自治会活動の促進

を図るため、活動運営費を助成するほか、

地域コミュニティ活動の拠点となる集会室

の環境整備を図ってまいります。 

 町民団体が、地域の課題解決や活性化に

向けて自ら企画し、主体的に取り組む活動

が進んでいます。 

 びほろの活力共創事業補助金を交付し、

町民が自ら考え、自ら実践する自主的なま

ちづくり活動を支援してまいります。 

 多様化・複雑化する町民ニーズに対応

し、暮らしやすさを高めるには、限られた

経営資源を最大限に活用することが必要と

なります。 

 全ての職員が「信頼される職員」「チャ

レンジする職員」を目指し、自らの研さん

と職場における人材育成に取り組むととも

に、持続可能な行財政基盤の確立に向け、

行財政改革を一層推進してまいります。 

 令和４年度の「ふるさと寄附金」の総額

は４億円を超える見通しにあります。御寄

附をいただいた全国の皆様に、心から感謝

を申し上げます。 

 新年度においては、特設サイトによる情

報発信を強化し、返礼品の内容充実に努め

るなど、リピーターのさらなる増加に取り

組むとともに、企業版ふるさと納税制度に

ついても積極的に活用を推進し、自主財源

の確保に努めてまいります。 

 令和３年１１月に策定した美幌町ＤＸ

（デジタルトランスフォーメーション）推

進計画に基づき、行政機能の強化と、人に

優しいデジタル化に取り組んでいます。 

 情報システムの見直しや業務のデジタル

化を推進するとともに、公金収納における

スマートフォン用決済アプリの導入をはじ

め、行政手続のオンライン化、マイナンバ

ーカードの普及促進を図るなど、将来を見

据えた行政サービス提供に努めてまいりま

す。 

 中心市となる北見市との間で「定住自立

圏形成協定」を締結して４年目を迎えま

す。 

 引き続き、経済圏と生活圏を共有する北

見地域（１市４町）が連携し、互いの独自

性を尊重しながら、行政サービスを安定的

に提供できるよう、相互に役割分担して、

補完し合える関係性を築いてまいります。 

 本年４月、みどりの村休憩施設を改修

し、整備した移住相談拠点施設「ＫＩＴＥ

Ｎ（きてん）」がオープンします。 

 移住相談をはじめ、コミュニティカフェ

やワーキングスペースの利用を通じて、

様々な人が集まり、新たな交流が生まれる

みんなの居場所となるような空間を目指し

ています。 

 運営を委託する事業者と連携の上、都市

から地方への人の流れを加速化し、関係人

口の創出と移住促進の実現に取り組んでま

いります。 

 町有財産については、未利用施設の有効

活用及び除却を計画的に進めています。 

 新年度においては、旧役場別館（東１条

北４丁目）の外壁等の修繕及び設備の一部

改修を行い、今年１０月を目途に、網走農

業改良普及センター美幌支所が移転する予

定です。 

 また、旧ゆうあいセンター（新町１丁

目）を解体し、除却後の跡地を国保病院の

駐車場として利用いたします。 

 昨年１０月に、ニュージーランド・ケン

ブリッジとの友好姉妹都市提携２５周年を

迎えました。 

 教育と文化による交流を基本に、一層の

友好関係を築くために訪問団を派遣いたし

たく、関係者との間で協議を進めてまいり

ます。 

 道路交通法の改正に伴い、自転車乗車用

ヘルメット着用の努力義務が、本年４月、

１３歳以下から全年齢に拡大されます。 
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 自転車による死亡事故の７割を占める頭

部損傷を防ぎ、交通事故発生時の被害軽減

と交通安全意識の醸成を図るため、とりわ

け自転車への乗車機会の多い子供たち（全

ての小中学生）に自転車用ヘルメットを無

償配付いたします。 

 令和４年１月に策定した美幌町地域公共

交通計画に基づき、人口減少と高齢化社会

に対応した持続可能な公共交通システムの

構築に取り組んでいます。 

 新年度においては、デマンド型申込みバ

ス「もーびー」を本格運行へ移行します

が、町民の皆様の足として、安全運行とサ

ービスの充実を図るため、収益性と利便性

のバランスを考えながら、よりよい運行形

態を模索してまいります。 

 厳しい経営状況にあるＪＲ北海道が「単

独では維持することが困難な線区」を公表

して６年余りになります。 

 石北本線の維持存続に向け、町独自に乗

車券の一部助成を行うとともに、沿線自治

体と連携して利用促進を図るなど、持続的

な鉄道網の確立に取り組んでまいります。 

 昨年１２月には、暴風雪の影響で送電線

の鉄塔が倒壊し、紋別市を中心に大規模な

停電が発生しています。 

 日常生活に大きな影響を与える災害は、

いつ、どこで発生するか、予測することは

難しく、日頃からの備えが何よりも大事に

なります。 

 引き続き、避難所に必要な備蓄品を充実

するとともに、防災訓練を実施するなど、

防災意識の向上と防災体制の強化に努めて

まいります。 

 また、高齢者や障がい者など、災害時に

自ら避難することが困難な方（避難行動要

支援者）については、関係機関と連携して

個別避難計画の作成を進めるなど、町民の

生命と生活を守るため、安心して暮らせる

まちづくりを推進いたします。 

 近年、多様化・高度化する災害や高齢化

の進展に伴う救急件数の増加など、消防や

救急を取り巻く環境は大きく変化していま

す。 

 常備消防体制の充実と地域防災の中核を

担う消防団員の確保に努め、総合的な消防

力の向上を図ってまいります。 

 また、救急活動に必要な資機材の確保と

普通救命講習の推進に努めるなど、救急体

制の充実に取り組んでまいります。 

 本年３月、美幌に駐屯する第６普通科連

隊は即応機動連隊へ改編されますが、高い

機動力と即応性を備える即応機動連隊は、

災害等で全国に機動展開する部隊となりま

す。 

 隊員及び御家族のサポートが今まで以上

に必要となりますので、関係者が連携して

側面からの支援に努めるとともに、美幌駐

屯部隊のさらなる充実と強化を求めてまい

ります。 

 ＜自然の美しさやくらしの安心を、みん

なで護りあうまちづくり＞ 

 美幌の未来を担う子供たちを社会全体で

支えるため、妊娠から出産、子育てまでの

切れ目のない支援を行うことにより、子供

を産み育てやすい環境づくりを進める必要

があります。 

 妊婦健診時の交通費や不妊治療費を助成

し、子供を産もうとする世代や妊産婦の経

済的支援に取り組むとともに、産後健診・

産後ケア事業を拡充するなど、出産に対す

る支援の充実に取り組んでまいります。 

 また、国の交付金を活用して出産・子育

て応援支援金を支給するとともに、子育て

世代包括支援センター「はぐのんの」を中

心に、子育て世代の実情やニーズに合った

妊娠、出産、子育てに関する相談支援を行

い、安心して出産や子育てを行える環境づ

くりに努めるほか、新婚世帯の経済的な負

担を軽減するため、結婚新生活支援事業補

助制度を拡充するなど、少子化対策を強化

いたします。 

 児童福祉については、保育士の処遇改善

を図るため、国は、認可保育所で働く保育
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士の収入を引き上げる措置を講じています

が、認可外保育所はその対象から除かれて

います。 

 このため、町単独の補助制度を継続し、

町内の保育サービスの充実に努めてまいり

ます。 

 また、子育て世代の多様なニーズに合わ

せて、一時預かりや障がい児保育、民間保

育所によるゼロ歳児保育など、必要なサー

ビスを利用できる環境を確保いたします。 

 年代を問わず、一人一人が健康を保ち、

高めていくため、保健福祉総合センター

「しゃきっとプラザ」を拠点に、各種健診

や相談・指導などを通じて、疾病の予防、

早期発見、早期治療に努めています。 

 楽しく健康づくりにチャレンジする「美

幌町健康マイレージ」を推進し、町民の健

康寿命の延伸を目指してまいります。 

 美幌町立国民健康保険病院は、町内唯一

の一般病床を有する医療機関として、１

次・２次医療を提供するとともに、救急告

示病院としての機能と役割を担っていま

す。 

 現在、常勤医師７名で診療に当たってい

ますが、本年４月に内科医１名を採用し、

新年度は常勤医師８名による診療を予定し

ています。 

 町民の命と健康を守り、町民が求める医

療ニーズに応えるためにも、医療従事者の

確保に引き続き最大限の努力を重ねてまい

ります。 

 患者数は徐々に回復していますが、新型

コロナウイルス感染症の影響による入院収

益の減少が見込まれる状況にあるため、一

層の収益確保対策、業務の効率化と経費節

減による経営改善が求められています。 

 今後も、新興感染症の発生時の対応も視

野に入れながら、町民が安心して医療を受

けられるよう、持続可能な地域医療提供体

制の確保に努めてまいります。 

 住み慣れた地域で安心して生活できる社

会の実現に向けて、関係者が適切な役割分

担の下、連携・協力して福祉サービスの充

実と助け合いの基盤づくりを進める必要が

あります。 

 社会福祉協議会によるボランティア事業

「ささえ手くらぶ」の活動を後押しできる

ように、ボランティアポイント事業を継続

して支援してまいります。 

 高齢者の社会参加や助け合い、居場所づ

くりに取り組む住民団体の活動も広がって

います。 

 介護予防活動支援事業補助金を交付し、

介護予防につながる地域の活動を支援する

とともに、ヘルスリーダーによるフレイル

予防事業を実施するなど、町民の健康寿命

を延ばすための取組を進めてまいります。 

 新型コロナウイルス感染症対応では、感

染リスクの高い高齢者の暮らしを守るた

め、介護従事者の皆様が担われている役割

の大切さを改めて認識しました。 

 介護サービスの担い手を確保するため、

住宅準備補助金の対象者を拡充するほか、

新たに就業支援補助金を創設し、介護人材

の確保と定着に取り組んでまいります。 

 本年４月、町内（西１条南２丁目）に小

規模多機能型居宅介護施設がオープンいた

します。 

 要介護者となっても、利用者が可能な限

り在宅での生活を継続できるように、施設

を運営する事業者の取組を側面から支援し

てまいります。 

 障がいのある人も地域の一員として共に

生きる社会を目指すには、地域全体で支え

る障がい福祉サービスの提供体制を構築し

なければなりません。 

 新年度においては、第７期障がい福祉計

画・第３期障がい児福祉計画の策定に向け

て、必要なサービスのニーズを把握するた

めのアンケート調査を行うとともに、障が

い福祉団体の活動拠点「ゆうあいセンタ

ー」を中心に「誰もが安心して暮らせる人

にやさしいまち」の実現に取り組んでまい

ります。 
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 本町における温室効果ガスの排出量と吸

収量を２０５０年までに均衡させる「ゼロ

カーボンシティ」の実現を目指すことを昨

年３月に宣言いたしました。 

 新年度においては、再生可能エネルギー

導入戦略検討委員会を立ち上げ、新たに地

球温暖化防止実行計画（区域施策編）の策

定に向けた基礎調査を進めるほか、公用車

の電気自動車の追加導入や公共施設の照明

ＬＥＤ化など、温室効果ガスの排出量削減

につながる取組を進めてまいります。 

 第Ⅲ期埋立処分場は、令和９年３月まで

の使用を予定しておりましたが、ごみ埋立

量の増加によって使用期間は早まる見通し

にあります。 

 このため、令和８年１０月の供用開始を

目指し、次期埋立処分場整備に係る実施設

計を進めるとともに、可燃ごみの中間処理

を行うため、斜網地区（１市４町）による

広域焼却施設の整備に向けて、関係者との

協議を重ねてまいります。 

 町民の皆様には、埋立処分場の延命化を

図るためにも、ごみ分別の徹底とリサイク

ルの推進、排出マナーの向上に御協力をい

ただきますよう、お願い申し上げます。 

 ＜まちの資源や持ち味を、活力に換えて

いくまちづくり＞ 

 標高５２５メートル、眼下に日本最大の

カルデラ湖・屈斜路湖が広がる「美幌峠」

には、多くの観光客が訪れています。 

 昨年４月にリニューアルオープンした道

の駅「ぐるっとパノラマ美幌峠」の魅力化

を図るとともに、観光客をまちなかへ誘導

するため、２階に展示スペースを設けるほ

か、情報発信力を高めるなど、展望休憩室

の再整備に取り組んでまいります。 

 昨年は、阿寒摩周国立公園（釧路市・弟

子屈町・足寄町・美幌町）がゼロカーボン

パークに登録されました。 

 国立公園満喫プロジェクトの取組とし

て、ひがし北海道３空港を結ぶトレイルネ

ットワークの構築、ゼロカーボン観光の推

進など、関係自治体と連携の上、自然環境

に配慮した脱炭素な取組を進めてまいりま

す。 

 屈斜路湖や斜里岳、知床連山を眺め歩く

絶景は、滞在型の観光資源となる可能性を

秘めています。 

 美幌地区３町広域観光協議会による「屈

斜路カルデラ外輪山トレイルルート」の整

備を目指し、関係者との協議を重ねるとと

もに、モニターツアーを実施するなど、藻

琴山・美幌峠・津別峠を活用した広域観光

を推進いたします。 

 環境意識の高い観光客に人気のサイクリ

ングツアーは、自然豊かな本町にとって魅

力的な観光メニューの一つです。 

 取組主体となる美幌観光物産協会の事業

費を補助し、古梅地区を拠点にサイクリン

グツアーを企画するほか、登山やツリーイ

ングのガイドを育成するなど、自然豊かな

環境を生かした体験型観光の定着に努めて

まいります。 

 交流促進センター「峠の湯びほろ」は、

町民の憩いの場として多くの方に御利用い

ただいています。 

 昨年は、福祉風呂に入浴介助用の電動リ

フトを設置いたしましたが、新年度におい

ては、脱衣室ロッカーの更新や浴室シャワ

ーの交換など、引き続き、快適に御利用い

ただける環境づくりに取り組んでまいりま

す。 

 みどりの村森林公園は、豊かな自然と触

れ合える空間として、親子連れを中心に人

気の高い施設です。 

 開設から３０年以上を経過しており、老

朽化が進んでいることから、利用者の安全

確保に努めるとともに、施設の改修や再整

備に向けた検討を進めてまいります。 

 肥沃な大地が広がる美幌町は、畑作を中

心に農業を基幹産業として発展を遂げてき

ましたが、農家戸数の減少や担い手不足に

加え、生産性の向上やクリーン農業への対

応など、農業経営の改善と強化を図るため
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の対策が課題となっています。 

 新年度においては、農業の担い手の確

保、環境保全型農業の支援に取り組むほ

か、農作物原採種圃設置事業や乳用牛振興

事業を拡充するなど、安全安心な農作物の

生産と酪農・畜産経営の体質強化に取り組

んでまいります。 

 みらい農業センターでは、高い収益性を

期待できる新規作物や新たな栽培技術の実

証試験、占有農場を活用した青空講習会や

農業講座の開催など、様々な取組を行って

います。 

 アスパラ伏せ込み栽培の技術指導や農村

ツーリズムの推進など、美幌農業の魅力発

信と新たな農業収益策の確立を目指し、事

業を展開してまいります。 

 平成２９年度に事業着手した国営かんが

い排水事業（網走川中央地区）は、令和３

年に貯留施設が完成し、現在は揚水機場の

建設が進んでいます。 

 干ばつ被害を防ぎ、農業の生産性と品質

の向上を図るためにも、早期の通水開始に

向けて事業を推進してまいります。 

 また、道営土地改良事業（豊高第２地

区・田中第２地区・中央美和地区・中央野

崎地区）に取り組むとともに、国営かんが

い排水事業で造成された水利施設の維持管

理を行うなど、農業生産基盤の整備を進め

てまいります。 

 有害鳥獣による農作物の被害は増加傾向

にあり、特にエゾシカによる食害が問題と

なっています。 

 鳥獣被害対策実施隊によりエゾシカの駆

除を継続実施するとともに、猟友会の協力

の下、ヒグマ出没時の出動体制を強化する

など、鳥獣被害の防止に取り組んでまいり

ます。 

 森林の公益的機能の発揮や資源としての

価値を高めるには、計画的な森林管理と環

境に配慮した木材・木製品の付加価値に取

り組む必要があります。 

 国際認証であるＦＳＣ森林認証の普及促

進を図るとともに、町産材の活用促進や木

製品のブランド化、企業の森づくりによる

カーボンオフセットを推進し、貴重な森林

資源を守り育てる取組を進めてまいりま

す。 

 また、林業の成長産業化と森林資源の適

切な管理・保全を図るため、森林環境譲与

税を活用し、林業従事者の就業支援や小型

機械の購入費用を助成するなど、担い手の

確保と森林経営の安定化に取り組んでまい

ります。 

 本町の商業は、近隣市への購買客流出や

町内における大型店舗の進出、人口減少な

どにより、既存商店の経営環境が厳しさを

増している状況にあります。 

 商工会議所や連合商店会と連携し、消費

拡大につながるプレミアム商品券の発行や

商店街イベントを開催するとともに、店舗

リフォーム費用を助成するなど、町民の生

活を支える商業の振興を推進してまいりま

す。 

 さらに、果敢に挑戦する方を応援するた

め、起業家支援事業に取り組むほか、びほ

ろブランド認証制度と連携し、地域資源を

活用した特産品開発を支援するなど、商業

活動の促進に努めてまいります。 

 新型コロナウイルス感染症による影響の

長期化や物価高など、多くの中小企業が厳

しい経営状況にある中、中小企業融資利子

補給等補助金について、運転資金の融資期

間を現行の７年以内から最長１０年以内へ

拡充し、事業継続を支援してまいります。 

 工業においては、基幹産業である農業に

関連した食品加工業を中心に、産業の振興

と雇用機会の創出が図られています。 

 美幌町企業立地促進条例に基づき、町内

に工場等を新設または増設する事業者に助

成措置を講じるなど、本町の優位性を生か

した企業誘致活動と地元企業の育成に努め

てまいります。 

 労働者の福祉増進と生活の安定を図るた

め、労働者が働きやすい環境を整える必要
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があります。 

 就労機会の提供と通年雇用化を柱に、季

節労働者の雇用対策を進めてまいります。 

 特殊詐欺の手口は多様化・巧妙化してお

り、消費者トラブルも複雑化しています。

加えて、昨年４月の成年年齢の引下げによ

り、若年層に目をつけた詐欺の発生も懸念

されています。 

 美幌消費者協会の協力の下、消費生活相

談の充実と消費生活問題の未然防止に努め

てまいります。 

 ＜住みやすく、人が集まる基盤をつくる

まちづくり＞ 

 本町は、比較的コンパクトに市街地が形

成されていますが、近年は空き家や空き地

も目立つようになり、都市機能のスポンジ

化が進んでいます。 

 人口減少下においては、都市機能の集約

と居住を誘導すべき区域を設けるなど、誰

もが暮らしやすい「コンパクトなまちづく

り」を実現する必要があります。 

 昨年実施した町民アンケートの結果を踏

まえ、都市計画マスタープランの見直し、

立地適正化計画の策定に向けた作業を進め

てまいります。 

 北海道横断自動車道網走線（端野高野道

路）は、平成３１年に事業化され、令和４

年から高野地区においても工事が始まって

います。 

 高規格道路は、物流の効率化や観光振

興、救急搬送時の速達性と安全性の向上、

災害時の緊急輸送など、地域にとって必要

不可欠な社会インフラであります。 

 北海道横断自動車道北見・網走間建設促

進期成会による中央要望をはじめ、あらゆ

る機会を通じて、国や北海道に整備促進を

強く働きかけてまいります。 

 町道については、交通の利便性や安全性

の向上を図るため、緊急性や必要性を勘案

しながら、計画的な整備に努めてまいりま

す。 

 新年度においては、国の交付金を活用し

て、第１１２号道路（新町）の整備、稲美

旭橋の補修工事、第６０号橋（都橋）の補

修に向けた実施設計を行うほか、町道４路

線の道路・歩道の整備を進めるなど、車両

及び歩行者が安全に通行できるよう、道路

網の整備と道路環境の維持に取り組みま

す。 

 除排雪体制の充実を求める方は多く、重

要度の高い行政サービスと認識していま

す。町道の除雪延長は、市街地区が１１３

キロ、郊外地区が２６６キロ、合わせて３

７９キロに及びますが、民間事業者と農村

地区除雪組合の御協力の下、引き続き、早

期の通行確保に努めてまいります。 

 また、町が保有する除雪ダンプ１台を更

新し、町民生活や経済活動に支障を来すこ

とがないよう、安定した除雪体制を確保す

るとともに、自治会「たすけあいチーム」

へ貸与する除雪機を増台し、間口置き雪対

策を強化いたします。 

 本町では、台風や大雨の影響により美幌

川が増水し、市街地北部において住宅の浸

水被害が度々発生しています。 

 排水ポンプや発電機を配備し、樋門の管

理体制を強化する一方で、自然災害を未然

に防ぐため、河川管理者である国や北海道

と連携して治水対策に取り組んでまいりま

す。 

 町が管理する普通河川については、緊急

浚渫推進事業債を活用して河道及び沈砂池

のしゅんせつを年次的に進め、河川環境の

整備と保全に努めてまいります。 

 町内には、せせらぎ公園をはじめ、町民

の憩いの場として親しまれている都市計画

決定公園が２３か所あり、１人当たりの公

園面積は全道平均を大きく上回っていま

す。 

 供用開始から年数を経過し、施設や遊具

の老朽化が進んでいることから、安全基準

に沿って計画的な修繕・更新に取り組むと

ともに、適切な維持管理に努め、安心して

御利用いただける環境を整えてまいりま
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す。 

 平成２３年度に開始した住宅リフォーム

促進補助事業は、これまでの１２年間に１,

４００件余りの申請があり、工事費の総額

は３３億円を超えるなど、居住環境の整備

と地域経済の活性化に大きな効果が現れて

います。 

 新年度においては、制度の再利用を可能

にするほか、工事費の下限額の引下げや、

補助対象工事を拡充するなど、より利用し

やすい制度へ事業内容を見直し、事業効果

をさらに高めてまいります。 

 本町には、１６団地・７７棟・７９５戸

の公営住宅があり、住宅セーフティネット

の機能を保持するために適切な維持管理に

努めていますが、耐用年限を迎える住戸も

多いことから、建て替えや改善を年次的に

進めていく必要があります。 

 新年度は、仲町団地の建て替えに先立

ち、現入居者の仮居住先として建設する旭

団地７号棟（３０戸）の実施設計を進める

とともに、南団地（６号棟から１０号棟）

の共同階段に手すりを設置するなど、入居

者の安全性の確保と公営住宅の長寿命化に

取り組んでまいります。 

 一定の要件を満たした空き家（不良住

宅）の除却補助制度を創設して２年を経過

しますが、事業効果を高めるために、補助

要件の一部を見直しいたします。 

 専用住宅に加えて兼用住宅を補助対象と

し、不良住宅の判定要件を緩和するなど、

補助対象の範囲を拡充することにより、増

加傾向にある空き家の解消を積極的に進め

てまいります。 

 また、空き家を活用した移住体験住宅整

備事業補助金については、補助対象者を町

内の個人または法人に限定しておりました

が、町外も対象とすることで、空き家の有

効活用と交流人口の拡大を図ってまいりま

す。 

 昭和５６年１０月に供用を開始した下水

道事業は、人口減少による使用料収入の減

少、施設や設備の更新に伴う投資の増大な

ど、経営基盤の強化を図る必要がありま

す。 

 新年度においては、終末処理場の中央監

視設備及び汚泥処理施設、下水道管渠の更

新に取り組むとともに、新たに地方公営企

業法を適用し、公共用水域の水質保全と長

期的に安定した事業経営の推進に努めてま

いります。 

 下水道計画区域外においては、個別浄化

槽を設置して水洗化を図る個別排水処理事

業を実施しています。 

 下水道事業と同様に、新たに地方公営企

業法を適用し、衛生的な住環境の維持と安

定した下水道サービスの提供を推進してま

いります。 

 水道事業は、給水人口の減少に伴う給水

収益の確保と老朽化した水道施設の計画的

な更新が課題であります。 

 日々の生活に欠かせない重要なライフラ

インとして、災害時においても必要最低限

の水の供給が可能となるように、日並浄水

場の耐震補強工事、基幹管路（送水管）の

更新工事、老朽化した配水管の更新など、

水道水の安定的な供給と経営基盤の強化に

取り組んでまいります。 

 水道未普及地区世帯については、水質検

査費用や家庭用浄水器の設置費用を助成す

るほか、新たに飲用井戸の整備費用補助制

度を創設し、飲用水の安全対策を推進いた

します。 

 ＜夢を育む体験！あたたかい人をつくる

まちづくり＞ 

 学校教育においては「確かな学力を身に

つけること」「豊かな心を育むこと」「健

やかな体を養うこと」を柱に、学校・家

庭・地域がそれぞれの役割を認識し、連

携・協力しながら調和の取れた教育環境づ

くりを進める必要があります。 

 就学時に少人数指導を行うことで生活習

慣と学習規律を身につけられるように、町

費による臨時教員を配置し、小学校第１学
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年において３０人以下学級を継続して実践

いたします。 

 指導主事を２名体制に強化し、教員の指

導力の向上と授業改善を推し進めるととも

に、タブレット端末を活用した授業展開を

はじめ、電子黒板を小中学校の全ての学級

に配備するなど、ＩＣＴ教育の学習環境を

整えてまいります。 

 読書活動の充実を図るため、学校図書館

の機能充実に取り組むとともに、特別支援

教育支援員を増員し、保護者のニーズや児

童生徒の特性に応じた教育を推進いたしま

す。 

 少子化による影響で児童生徒数は減少傾

向にあり、小学校においては１学級となる

学年も増えている状況にあります。 

 このため、学級運営上の課題を整理し、

教育環境の向上及び持続的な学校運営を目

指して、少子化を見据えた小中一貫教育推

進ビジョンの策定を進めてまいります。 

 学校給食においては、子育て世代の負担

軽減を図るため、多子世帯（第３子以降）

における給食費の無償化を継続して実施い

たします。 

 また、美幌産の農産物と特産物を学校給

食で提供し、町産食材のおいしさを伝える

ことで、食育及び地産地消の推進に取り組

んでまいります。 

 美幌高等学校は、農業科２間口が再編さ

れ、令和５年度から未来農業科１間口とな

ります。普通科（２間口）も定員割れが続

いていることから、生徒募集と高校の魅力

化に向けた取組を強化する必要がありま

す。 

 新年度においては、模擬試験及び検定試

験費用の補助、農業科実習服の支給、部活

動強化支援策を講じるなど、間口確保に向

けて、美幌高等学校教育振興対策協議会と

連携の上、オール美幌体制により、教育環

境の充実と入学者の確保に努めてまいりま

す。 

 町民の学びや活動を支えるには、町民会

館、図書館及び博物館などの社会教育施設

を中心に「いつでも、どこでも、だれで

も」学習できる環境整備に努める必要があ

ります。 

 第８次美幌町社会教育中期計画の基本目

標を実現するため、全ての世代が幅広く生

涯学習の機会に触れることができるよう

に、施設の維持管理と事業内容の充実を図

ります。 

 また、札幌大学との地域連携事業や多文

化共生推進事業に取り組むなど、関係人口

の拡大と生涯学習の推進に努めてまいりま

す。 

 文化活動の拠点となる町民会館「びほー

る」では、町民の皆様の心に感動や安らぎ

をもたらす芸術や文化の鑑賞機会を提供す

るほか、文化団体やサークル活動の発表の

場として、町民の文化的な活動を推進して

まいります。 

 また、芸術文化活動において高い技術と

感性を有する青少年を対象に、全国大会等

の出場経費を助成する「未来のアーティス

ト応援事業」により、本町の文化振興を担

う人材の育成に取り組みます。 

 博物館においては、より親しみやすく、

利用しやすい形態を目指し、第１展示室の

展示更新を行うほか、保存する資料を活用

した特別展、企画展及びロビー展を開催

し、町民の学習意欲を高めるための役割を

果たしてまいります。 

 また、学校教育と連携した体験学習や博

物館講座などの主催事業を積極的に推進

し、児童生徒の知的好奇心の向上に取り組

んでまいります。 

 建設から４４年を経過する図書館は、施

設の老朽化と狭隘化、駐車場不足などの課

題を抱えています。 

 新図書館の整備に向け、昨年３月に基本

構想を策定しましたが、建設場所や財源確

保などの課題があることから、事業の実施

時期を先送りし、慎重に検討を重ねてまい

ります。 



－ 37 － 

 なお、新年度においては、紫外線を照射

して除菌する図書消毒機を導入するなど、

安心して利用できる環境づくりに取り組ん

でまいります。 

 あわせて、子ども未来絵本０３６事業を

通じて、本に親しむ機会を創出するほか、

学校図書館の充実を図るため、図書館司書

が巡回する回数を増やすなど、子供たちの

読書習慣の推進に努めてまいります。 

 スポーツは、明るく豊かで活力に満ちた

地域社会の形成や心身の健全な発達に必要

不可欠であり、スポーツに親しむ環境づく

りが求められています。 

 新年度においては、トレーニングセンタ

ー耐震改修に向けた実施設計、町営球場夜

間照明のＬＥＤ化、リリー山スキー場のリ

フト電動機の更新など、老朽化した施設や

設備の長寿命化に取り組んでまいります。 

 また、本町が目指すべきスポーツ振興の

方向性を明確にすべく、美幌町スポーツ推

進計画を策定するとともに、夢に向かって

努力する子供たちを応援する「未来のアス

リート応援事業」を通じて、トップレベル

の選手として活躍できる人材の育成に取り

組んでまいります。 

 【むすびに】 

 以上、予算編成の基本方針と令和５年度

の主要施策について申し上げました。 

 美幌町自治基本条例の前文には、１００

周年を迎える美幌町が、今後、歩みを進め

るべき道筋が示されています。 

 「私たちは、先人が守ってきた自然環

境、築いてきた歴史や文化、そして、町民

憲章にいう『ながい開拓の歴史と、輝かし

い産業の町を誇りとして、おたがいのしあ

わせをねがい、ゆたかな明るい町』をつく

り、これらを次の世代に引き継ぐ責任があ

ります」 

 まちづくりにおいては、１００歳はまだ

まだ成長期です。 

 これまでの１００年の経験を生かし、未

来へと紡いでいくとともに、活気に満ち

て、笑顔あふれる、誰もが住みたい、住み

続けたいと思える「ふるさと美幌」を目指

して、今できる最善の努力を重ねながら、

一歩一歩、丁寧かつ確実な町政運営に努め

てまいります。 

 次の１００年へ。 

 町民の皆様、議会議員の皆様には、引き

続き御支援と御協力を賜りますよう、心か

らお願い申し上げまして、令和５年度の予

算編成方針といたします。 

○議長（大原 昇君） 暫時休憩します。 

 再開は、１４時１５分といたします。 

午後２時 ７分 休憩 

─────────────────── 

午後２時１４分 再開 

○議長（大原 昇君） 休憩前に引き続

き、会議を開きます。 

 引き続き、令和５年度教育行政執行方針

について、教育長の発言を許します。 

 教育長。 

○教育長（矢萩 浩君）〔登壇〕 令和５

年度教育行政執行方針を述べさせていただ

きます。 

 【はじめに】 

 令和５年度予算の御審議をいただく美幌

町議会定例会におきまして、教育行政に関

する執行方針を申し上げ、町民の皆様並び

に議員各位の御理解と御協力を賜り、学校

教育と社会教育を両輪として、必要な能力

や資質を育む教育施策を着実に推進してま

いります。 

 我が国では、人口減少・少子高齢化の進

行や産業構造の変化、ＩＣＴ・グローバル

化の進展などにより、人々の価値観やコロ

ナ禍による生活様式と働き方が大きくさま

変わりしており、これまでの知識や経験だ

けでは正解を見いだすことが難しい時代と

なっております。 

 社会の在り方そのものが従来とは劇的に

変化し、先行きが不透明で予測が困難な状

況の中、教育行政の果たす役割はますます

重要となっております。このような時代に
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あっても、子供たちが未来を切り開いてい

く力を育み、町民一人一人が健康で心豊か

な人生を送ることができ、生きがいを感じ

られる学びの実現は、教育行政の使命でも

あります。 

 今年度におきましても、教育関係者の皆

様と共に「美幌町教育大綱」を共有し、明

確な教育行政執行の方向性を示す中で、多

くの皆様から御意見を賜りながら「顔の見

える教育委員会」として本町の教育行政に

全力を挙げて取り組んでまいります。 

 【教育行政に臨む基本的な考え方】 

 令和５年度の教育行政の執行に当たり

「第６期美幌町総合計画」を柱に「美幌町

教育大綱」並びに「第８次美幌町社会教育

中期計画」の取組を進めるとともに、総合

教育会議における町長との協議を踏まえた

町行政との連携を図りながら、美幌町の教

育の基本である「美幌町教育目標」の実現

を目指し、家庭・学校・地域・関係機関と

の連携を一層強化し、次の重点施策に取り

組んでまいります。 

 また、依然として新型コロナウイルス感

染症の影響は様々にありますが、子供たち

並びに施設利用者の安全を第一に、創意と

工夫により学びを止めない教育活動の推進

に努めてまいります。 

 【重点施策の展開】 

 ≪幼児、学校教育の充実≫ 

 新型コロナウイルス感染症が流行してか

ら３年が経過し、ワクチン接種も進む中に

おいて、今もなお収束の目途は立っておら

ず、学校・学級運営にも制約のある状況が

続いております。このような中、各学校で

は、新学習指導要領を着実に実行すべく、

様々な工夫により、児童生徒の学びを止め

ない活動を続けております。 

 教育委員会としましては、全ての児童生

徒が知・徳・体のバランスの取れた生きる

力の育成を目指して、自分のよさや可能性

を認識し、多様な人々と協働して、様々な

社会的変化を乗り越えながら、豊かな人生

を切り開き、未来の持続可能な社会の創り

手となり得るよう、その資質・能力を育成

するため、保護者・地域・学校と連携して

各種施策に取り組んでまいります。 

 ＜ＳＤＧｓ・ＥＳＤの推進＞ 

 ２０１５年９月に国連で採択された持続

可能な開発目標（ＳＤＧｓ）と、この考え

方を子供たちに知ってもらい、持続可能な

社会づくりの担い手を育てる教育（ＥＳ

Ｄ）の推進は、新たな北海道教育推進計画

の施策にも盛り込まれております。 

 現代の社会問題に対して向き合い、未来

を生きていく子供たちのため、持続可能な

社会の作り手を育む主体的・対話的で深い

学びの実現や、多様性を尊重した共生社会

の実現に向け、ＳＤＧｓやＥＳＤの理念を

踏まえた学校経営に取り組んでまいりま

す。 

 ＜幼児教育関係機関との連携＞ 

 幼児期は、子供の心身の発達や生涯にわ

たる人間形成の根幹をなす重要な時期であ

り、人間として生きる力を身につけられる

基礎固めをする役割を担っております。 

 幼児期と小学校の円滑な接続は重要であ

るため、要保護児童対策地域協議会をはじ

め、子ども発達支援センターや保育園、認

定こども園などの関係機関と幼（保）・小

の接続が円滑になるよう努めてまいりま

す。 

 ＜学校教育の推進＞ 

 確かな学力の向上。 

 算数科、国語科の充実強化。 

 確かな学力向上のため、チーム・ティー

チングや習熟度別指導を行い、北海道教育

委員会のチャレンジテストやＮＲＴ（全国

標準学力検査）、全国学力・学習状況調査

を活用し、結果を分析して授業改善に役立

てるなど、基礎的・基本的な知識や学習内

容が身につくよう取組を進めております。 

 主に、小学校の算数科と国語科において

は、低・中学年を中心に、きめ細やかな指

導のため、教育支援員を継続配置し、全学
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年において確かな学力の定着に取り組んで

まいります。このほか、包括的連携協定を

締結している北見工業大学の協力による学

習サポート事業については、小中学校の長

期休業中を利用し、継続実施いたします。 

 また、児童が日常的に学習できる環境を

提供するため、退職教員による「放課後学

習サポート」事業も継続して実施するほ

か、家庭学習の習慣づくりのため、小中学

校が連携した「家庭学習の手引き」と「生

活リズムチェックシート」の活用を広く呼

びかけて、学校の学びと家庭の学びの連携

を強化いたします。 

 ＩＣＴ教育の推進。 

 ＧＩＧＡスクール構想により、タブレッ

ト端末を導入してから２年が経過します

が、学力向上に向けたＩＣＴの効果的な活

用を検討するため設置しました美幌町ＩＣ

Ｔ教育推進委員会での取組や、教職員の知

識と指導能力の向上により、授業や家庭で

の活用が進んでいる状況にあります。昨年

度、ＩＣＴ教育を推進するために導入した

電子黒板は、各学年に１台を整備して授業

の幅に広がりが見られたことから、今年度

は小中学校の全学級に導入してさらなる学

習環境の整備・充実を図ってまいります。 

 多様な子供たちがこれからの情報化社会

を生き抜くため「個別最適な学び」と「協

働的な学び」をともに実現し、全ての子供

たちの可能性を引き出し、新たな時代に求

められる創造力や情報活用能力の育成と教

育の質を高めるために「ＩＣＴをいかに活

用していくか」という転換した考えの下

に、ＩＣＴ環境の円滑な運用と機器の効果

的な活用を図ってまいります。 

 小学校少人数学級の推進。 

 きめ細やかな教育のため、小学校の３５

人以下学級については、国や北海道の少人

数学級事業の動向を見据えながら、引き続

き、町費による臨時教員の配置を継続し

て、小学校１年生を対象に３０人以下学級

を実践し、児童一人一人の理解度や興味・

関心を踏まえた学習指導体制を整備してま

いります。 

 語学教育の充実。 

 新学習指導要領の下で、小学校３・４学

年は「外国語活動」、５・６学年は教科と

しての「外国語」が実施されております。

今年度も、小学校３校の連携により、外国

語専科教員による巡回指導の継続・充実を

図り、全小学校に設置しておりますイング

リッシュルームの活用と、２名の語学指導

助手（ＡＬＴ）のサポート体制により、一

層の語学教育の充実に努めてまいります。 

 次世代を担う子供たちの国際理解教育推

進のため、美幌町教育の特徴である語学教

育の充実を図りながら、高等学校卒業まで

に外国語でコミュニケーションが取れるこ

とを目指して「聞く・読む・話す・書く」

の力を総合的に育んでまいります。 

 小中一貫教育の推進とビジョンの策定。 

 令和３年１月、中央教育審議会答申で示

された小学校と中学校の９年間を一貫して

体系的・継続的に行うことにより、学力向

上をはじめ、子供たちの社会性・自己意識

の育成など、教育効果・教育環境の向上が

期待される小中一貫教育においては、引き

続き調査研究を行い、今後の美幌町教育の

羅針盤とも言える小中一貫教育推進ビジョ

ンの策定を目指すとともに、小中で連携し

た事業に取り組むほか、小中一貫教育推進

講演会を開催するなど、教育関係者のみな

らず、地域の皆様の理解を深めるための取

組を進めてまいります。 

 あわせて、小中学校における教員の相互

交流や学校種間の連携、進路指導を見据え

た特別支援教育における小中の接続を強化

するとともに、近年の少子化傾向を踏ま

え、今後の児童生徒数の減少に対応した町

立学校の最適化に向けた検討を引き続き進

めてまいります。 

 授業改善の充実。 

 学習規律のさらなる定着。 

 授業の効率化、学力向上のために必要と
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なる学習規律は、小中学校の学習規律を集

約し、策定した「美幌町学習規律スタンダ

ード」を基に、各学校とも教育推進の重点

事項として作成し、成果が現れておりま

す。引き続き、学習規律のさらなる定着を

図るため、校内一丸となった、より具体的

な取組を進めてまいります。 

 授業改善の推進。 

 児童生徒一人一人の新しい時代に必要と

なる資質・能力の育成と、学びに向かう力

や人間性の涵養のため、指導方法や指導体

制の工夫改善が必要であります。 

 これまでの個の理解度に合わせた習熟度

別指導や、オホーツク管内全体の学校が学

習環境の充実や授業改善のため、主体的に

取り組んでいる「オールオホーツクで学力

向上を！ロードマップ」の実践を引き続き

生かし、昨年度に設置した学力向上推進会

議での取組内容の実践や、ＧＩＧＡスクー

ル構想によるＩＣＴ機器の積極的な活用、

教員の研修会への参加や外部講師による校

内研修会の開催、さらには、指導主事を２

名体制に強化し、教員の指導力向上と授業

改善を推し進め、課題解決学習の定着を図

ります。 

 公開研究会の実施。 

 収束の兆しを見せない新型コロナウイル

ス感染症による影響がある中、全小中学校

が校内研修の成果の発信として公開研究会

を創意工夫しながら継続実施しており、授

業改善や教員の指導力向上などに大きな成

果を上げております。 

 今年度においても、校内研修を一層充実

させて、教員の資質・能力の向上を図り、

小中連携した特設授業の公開や研究協議を

柱とした公開研究会の実施を積極的に進め

てまいります。 

 健やかな身体の育成。 

 健康保持。 

 子供たちの健康の保持・増進を図るた

め、定期的な健康診断や新型コロナウイル

スなどの様々な感染症予防のため、基本的

な感染防止対策の徹底を継続実施いたしま

す。 

 近年、家庭や学校でのデジタル端末の使

用により、視力の低下や近視が認められる

子供が増えてきていることから、今後と

も、家庭と連携した視力低下対策に取り組

んでまいります。 

 また、小学校は、虫歯予防対策のため、

フッ化物洗口を継続実施するほか、中学校

では、喫煙や危険ドラッグ等の薬物乱用防

止教室を開催して、適切な保健管理・指導

を行ってまいります。 

 体力向上。 

 子供の体力が低下傾向にある中、日常の

体育授業の充実をはじめ、教育活動全体を

通じて運動量を確保し、体力を培うほか、

全ての学年で新体力テストに取り組み、家

庭や地域と連携した児童生徒の運動機会を

創出し、部活動や地域の少年団活動を奨励

してまいります。 

 また、児童生徒の体力向上、運動習慣の

定着化を図るため、全国体力・運動能力、

運動習慣等調査などの分析結果を踏まえた

体力向上プランを作成し、その取組状況を

検証し、体力の向上に努めてまいります。 

 あわせて、関係団体の深い御理解と御協

力の下、水泳、スキー、スケートの各授業

においては、引き続き外部講師のサポート

により実施してまいります。 

 生活習慣。 

 食事、運動、休養や睡眠等の規則正しい

生活習慣を確立するため推進している「早

寝・早起き・朝ごはん運動」は、家庭との

連携を密にすることで、年々、取組の成果

が上がってきております。今後とも、成果

と課題を家庭と共有し、学校や家庭におけ

る生活リズムチェックシートの積極活用

や、生活習慣改善などの食育推進のほか、

社会教育における通学合宿事業などを継続

して共同実施し、望ましい生活習慣と学習

習慣の確立に努めてまいります。 

 また、インターネットや携帯電話の利用
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等における情報モラル教育の一環として、

適切な情報端末機器の利用とともに、生活

リズムの自己管理についても、家庭と連携

しながら継続的な指導や取組を進めてまい

ります。 

 豊かな心の育成。 

 道徳科への対応。 

 道徳教育は「特別の教科 道徳」を要と

して、学校の教育活動全体を通じて行い、

道徳科はもとより、各教科、外国語活動、

総合的な学習の時間の特質に応じて児童生

徒の発達段階を考慮し、適切な指導を行っ

てまいります。 

 その学びの中で、自分の生き方を考え、

主体的な判断の下に行動し、自立した人間

として、他者と共によりよく生きるための

基盤となる道徳性を養うことを目標とし、

道徳的価値についての理解を基に自己を見

つめ、物事を多面的・多角的に捉え、自己

の生き方についての考えを深める学習を通

して、道徳的な判断力・心情・実践意欲と

態度を育ててまいります。 

 いじめ対策。 

 いじめ問題への対応は、学校における最

重要課題の一つであります。いじめの未然

防止・早期発見に向け、小さないじめも見

逃さない学校づくりに努めるよう、学校が

一丸となって組織的に対応してまいりま

す。このほか、関係機関や地域の力を積極

的に取り込むことが必要であり、いじめは

「どの子どもにも、どの学校でも起こりう

る」との意識を再認識して「いじめは断じ

て許さない」という土壌を醸成し、迅速で

適切な対応に努めてまいります。 

 また、子供たちを取り巻く問題が複雑

化、長期化している現状にもあるため、悩

みを抱える児童生徒の少しのサインを見逃

さないよう、スクールカウンセラーと連携

した中で、日頃の指導・相談体制を強化し

て、未然防止、早期発見、早期対応に努め

るほか、指導のための教職員研修会や児童

生徒への人権・情報モラル教育の充実を図

り、いじめを生まない環境づくりに努めて

まいります。 

 読書習慣。 

 読書は、豊かな心の育成や言語能力・国

語力の向上のみならず、考える力や感じる

力、想像する力などを育て、確かな学力の

基盤として重要な活動であります。児童生

徒が日頃から読書に親しむことができるよ

う、学校では朝読書やボランティアによる

読み聞かせなど、読書活動の充実を図る取

組が進められており、家庭での読書を通し

て家庭内のコミュニケーションが図られる

家読（うちどく）をさらに推進してまいり

ます。 

 あわせて、学校図書館の活用推進のた

め、小学校巡回司書の巡回日数を週２日に

増やし、読書活動の取組を支援するほか、

教職員及び児童生徒のニーズに応じた学校

図書館の機能充実を図り、読書の習慣化に

つながる取組を進めてまいります。 

 教育相談体制の充実。 

 教育相談の体制としまして、教育相談室

に教育専門相談員と不登校問題相談員を各

１名配置し、不登校や問題を抱える児童生

徒に対して、家庭訪問や学校訪問による相

談・支援を行うほか、サテライト授業によ

り、個に応じた学習支援を行い、児童生徒

一人一人の心に寄り添いながら指導・支援

を行ってまいります。このほか、本町では

初の民間のフリースクールが開設され、学

校外の多様で適切な学びが提供されており

ます。引き続き、児童生徒の教育機会の確

保のため、官民がしっかりと連携した中

で、一人一人に寄り添った取組を進めてま

いります。 

 また、児童生徒の心のケアや、教職員・

保護者の問題解決に向けた連携を強化する

ため、全小中学校にスクールカウンセラー

を配置し、校内の教育相談体制の充実と早

期対応に努めてまいります。さらに、全小

中学校で実施しているＱ－Ｕテスト（楽し

い学校生活を送るためのアンケート）を継
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続し、児童生徒個々の理解と対応方法、学

級集団の状態を把握し、結果を基に今後の

学級経営に生かしてまいります。 

 特別支援教育の充実。 

 特別な支援を要する児童生徒が年々増加

している中で、各学校に特別支援教育支援

員を配置しておりますが、個の特性に応じ

たきめ細かな教育支援を行うため、今年度

は学級編制に合わせて３名を増員して２８

名を配置するとともに、特別支援教育関係

者への研修会を実施し、個別の支援計画・

指導計画の活用や保護者との相談を重ねな

がら、関係機関と連携した効果的な支援を

行ってまいります。 

 また、美幌町特別支援教育連携協議会を

通して、福祉・医療・教育等の関係機関の

連携により、乳幼児から就労後までの支援

体制を切れ目なく、地域で一貫した相談及

び支援体制の構築を図り、児童生徒や保護

者の多様化するニーズに対応した教育環境

の整備に努めてまいります。 

 安全・安心な教育環境の充実。 

 防災教育の推進。 

 近年、国内で発生している大規模災害を

受け、地震や台風などの災害から身を守る

能力の育成に向けた学校現場での防災教育

は不可欠であります。子供たちが自らの力

で危険を予測し、状況に応じた判断や行動

を通して危機回避できる力を身につけ、常

日頃から防災意識を持つために、火災、地

震、台風災害を想定した避難訓練や防災訓

練を実施いたします。 

 また、全小中学校で取り組む「１日防災

学校」は、児童生徒にとって貴重な体験学

習であり、引き続き関係機関の協力により

防災の要素を取り入れた授業を継続して行

うよう取り組んでまいります。 

 安全教育の充実。 

 子供たち自らが安全に行動できる資質・

能力の育成とともに、安全・安心な学校生

活を送るため、ＰＴＡや地域の皆様のボラ

ンティア活動、警察など関係機関の御協力

により、交通安全教室や自転車乗車マナー

の指導、防犯訓練、通学路の安全確保、登

下校時の見守り活動のほか、不審者情報メ

ールの配信や携帯電話・パソコン等のイン

ターネット犯罪から子供たちを守る取組を

進めるほか、親子で学べる場の検討など、

保護者、地域住民、関係機関が連携し、地

域ぐるみで子供たちの健やかな成長を育む

環境の確保を図ってまいります。 

 また、全国では子供たちが犯罪（性犯罪

含む）に巻き込まれる事案が報告されてお

り、子供たちの心身に大きな影響を与えて

おります。生きるための教育として、専門

家などによる正しい知識の習得や、教材・

指導の手引を活用した安全教育の充実に努

めてまいります。 

 学校の衛生管理。 

 新型コロナウイルス感染症は、今もなお

収束の目途は立たず、今後も警戒を続けて

いかなければなりません。今後とも、児童

生徒の健やかな学びを保障していくことが

重要であることから、学校における感染拡

大のリスクを低減した上で、学校運営を継

続してまいります。 

 各学校においては「学校の新しい生活様

式」により、感染対策に対応しております

が、今後も継続して、児童生徒と教職員の

感染症予防対策の徹底とともに、国による

業務支援員を配置しながら、施設の消毒・

換気などを行い、持続的に児童生徒が安心

して教育を受けられる環境整備に努めてま

いります。 

 また、昨年度試行的に学校へ生理用品を

配置しておりましたが、子供たちの心と体

の健康を守り、不安のないよう学校生活を

過ごすために継続配置してまいります。 

 信頼される学校づくりの推進。 

 服務規律の保持。 

 教職員は、教育公務員として、児童生徒

の人格形成を支援する自覚と責務を持って

職務に当たる必要があり、児童生徒の手本

とならなければならないことを改めて認識
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しなければなりません。 

 学校教育は、地域住民との信頼関係の上

に成り立っているため、町民に疑惑や不信

を招くような行為は厳に慎まなければなら

ないことを再認識して、学校教育に対する

信頼を損なうことのないよう指導を徹底

し、職場全体で服務規律の厳正保持に努め

てまいります。 

 教職員の資質と能力向上。 

 教職員は、教育を受ける子供たちの人格

の完成を目指し、その成長を促すという非

常に重要な職責を担っており、絶えず研究

と修養に励むことが求められております。 

 引き続き、教職員の資質・能力向上のた

め、網走地方教育研修センターをはじめ、

個人研修や道内外の各種研修のほか、組織

的に取り組む校内研修、授業実践交流、公

開研究会による授業公開など、研修・研究

体制の充実を図り、実践的で専門性の高い

教職員の取組に支援してまいります。 

 働き方改革の推進。 

 教職員のこれまでの働き方を見直し、自

らの授業を磨くとともに日々の生活の質や

教職人生を豊かにすることで、自らの人間

性や創造性を高め、子供たちに対して効果

的な教育活動が継続できるよう「美幌町働

き方改革推進プラン（第２期）」を令和３

年３月に策定し、教育委員会と学校とが緊

密に連携しながら、継続的かつ計画的に取

り組んでおります。今後も、学校業務の効

率化・平準化を目指した教職員の意識改革

を進め、働き方改革に取り組んでまいりま

す。 

 また、中学校の部活動は、今後、休日の

活動を皮切りに地域の実情に応じた段階的

な地域移行を検討しておりますが、生徒数

が減少する中、将来にわたりスポーツ・文

化に継続して親しむことができる機会を確

保することや、指導経験のない教職員が顧

問を務める現状がある中で、部活動指導に

おける負担が過度にならないよう、持続可

能な部活動体制の構築を目指し、取り組ん

でまいります。 

 地域と連携した学校づくりの推進。 

 学校は、教育活動やその他の学校運営の

状況を自ら評価し、その結果を公表する学

校評価を実施するとともに、新年度の学校

経営方針や重点課題を広く公表すること

で、学校・家庭・地域がおのおのの役割を

果たしつつ、社会全体で連携・協働する

「地域とともにある学校づくり」の深化に

努めております。 

 今年度においても、学校運営協議会制度

の確かな推進と、多くの方々の協力による

「『３つのきょういく』応援団」、また、

各学校運営協議会の情報共有や資質向上を

目的とする学校運営協議会連携会の運用に

より、地域の子供は地域で育てる仕組みを

推進するほか、学校行事や学校だより、昨

年度から全小中学校で運用開始した学校ホ

ームページ等を通じて、学校の状況や子供

たちの様子を保護者や地域に発信してまい

ります。 

 あわせて、地域の意見を踏まえて学校運

営に生かしながら、地域の皆様と一体とな

り、一層信頼される地域とともにある学校

づくりを進めてまいります。特に、スポー

ツや芸術分野においては、外部講師による

指導や地域資源（自然・環境・人）を積極

的に活用し、特色ある学校づくりに努めて

まいります。 

 学校給食と食育の推進。 

 学校給食は、衛生管理の徹底の下で「お

いしく安心・安全な給食提供」に努めると

ともに、地元産農産物や地場産加工品を積

極的に取り入れ、食を通じた地域の理解と

食文化の継承を図ってまいります。 

 近年、食生活の乱れなどにより、子供た

ちの健康を取り巻く問題が深刻化しており

ます。このため、学校と連携して給食を学

校における食育の生きた教材として位置づ

け、食に関する正しい知識と望ましい食習

慣を身につけることができるよう取り組ん

でまいります。 
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 給食の食べ残しについては、学校給食の

意義や栄養摂取の大切さを、献立表や給食

だよりを通じて、きめ細かな説明と情報提

供による食品ロス削減の取組を進めてまい

ります。 

 今年度においても、小中学生のいる多子

世帯の保護者に対しては「美幌町第３子以

降学校給食費補助事業」により給食費の無

償化を継続し、安心して子育てできる環境

づくりに努めてまいります。 

 また、食物アレルギーを有する児童生徒

については、医師作成の「学校生活管理指

導表」に基づき、保護者・学校との面談に

より、学校給食におけるアレルギー対応を

適宜行ってまいります。 

 ＜学校教育施設環境の整備充実＞ 

 学校施設整備。 

 子供たちが快適で安心して学べる良好な

学習環境を維持するため「美幌町学校施設

長寿命化計画」を基に、計画的な施設設備

の改修に努めてまいります。 

 今年度においては、全小学校の黒板昇降

機及びバスケットゴール修繕を、旭小学校

では教室の網戸修繕を、また、美幌小学校

体育館・美幌中学校校舎・北中学校校舎及

び体育館においては、ＬＥＤ照明設置工事

を実施してまいります。このほか、給食セ

ンターでは、排水処理施設内の流量調整槽

の水中曝気ポンプ修繕、給気用送風機修繕

及び食品庫床修繕などを行い、適切な維持

管理に努めてまいります。 

 スクールバス。 

 スクールバスの運行については、安全運

行に努めるのはもとより、児童生徒の利便

性を考慮した運行を行うとともに、少人数

の場合にはハイヤーを代替として活用する

など、引き続き効率的で安全な運行に努め

てまいります。 

 また、特別な教育的支援を必要とする児

童生徒が増加する中、より高度で専門的指

導がふさわしいとされる場合、美幌町の児

童生徒は、北海道北見支援学校（北見市川

東）が就学校となりますが、保護者による

毎日の送迎の負担を軽減するため、昨年度

より運行している北見支援学校への登校便

を引き続き実施し、特別支援教育の充実に

努めてまいります。 

 ＜高等教育への支援の充実＞ 

 美幌高等学校との連携・支援。 

 美幌高校は、北海道教育委員会の公立高

等学校配置計画により、本年度から農業科

の１学級を減とし、生産環境科学科及び地

域資源応用科を未来農業科に学科転換いた

します。 

 町は、これまで「北海道美幌高等学校教

育振興対策協議会」と共に振興対策に向け

た取組を進める中で、１学級減は非常に残

念でなりません。このような中、これまで

の入学者の状況や今後の中学卒業者数減少

の傾向から、普通科の学級減も危惧される

ところであり、平成２９年度から支援して

いる間口対策補助金を取りやめ、その財源

を生かして、目指す進路の実現や、充実し

た高校生活のための支援を講じてまいりま

す。 

 具体的には、昨年度改修の報徳寮に女子

の入寮が可能となったことで、町外からの

入寮希望者が増えている状況にあることか

ら、入学者を呼び込む「地域みらい留学」

制度は、入学者確保に有効な手段であるた

め、引き続き積極的に取り組んでまいりま

す。このほか、未来農業科への入学機会に

支障を来すことのないよう、報徳寮運営へ

の継続支援や、高等学校のＧＩＧＡスクー

ル構想における１人１台端末整備のためタ

ブレット端末の貸与、教育支援事業におけ

るポスター・学校案内の作製、模擬・検定

試験費用、商品開発、農業科実習服や部活

動強化支援などを進めてまいります。 

 これらを通じて、未来農業科のみなら

ず、普通科にも一人でも多くの生徒に入学

してもらえるよう、関係機関と連携を図る

とともに、美幌高校の魅力づくりとなる取

組に対して、継続して支援を行ってまいり



－ 45 － 

ます。 

 ≪生涯学習の充実≫ 

 社会教育では、生涯を通じて互いに学

び、高め合える、活力を生む生涯学習の取

組を着実に進めてまいります。 

 令和４年度に策定した「第８次美幌町社

会教育中期計画」の三つの推進目標を社会

教育行政推進の柱として、町民のニーズに

十分に応えられるよう、社会教育委員によ

る単年度評価を中心に、毎年の事業点検評

価を踏まえながら、さらなる取組の改善・

充実を図ります。 

 ＜社会教育の推進＞ 

 学習活動の推進。 

 家庭教育。 

 家庭や地域からの教育力向上を図るた

め、乳児期から学齢期における子育てに関

する諸課題に切れ目なく対応していけるよ

う、乳児期における「フレッシュママセミ

ナー」の実施や、幼児期における「家庭教

育学級」の開設や活動支援、学齢期の「Ｐ

ＴＡ役員研修会」に取り組んでまいりま

す。 

 あわせて、家庭での教育力も必要なこと

から、多くの保護者が関心を持つ学びの充

実に努めてまいります。 

 少年教育。 

 小学生を対象に、公共交通機関で近隣市

町へ出かけたり、町内の事業者等の協力で

行う体験学習や、児童が公共施設で生活を

共にし、そこから学校へ通う通学合宿事業

を継続するとともに、中高校生には、次代

を担うリーダーの養成を目的に、講習会を

継続的に開催することで、児童生徒の興

味・関心の幅を広げ、自ら考え行動する力

を育んでまいります。 

 青年教育。 

 青年教育では、社会の一員として、まち

づくり活動に参画する青年たちの自主的活

動を推進するため「青年交流会」や「はた

ちのつどい」の開催支援を行います。 

 また「青年講座」開催により、青年の学

習の場を引き続き提供してまいります。 

 成人教育。 

 町民の自主的な学習活動を支援する「み

んなのまなび場応援事業」や、広く町民の

知識・教養を深める「イマドキ講座」や

「きらり女性セミナー」を開催し、誰もが

気軽に参加できる学習機会の提供に努める

ほか「女性国内研修派遣事業」を通して、

女性リーダーの育成に努めてまいります。 

 また、町内在住の外国人技能実習生に対

して、町民との交流を深め、本町へ愛着を

持ってもらえるよう、日本の伝統文化など

を学習・体験できる機会を提供する「多文

化共生推進事業」を継続実施いたします。 

 高齢者教育。 

 明和大学では、多くの仲間と共に充実し

た学生生活を送れるよう、学生の多種多様

なニーズに応えながら、学習内容の充実を

図ってまいります。 

 また、明和友の会や一般高齢者を対象と

した「明和大学公開講座」や「アクティブ

シニアセミナー」を継続し、高齢者の生き

がいづくりと生涯にわたる学習の場を提供

してまいります。 

 青少年健全育成の推進。 

 青少年育成センターは、民間組織である

青少年育成協議会と連携を強化しながら、

青少年の健全育成や非行防止活動のための

指導と支援に努めてまいります。 

 「地域の子どもは地域で育てる」を合い

言葉に、リトルウイングや子どもみまもり

隊による児童生徒への声かけや見守り活動

のほか、青色回転灯装備車両によるパトロ

ールなど「地域のおじさん・おばさん」と

して、引き続き、町民総ぐるみ運動を展開

し、子供たちの安全確保や非行防止に取り

組んでまいります。 

 文化活動の推進。 

 芸術文化鑑賞事業の充実。 

 幅広い世代の町民に向け、各実行委員会

と協力して質の高い生の芸術に触れられる

機会の充実を図ることで、町民の文化的な
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活動への関心を高めるとともに、町民が主

体的に行う小規模鑑賞事業に対し、支援を

行ってまいります。 

 芸術文化活動の支援。 

 各種文化団体の活動に対して、支援や技

術の向上と文化の裾野を広げるための指導

者招聘事業を継続してまいります。 

 また、昨年度より取り組む「未来のアー

ティスト応援事業」を継続し、芸術文化活

動に打ち込む青少年の全国・全道のコンク

ール等への参加経費を助成し、次代を担う

若い世代の技術の向上や文化の振興に努め

てまいります。 

 子供たちの表現活動の場である「びほー

る『演劇ひろば』」の活動をサポートし、

異年齢の子供たちが、演劇やダンス・歌な

どを自分たちで創作しながら、協調性や積

極性を養い、コミュニケーション能力や感

性を高める取組を行ってまいります。 

 スポーツ活動の推進。 

 美幌町出身者が日本代表選手としてパラ

リンピックや冬季オリンピックに出場し、

活躍することは、本町にとって大変名誉な

ことであるとともに、スポーツに関わる子

供たちに夢を抱かせ、スポーツに親しむ人

や見る人に対しても、大きな感動と生きる

活力となっております。 

 一方で、新型コロナウイルス感染症によ

る生活様式の変化により、コミュニケーシ

ョンの場などが制限され、心と体への影響

が心配される中、スポーツの機会は、誰も

が心身ともに健康で充実した生活を営むた

めのツールとして、生活に必要不可欠なも

のであります。 

 このため、町民の様々なニーズや年代・

性別・障がいの有無にかかわらず、多様性

を尊重したスポーツの機会をつくり、健康

体力の維持増進やレベルの高い競技力の向

上を図るため、美幌町スポーツ協会やびほ

ろスポーツクラブＢｅｅｔとさらに連携・

協働して、より充実したスポーツ環境づく

りを推進してまいります。 

 また、本町の青少年のスポーツ活動は非

常に活発であり、トップアスリートを夢見

る選手を支援するための「未来のアスリー

ト応援事業」をさらに充実させるととも

に、子供たちが安心して活動でき、全国や

世界で飛躍するような選手の育成を支援し

てまいります。 

 人口減少や少子高齢化が進む中、各競技

団体においては、スポーツ指導者の高齢化

や後継者不足が大きな課題となっておりま

す。学校運動部活動やスポーツ活動を継

続・充実するには、活動を支援し、競技者

人口の拡大と指導者の養成や資質向上が必

要であり、指導者養成の資格取得費用の助

成を継続してまいります。 

 これまでのスポーツ環境の整備充実やス

ポーツ基盤をさらに強化・継続し、美幌町

の独自の特色を生かしたスポーツ振興が一

層図られるよう「美幌町スポーツ推進計

画」の策定に取り組んでまいります。 

 図書館活動の推進。 

 社会的なニーズの変化により、図書館の

機能や役割は大きく変わりつつあります。

そうした変化に対応するため、今までの図

書館運営を抜本的に見直し、町民の皆様に

とって「利用しやすく、魅力的な図書館」

を目指してまいります。特に、特色ある蔵

書計画、各事業の充実を図りながら、障が

い者や高齢者に優しいユニバーサルデザイ

ンを意識し、レイアウトや掲示方法などを

工夫してまいります。 

 また「子ども未来絵本０３６事業」を継

続することで、乳幼児から高齢者まで切れ

目のない読書環境づくりに努めてまいりま

す。さらには、学校巡回司書の取組を強化

し、学校と図書館が連携して児童生徒の読

書活動の推進に積極的に取り組んでまいり

ます。 

 あわせて、町制施行１００周年記念事業

の一つとして、美幌町に関わる図書やパン

フレット等の資料展示により、美幌町の歴

史を振り返る機会を提供いたします。 
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 新図書館整備に向けた取組については、

令和３年度に図書館整備検討委員会の御尽

力で基本構想が策定されております。現

在、具体的に作業を進める中において、財

源確保・建設場所・複合化などの課題があ

り、この内容を整理しなければ前には進め

ないことから、今後は、この課題解決に向

けて、町行政と連携しながら取り組んでま

いります。新図書館整備は、引き続き、関

係者と議論を深めながら、来るべき時期に

着手できるよう万全の準備を整えるととも

に「誰もが いつでも 集える 魅力的な

図書館」として、未来に向けた持続可能な

図書館づくりに取り組んでまいります。 

 博物館活動の推進。 

 町民の多くの皆様に、ふるさとの自然や

歴史、芸術などのすばらしさに触れていた

だき、積極的に利用してもらえる博物館と

して、魅力ある事業づくりを進めてまいり

ます。 

 教育普及では「フィルムが伝えた昭和の

記憶」をテーマとした特別展や、貴重な収

蔵資料を展示するロビー展などを企画する

ほか、各種団体や学校教育などと連携を図

り、体験活動を主体とした講座内容を充実

し、博物館教育につながるよう努めてまい

ります。 

 また、博物館は、自然や民俗及び美術等

に関わる資料の寄贈をはじめ、これまで多

くの資料を収集・保管してきております

が、開館から３５年余りが経過し、現在で

は資料数が膨大になったことから、収蔵庫

が飽和状態にあります。今後も、次代に継

承する貴重な資料を収集する必要があるこ

とから、新たな収蔵庫建設に向けた調査・

研究を進めてまいります。 

 文化財の保全・保護では、指定文化財の

点検、巡視を行うとともに、指定文化財

「美幌小学校のかしわ」の生育環境保全作

業や、町史跡解説看板の設置を進めるほ

か、埋蔵文化財発掘調査として、道営農地

整備事業などにおける予備調査、その他各

種開発行為に伴う事前調査を実施いたしま

す。 

 ＜社会教育施設環境の整備充実＞ 

 社会教育施設は、社会教育や芸術文化活

動、スポーツ活動など、地域における生涯

学習の拠点として、これまで、多くの方々

が学習や交流の場として利用され、その振

興に大きな役割を果たしてきております。 

 あわせて、災害時等における避難場所な

どの防災施設としての機能を有する施設も

あることから「美幌町社会教育施設等長寿

命化計画」に基づき、安心・安全な施設利

用環境を確保するため、計画的な施設整備

の改修に努めてまいります。 

 また、公共施設の脱炭素化の取組を進め

るため、今年度においては町営球場のＬＥ

Ｄ照明設置工事を実施するほか、懸案のト

レーニングセンター耐震改修工事について

は、今年度中に実施設計業務を行い、次年

度以降に工事着手できるよう準備を進めて

まいります。 

 【むすび】 

 以上、教育行政に臨む基本的な考え方と

重点施策について申し上げました。 

 令和５年度は、町制施行１００周年とい

う大きな節目を迎えます。これまで先人た

ちが身を粉にして築かれた教育のよき伝統

を継承しながら、これからの美幌の未来を

築いていく人材の育成に力を注いでいかな

ければなりません。 

 町の将来を担う子供たちが「ふるさと美

幌」に愛着と誇りを持ち、未来に向かって

たくましく成長できるよう、また、町民一

人一人が生涯を通じて心豊かに学び続けら

れるよう、本町教育の一層の振興と充実発

展のため、教育施策の推進に全力で取り組

んでまいります。 

 結びに、町民の皆様と議員各位の御理解

と御協力を心からお願い申し上げまして、

令和５年度の教育行政執行方針といたしま

す。 

 御清聴、ありがとうございました。 
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○議長（大原 昇君） 暫時休憩します。 

 再開は、１５時５分といたします。 

午後３時１分 休憩 

─────────────────── 

午後３時５分 再開 

○議長（大原 昇君） 休憩前に引き続

き、会議を開きます。 

─────────────────── 

◎日程第２８ 一般質問 

○議長（大原 昇君） 日程第２８ 一般

質問を行います。 

 通告順により発言を許します。 

 １番戸澤義典さん。 

○１番（戸澤義典君）〔登壇〕 それで

は、３項目について御質問いたします。 

 １点目が、学校部活動について。 

 学校部活動の地域連携について御質問い

たします。 

 学校部活動については、これまで、文部

科学省において、平成２５年に「運動部活

動での指導のガイドライン」が策定され、

平成２９年には部活動指導員制度が導入、

さらに、平成３０年に「運動部活動の在り

方に関する総合的なガイドライン」及び

「文化部活動の在り方に関する総合的なガ

イドライン」が策定されました。 

 そのような中、平成３１年（令和元年）

には、中央教育審議会や国会において、学

校における働き方改革の観点から、部活動

を学校単位から地域単位の取組とすべきこ

とが指摘され、令和２年には、休日の部活

動の段階的な地域移行を図る旨の方針が示

されました。 

 また、令和４年６月及び８月には、運動

部及び文化部活動の地域移行に関する検討

会議の提言が取りまとめられました。そし

て、これらを踏まえて、１２月には新たに

「学校部活動及び新たな地域クラブ活動の

在り方等に関する総合的なガイドライン」

が示されました。 

 その趣旨は、一つ目、生徒の望ましい成

長のため、持続可能で多様な環境を一体的

に整備することで、地域の実情に応じたス

ポーツ・芸術文化活動の最適化を図り、体

験格差を解消すること、二つ目、学校にお

ける働き方改革を推進し、学校教育の質を

向上することとなっております。 

 北海道教育委員会は、公立中学校を対象

として、まずは休日の部活動から段階的に

地域移行することを基本に、令和７年度末

をめどに休日の部活動の地域移行をおおむ

ね達成することとし、令和８年４月から、

休日の部活動は地域において行うことを目

指すとしています。 

 美幌町においては、学校部活動において

も、地域クラブ活動においても、全国・全

道的に輝かしい成果を上げていますが、今

後は、学校部活動と地域クラブ活動のさら

なる連携が必要と思われます。 

 この部活動の地域移行に関する推進につ

いての現状と今後の取り組み方についてお

聞かせください。 

 続いて、２点目です。 

 町民会館使用料について。 

 アルコールを伴う飲食使用時の使用料減

額についてであります。 

 美幌グランドホテルが廃業して、はや３

年がたとうとしています。また、帯広の事

業者が、その跡地での宿泊施設建設に向け

て動いていますが、宴会等を行うバンケッ

トホールは設けないとの意向です。 

 現状、美幌町内で大多数の宴会を行う施

設は町民会館しかない状況です。しかし、

その使用料は安くはありません。 

 宴会のやり方にもよりますが、飲食業者

にお任せの２時間規模の宴会ですと、準備

から撤収まで４から５時間、会場を使用す

ることとなり、３階の中ホールＡ・Ｂと配

膳室を５時間使用で９,０００円、冬季は暖

房料として４,５００円がプラス、さらに、

配膳室設備や音響設備まで使用すると１万

６,０００円から１万７,０００円となりま

す。１人当たりの料金負担は、５０人規模

で３２６円、３０人規模で５４３円となり
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ます。物価高騰により食材費やアルコール

飲料の単価も値上がりしている中で、負担

が増える一方です。中ホールで宴会をする

場合、配膳室と配膳室設備は無料とするな

どの特例があれば、少しは違うと思いま

す。 

 アルコールを伴う飲食で使用時の使用料

減額の可能性についてお聞かせください。 

 続いて、３点目です。 

 新型コロナウイルス感染症等対策につい

て。 

 美幌町におけるこれまでの新型コロナウ

イルス感染症等対策の成果と今後の感染症

対策についてお聞きいたします。 

 令和２年１月、日本国内で初めて新型コ

ロナウイルス感染者が発見されました。そ

れ以降、爆発的に感染が拡大し、様々な感

染症対策が行われてきました。 

 美幌町においても、令和２年度から今ま

でに約１７億円の予算を確保し、備品等購

入の感染対策、経済対策、生活支援対策、

検査及びワクチン接種などの施策を行って

きました。 

 今まで、感染症法上、第２類に指定され

ていた新型コロナウイルス感染症ですが、

５月８日以降、第５類へ引き下げる旨、発

表されました。第５類移行後も、医療費や

ワクチン接種費は、当面公費負担で検討さ

れているようです。しかし、行動制限、入

院措置や勧告などはないようです。マスク

着用についても、３月１３日から基本的に

は個人の判断となります。 

 以上の状況を踏まえまして、今までの新

型コロナウイルス感染症及びコロナ禍にお

ける原油価格・物価高騰等対策の成果と今

後の感染症等対策をどう行っていくのか、

お聞かせください。 

 以上３点、よろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） 町長。 

○町長（平野浩司君）〔登壇〕 戸澤議員

の御質問に答弁いたします。 

 なお、学校部活動についてと町民会館使

用料については、後ほど教育長から答弁さ

せていただきます。 

 新型コロナウイルス感染症対策について

ですが、新型コロナウイルス感染症が国内

で初めて確認されてから３年余り、感染力

を高めながら変異を続けるウイルスによ

り、流行の波が繰り返され、社会や経済は

大きな影響を受けてきました。 

 これまで、本町では、国や北海道と連携

し、町民の皆様、事業者の皆様の御協力の

下、経済対策及び感染防止対策に全力を挙

げて取り組んでまいりました。 

 御質問の新型コロナウイルス感染症及び

コロナ禍における原油価格・物価高騰等対

策の成果ですが、本町では、昨年４月２６

日の国によるコロナ禍における原油価格・

物価高騰等総合緊急対策の決定を受け、地

域経済の状況を把握した上で、生活者及び

事業者に対して必要な支援を講じてきたと

ころであります。 

 生活者支援につきましては、物価高騰臨

時支援給付金給付事業などによる支援実施

により、原油価格・物価高騰に直面する町

民負担の軽減が図られたものと考えており

ます。また、事業者支援につきましては、

新型コロナウイルス対策事業者支援金給付

事業や原油価格・物価高騰対策事業者支援

金給付事業などの実施により、事業の継続

と雇用の確保に効果があったものと考えて

おり、いずれも一定の成果が得られたもの

と事業評価しているところであります。 

 今後につきましても、国及び道による対

策や動向を注視の上、町民生活及び地域経

済の状況把握に努めるとともに、関係団体

と協議しながら、状況に応じて必要な対策

を講じてまいりたいと考えております。 

 次に、今後の感染症対策をどう行ってい

くかにつきましては、国は、新型コロナウ

イルスの感染症法上の分類を５月８日から

季節性インフルエンザと同じ５類に引き下

げる方針でありますが、感染力や病原性が

変わるものではないため、引き続き、三つ



－ 50 － 

の密の回避、人と人との距離の確保、手洗

い等の手指衛生、換気等の感染対策を行っ

てほしいとしております。 

 本町における今後の感染症対策につきま

しては、国や道の方針に準じた対策を引き

続き取っていくこととしており、町民の皆

様に混乱が生じることのないよう、適時、

国及び道の動きを確認の上、お知らせをし

ていくとともに感染症の対策を行ってまい

りますので、御理解をお願いいたします。 

 以上、答弁いたしましたので、よろしく

お願いいたします。 

○議長（大原 昇君） 教育長。 

○教育長（矢萩 浩君）〔登壇〕 戸澤議

員の御質問にお答えいたします。 

 部活動の地域移行につきましては、令和

２年９月１日に文部科学省から発出された

「学校の働き方改革を踏まえた部活動改革

について」において、令和５年度以降、休

日の部活動の段階的な地域移行を図るとさ

れており、令和４年６月６日の「運動部活

動の地域移行に関する検討会議提言」で

は、改革集中期間を令和５年度から令和７

年度末をめどとした具体的な目標年次が示

されました。 

 その後、令和４年１２月２７日にスポー

ツ庁が策定した「学校部活動及び新たな地

域クラブ活動の在り方等に関する総合的な

ガイドライン」では、令和５年度から令和

７年度までの３年間を改革推進期間とし

て、地域連携・地域移行に取り組みつつ、

地域の実情に応じて可能な限り早期の実現

を目指すとされ、休日の学校部活動の地域

連携や地域移行の達成時期については、国

として一律に定めないことに改められてお

ります。 

 この達成時期の目標が改められたこと

は、全国的に受皿や指導者、運営主体や利

用施設の確保など、整理しなければならな

い課題が多く、３年間での移行達成は現実

的に難しいという声を反映したものと推察

します。 

 お尋ねの部活動の地域移行に関する推進

についての現状と今後の取り組み方につい

てでありますが、現状としては、これま

で、両中学校の現状や関係団体と意見交換

を通じた動向の把握のほか、全道・管内に

おける会議の参加、教育委員会内での情報

共有や地域移行に当たっての課題の整理な

ど、提言で示されていた休日の学校部活動

の地域移行の目標時期である令和７年度末

を目指し、取り組んでいるところでありま

す。 

 また、一定の条件の下で全国中学校体育

大会に地域スポーツ団体等の参加が認めら

れ、さらに、オホーツク中学校体育連盟で

は、拠点校方式の合同チームの大会参加を

容認することで検討が進められている状況

にあります。 

 今後は、早期の実現に向けて、次年度は

指導主事を１名増員した中で準備を加速

し、中学校間の連携調整をはじめ、運営団

体や指導者、練習場所の確保など、多岐に

わたる課題解決に向けた具体的な方策の検

討とともに、関係団体と協議し、適宜、関

係者への情報提供を行うなど、地域移行に

向けた体制を整えていきたいと考えており

ます。 

 部活動の地域移行につきましては、生徒

数減少の中、将来にわたりスポーツ・文化

に継続して親しむ機会を確保することで、

生徒の望ましい成長を保障できるよう、地

域の皆様の御協力の下、美幌町の実情に応

じた持続可能な部活動体制の構築を進めて

まいりますので、御理解をお願いいたしま

す。 

 次に、町民会館使用料についての御質問

にお答えいたします。 

 町民会館におけるアルコールを伴う飲食

使用時の使用料減額についてであります

が、公共施設の使用料につきましては、御

利用される皆様が各区分に応じて御負担い

ただくものであります。 

 一方、減免措置については、公益性など
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の利用内容に照らし合わせて可否を判断し

ており、町民会館におきましても、町民会

館条例施行規則で基準を設け、適用してい

るところであります。 

 御質問の中ホールで宴会をする場合、配

膳室と配膳室設備は無料とするなどの特例

を設けることについての可能性であります

が、美幌グランドホテル廃業後、町民会館

にバンケット機能の充実を求める声や、使

用料の負担軽減などについて御意見をいた

だいている現状を踏まえ、今後、町民会館

の飲食を伴う利用については、どのように

利用者のニーズに応えていけるか、検討を

進めてまいりますので、御理解のほどよろ

しくお願いいたします。 

 以上、お答え申し上げました。どうぞよ

ろしくお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） １番戸澤義典さ

ん。 

○１番（戸澤義典君） それでは、学校部

活動から再質問させていただきたいと思い

ます。 

 部活動の運営主体が学校ではなく地域や

民間クラブ等の学校外に託されるというこ

とが、地域であまり大きな話題となってい

ないのではないかなと私は感じておりま

す。 

 また、本ガイドラインは、対象を中学校

としておりますが、目的、趣旨からいえ

ば、小学校の段階から実施してもいいので

はないかなという思いから再質問させてい

ただきますので、よろしくお願いします。 

 まず、御答弁の中に関係団体との意見交

換や動向把握の中で、地域移行等に直結す

る具体的な意見というのはあったのかどう

か。あったとすれば、どのような意見だっ

たのか、お聞かせいただきたいと思いま

す。 

○議長（大原 昇君） 教育長。 

○教育長（矢萩 浩君） 具体的な意見で

ございますけれども、やはり、本町は非常

に少年団活動も盛んでございます。そのよ

うな中で、中学校も二つありますので、小

学校、一つの少年団のチームで活躍、活動

されていた競技について、中学校に進学す

ることによって二つに分かれてしまう。そ

ういったことから、やはり、クラブチーム

だとか、合同チームということを望むよう

な意見はあったということは承知しており

ます。 

○議長（大原 昇君） １番戸澤義典さ

ん。 

○１番（戸澤義典君） 当然、このガイド

ラインは中学校を対象としていますので、

中学校の対象者と意見交換したという趣旨

でよろしいですか。 

○議長（大原 昇君） 教育長。 

○教育長（矢萩 浩君） 中学校といいま

すか、実際、今の少年団の保護者と意見交

換した状況でございます。小学生の保護者

です。 

○議長（大原 昇君） １番戸澤義典さ

ん。 

○１番（戸澤義典君） 地域のクラブ活動

は、スポーツ系だと確かに一つとか、文化

系だともっとあると思います。いずれにし

ましても、小学校ですと３校、中学校です

と２校、それぞれ非常に少ない人数で各学

校の活動をやっていると。 

 そして、今、野球でいえば９名以上、サ

ッカーでいえば１１名以上、ラグビーでい

えば１５名以上、ブラスバンド部において

も、３０名以上にならないとＢ編成になら

ないとか、いろいろ制約がある中で、なか

なか単一の学校では出場が非常に難しい状

況です。例えば、野球ですと、北中と美中

が一緒になってチームを組んだりといった

ことも実際にやっているわけです。 

 そういう中で、二つ目で教育委員会とし

て課題の整理を行いましたという御答弁が

あったのですけれども、どういう課題を整

理したのか、その一端を御紹介していただ

ければと思います。 

○議長（大原 昇君） 教育部長。 
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○教育部長（遠藤 明君） 御答弁申し上

げます。 

 課題の件でございますけれども、例え

ば、指導者の確保、あと、練習場所や施設

の確保、それから、施設間の移動です。特

に、夏場の場合でしたら、自転車とかを使

うのでしょうけれども、冬場の場合はどう

したらいいのかとか、あと、指導者に対す

る報償費というのでしょうか。当然、無償

とはなりませんので、そのクラブ運営に対

する補助、それから、ちょっと議員もお話

しされていましたが、少年団の中学生、高

校生との一本化ということも、今後、課題

になるのではないか、そんな話が出ており

ます。 

○議長（大原 昇君） １番戸澤義典さ

ん。 

○１番（戸澤義典君） 少年団、小中一本

化という話も課題として挙がったという話

なのですけれども、このガイドラインは、

確かに中学校を対象としていますと明確に

は書いています。明確に書いていますが、

小学校の活動についてはどうなのかな、小

学校に多分こういう部活動という指導項目

がないから、あえて入れていないのではな

いのかなと私は思うのです。 

 そして、小学校には適用できないのか。

例えば、美幌町独自で、小学校も対象にし

てこの移行というのはできないのかどう

か。 

 その辺、規則的というか、法律的にどう

なのかという部分についてお聞かせくださ

い。 

○議長（大原 昇君） 教育部長。 

○教育部長（遠藤 明君） 御答弁申し上

げます。 

 基本的には、国では中学校からとは言っ

ておりますけれども、私どもとしまして

は、小学校まで考えていきたいという考え

であります。 

○議長（大原 昇君） １番戸澤義典さ

ん。 

○１番（戸澤義典君） 部長の口から小学

校も含めて考えていきたいという御答弁が

ありましたので、非常に心強く思います。 

 実際に、部活動に関する方針を策定しま

したということで、２０１９年に美幌町教

育委員会で出しているのです。町立学校の

部活動の在り方に関する方針の策定という

ことで出していまして、その中に、小学校

の段階においても、中学校の部活動と同じ

ようにスポーツや文化等の活動を学校教育

の一環として行っている場合については、

学校において、児童の発達の段階や教師の

勤務負担軽減の観点を十分に考慮して、休

養日や活動時間を適切に設定することとし

ますということで、小学校も対象にしてこ

の方針に定めますよとうたっています。 

 ということで、ぜひ、この部活動の民間

移行についても、小学校も対象にしてやっ

ていただいたほうが、特に学校の先生の負

担もなくなるでしょうし、先ほど言いまし

た大会、練習するにしても、選手の確保が

容易になると思うのです。そういう観点か

ら、ぜひ、小学校の段階からやっていただ

きたいなと思います。 

 続いて、ガイドラインが出たということ

をつい去年の秋ぐらいに私は知ったので

す。 

 ということは、地域の住民の方、特にこ

ういう部活動をやっている保護者の方は、

知らない人のほうが多分大半なのではない

かなと思うので、情報発信が重要だと思い

ます。 

 今後、情報発信を当然やっていくと思う

のですが、どういうやり方で情報発信をし

ていくのか。今こういう部活動は、もう学

校任せではなくて、美幌町全体としてやっ

ていくようになりますよということをやは

り宣伝することが大切だと思うのですが、

その辺の考えはどうでしょうか。 

○議長（大原 昇君） 教育長。 

○教育長（矢萩 浩君） 情報発信の関係

でございますが、議員がおっしゃるよう
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に、やはり情報がなかなか行き届いていな

いなという反省がございます。 

 実際に、国からは、部活動の地域移行と

いうことでアナウンスがされているわけで

ありますが、その中では、令和５年度から

と非常に断片的なことなので、各競技団体

の指導者の方々にしてみたら、何も情報が

ない中で令和５年度から進むのかという御

意見がございます。そういった点では、私

どもとしましても、やはり、丁寧な情報発

信、情報提供というのが欠けていたのかな

と反省しているところでございます。 

 これらにつきましても、現在、教育委員

会の内部でもどういったスケジュールでい

くかということを詰めている段階でありま

すので、そういったことも見えてきた段階

で、適宜、早め早めに、いろいろな各競技

団体だとか、あと、学校を通じて保護者の

皆さんにも周知していきたいなと思ってお

ります。 

 また、その前の質問で、小学校もという

ことでございますけれども、私どもとしま

しては、１回目にお答えいたしましたよう

に、例えば、拠点校方式だとか、クラブチ

ームだとか、様々なやり方はありますが、

一律にスタートするということではなく、

できるところから進めていきたい。例え

ば、モデル的にどこかの競技種目につい

て、先行的にできる環境が整えばそこから

始めたいという思いもありますので、よろ

しくお願いします。 

○議長（大原 昇君） １番戸澤義典さ

ん。 

○１番（戸澤義典君） 今言ったように、

やはりできるところから手をつけたほう

が、やっているときに問題も出てくるでし

ょうし、課題も出てくると思うのです。そ

うしたら、その解決法も多分出てくると思

いますから、例えば、文化にしろ、スポー

ツにしろ、次の団体が地域移行するときに

は、非常にそれが参考になると思うので

す。 

 また、先ほども言いましたけれども、特

に吹奏楽については、東陽小学校と美幌小

学校で、旭小学校にはないと。旭小学校に

通っている生徒さんの中にも吹奏楽をやっ

てみたいんだという子はたくさんいると思

うのです。 

 だから、例えば、吹奏楽が、小学校と中

学校が一緒になるかは別にして、小学校の

うちからみんなと一緒にやるチームがある

よということになれば、旭小学校に通って

いる子も、小さいときから、小学校の段階

から、吹奏楽になじめるというメリットも

あると思うのです。 

 そして、先ほど言いましたように、野球

にしてもそうです。今なかなか９人そろわ

ない。美幌についても、旭と仲２スピリッ

トと小学校でもクラブチームが二つ、今も

多分二つあると思うのですけれども、なか

なか人数がそろわないということで、それ

が一つになれば、選手層も厚くなるし、大

会にも出られるようになると。私は、地域

移行することのメリットのほうがたくさん

あるのではないかなと思うのです。 

 ということで、あとは、先ほど学校施設

とか、報償とかという問題も出ていました

けれども、まず一つ目は、学校の施設で

す。地域移行になったときに、学校の施設

あるいはコミセンとか、町民会館も含め

て、教育、美幌町の公共施設というのは、

無料で使わせることはできないのでしょう

か。 

○議長（大原 昇君） 教育長。 

○教育長（矢萩 浩君） 今現在も、少年

団活動につきましては、無償ということで

ございます。なかなかよその地域で進まな

いというのは、やはり費用の面から進まな

いという事情もありますので、その辺は考

慮した中で、どういった形でいくのが、本

当に子供たちが将来にわたってスポーツに

関わっていくというか、環境を持続するこ

とを最優先に考えていきたいと思っていま

す。その中で、やはり費用負担の問題も考
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慮しながら検討していきたいと思っており

ますので、よろしくお願いします。 

○議長（大原 昇君） １番戸澤義典さ

ん。 

○１番（戸澤義典君） 各学校には体育館

は必ずありますし、空いている教室もいっ

ぱいあると思うのです。だから、例えば、

どこかの教室の一角を何とかクラブの拠点

にするとか。特に、吹奏楽などでは、楽器

があるから、楽器を毎回運ばなくてはなら

ないというデメリットも出てきますので、

拠点は１か所にしておけば、そこに楽器も

置いておけると。そして、好きなときに子

供たちが集まってきて、そこでみんなと一

緒に活動ができる環境を整えてやるという

のが、多分、行政の務めだと思うのです。 

 だから、そういう下地づくりというの

か、そういうのをぜひやっていただきたい

なという話。あと、学校の先生方も、部活

動に非常に熱心な先生、もう私はボランテ

ィアでもいいからやりたいのだという先生

と、指導者がいないから、しようがなく校

長先生に言われてやっているのだという２

通りのタイプがおられると思うのです。 

 後者の方については、地域移行になるこ

とによって、非常に肩の荷が下りる先生が

いるでしょうし、前者、最初のほうの先生

だと、せっかくやりたいのだけど兼業にな

るよな、でも、兼職兼業はいろいろな手続

を取れば可能となっています。 

 だから、その辺も含めて、美幌町として

は、兼職兼業になった場合、どうするの

か、まだ具体的に多分定まっていないと思

うのですけれども、その辺の美幌町として

の対応としては、今どう考えているのでし

ょうか。 

○議長（大原 昇君） 教育長。 

○教育長（矢萩 浩君） 教職員の兼職兼

業の関係でございますが、今、北海道教育

委員会でもガイドラインを作成している段

階でございますので、それに沿った形にな

ってくるのかなと考えております。よろし

くお願いします。 

○議長（大原 昇君） １番戸澤義典さ

ん。 

○１番（戸澤義典君） 先ほど言いました

けれども、美幌町は、スポーツにしろ、文

化にしろ、皆さんが非常に熱心で、指導者

の方もたくさんおられますよね。そして、

職員の方でもいろいろな団体に所属して指

導をやっている方もいます。 

 だから、多分、下地はいっぱいあると思

うのです。あとは、その環境をしっかりと

つくってあげて、平日も休日も関係なく地

域移行でやるよ、このクラブは地域でやる

よというきちんとした下地をつくって、道

筋をつけてやれば、どこの自治体よりも早

くできるのではないのかなと思うのです。 

 今やっているのは、多分、北海道では、

紋別が茶道クラブか何かで地域移行をやっ

ているみたいですけれども、あとは、特に

管内では地域移行をやっているところはな

いです。 

 北海道の中でも、たしか、先進地を見る

とあまりなかったということで、ぜひ、美

幌町が道内、管内の先駆けとなって、１個

のチームでいいですから、１個の活動でい

いですから、地域移行をしてもらいたい

な、美幌がモデルになってもらいたいなと

思うのです。町長は公約に、次代につなげ

るまちづくり、ふるさと教育の推進、美幌

に関わる芸術家やアスリートなどの人材を

活用した教育を進めますとうたっていま

す。そういう思いを聞いて、町長としての

考えをお聞かせください。 

○議長（大原 昇君） 町長。 

○町長（平野浩司君） 今、戸澤議員から

おっしゃられたこと、未来のアーティス

ト、それから、未来のアスリートをしっか

り育てる。学校のクラブ活動とか意向があ

るのですが、美幌は、本当にそういう活動

が盛んで少年団活動がしっかりしていて、

ある意味では、今回、町としてしっかりや

ることが大事かなと思っているのです。 
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 人口規模によっては、なかなか町がとい

うより市がやるといったら難しいところも

あるのですが、私どもの町であれば、その

辺は、先ほどから教育長が言っていますけ

れども、やはり、町としてこうするという

ことを、道なりの一つのガイドラインが出

た段階で示すべきだと私は思います。私と

すれば、そのことに対してはしっかり支援

をして、やはり、美幌から、そういうチャ

ンスがある方、可能性がある方が伸びてい

っていただくことを心から願っている状況

ではあります。 

○議長（大原 昇君） １番戸澤義典さ

ん。 

○１番（戸澤義典君） 今回の質問の趣旨

は、ぜひ、小学校も対象に地域移行しても

らえればいいなという観点で質問しまし

た。教育委員会からは非常に喜ばしい回答

をいただきましたので、この件については

質問を終わらせていただきます。 

 また、今回、同じような質問をする議員

がおりますので、ちょっと余地を残してお

きたいと思います。 

 では、２番目です。 

 町民会館の減免基準の中で、アルコール

を伴う飲食で使用する場合を除くと、明確

にアルコールと書いてあるのです。だか

ら、お茶だったらいいのかなという感じは

あるのですけれども、これは、明確にアル

コールは駄目だよとした理由です。多分、

お茶はいいと思うのですけれども、その辺

の基準というか、教えていただければと思

います。 

○議長（大原 昇君） 社会教育課長。 

○社会教育課長（立花良行君） 今、議員

がおっしゃられたとおり、減免基準の中

に、アルコールというものは除くと明記を

させていただいております。 

 従来からそうだったと思うのですけれど

も、基準ができましたのは、新館、町民会

館が新しくなってから整理し直して、ああ

いう形で基準を定め直していただいている

ところであります。 

 今言われたアルコールとお茶の違いとい

う部分でありますけれども、基本的には、

会議等の使用に伴う飲食というところで、

お茶あるいは弁当という範囲であれば、減

免の対象になる部分もございます。です

が、アルコールになると、どうしてもそう

いった部分とはちょっと異なる趣旨になる

のかなということで、減免から外させてい

ただいているところであります。よろしく

お願いいたします。 

○議長（大原 昇君） 教育長。 

○教育長（矢萩 浩君） 今、課長がお答

えしたとおりなのですけれども、若干補足

させていただきたいと思います。 

 一般的な考え方としまして、公共施設の

使用料の減免というのは、やはり、一定の

公益的な要素というものが出てくると思う

のです。そういった中で、アルコールを飲

みながらというのは、公益的な活動と言う

にはなかなかちょっと難しいのかなと思っ

ているところでございます。 

 １回目の中でもお話ししたように、現

実、美幌グランドホテルが廃業してから、

そういったバンケット機能を求めるという

声が多いということもありますので、どの

ような形でそういった声に応えていけるか

というのを、やり方も含めて、今後、教育

委員会内部でも検討していきたいと思って

いますので、よろしくお願いします。 

○議長（大原 昇君） １番戸澤義典さ

ん。 

○１番（戸澤義典君） 自治会の会議とか

はただになっていますよね。自治会あたり

で、新年会だ、忘年会だ、事業の中で入れ

てやること、多分、ほかの自治会もある、

そういう自治会もあると思うのです。そう

いった場合、うちの自治会はグランドホテ

ルとかをよく使っていたのですけれども、

そういうところがなくなって、では、自治

会で、例えば、新年会をやるときは、これ

だけお金がかかるのだ、では、やめようか
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という形になってしまうのです。 

 例えば、それが弁当をつけてビール１本

だけにしたとしても、それは、やはり公益

性としては認定されないのか、その辺はど

うなのでしょうか。 

○議長（大原 昇君） 教育長。 

○教育長（矢萩 浩君） 一概にビール１

本だったらいいというのは、非常に難しい

判断になると思うのです。そういったこと

もあって、本当に町民の皆さんに理解いた

だけるような形の制度をどういった形でで

きるかということを、繰り返しになります

けれども、内部でも考えていきたいと思っ

ておりますので、よろしくお願いします。 

○議長（大原 昇君） １番戸澤義典さ

ん。 

○１番（戸澤義典君） 今後協議していく

ということですので、これ以上深く追求し

ませんが、減免団体です。減免団体も、先

ほど言いましたように、自治会連合会だっ

たらいいけれども、自治会単位の事業は駄

目だと明確に書いてあるのです。 

 でも、自治会連合会の事業だったらオー

ケーですよと書いていますので、その辺も

含めて、今後、検討の課題に挙げていただ

けたらと思います。 

 それから、暖房期間中の使用料が５０％

アップなのです。これが本当に妥当なのか

なと。冬季の５０％がやはり一番大きいの

ですよ。例えば、中ホールのＡ、Ｂ両方を

合わせると、たしか１,４００円、暖房費だ

けで７００円行ってしまうのです。 

 だから、本当に５０％も燃料費がかかっ

ているのかなという思いがありますので、

その辺も含めて今後検討していただければ

なと思いますが、いかがでしょうか。 

○議長（大原 昇君） 教育長。 

○教育長（矢萩 浩君） 冬期間の暖房の

関係でございますが、こちらの５０％割増

しというのは、町民会館に限らず、そうい

った貸館、施設の目的外使用等で共通して

いる部分でございます。今後、町として使

用料・手数料を見直しする中でも、またそ

ういったことも検討されるのかなと認識し

ておりますので、よろしくお願いします。 

○議長（大原 昇君） １番戸澤義典さ

ん。 

○１番（戸澤義典君） 続いて、コロナの

話をさせていただきたいと思います。 

 ５月８日以降は５類に移行してというこ

とで、国がどういう形で公費負担をするか

というのがまだ全然分からない状況なので

すが、町民にとって、やはり、一番不安な

のは、インフルエンザだと非常に高い熱が

出ると、ちょっと病院に行こうかと言っ

て、病院に行って受診して検査しますよ

ね。コロナの場合も、熱は出ないけれど

も、うちの同居している誰々が熱がひどく

て、病院に行ったらコロナだったのだよね

ということがあると思うのです。 

 そうした場合、私も、かかっているかど

うか、ちょっと心配だな、でも、病院へ行

って検査するまでもないなと思ったとき

に、今年度は、介護施設とか、そういう施

設に対して、支援金を充ててこれらの検査

をやっていますよね。 

 そして、薬局でもらう制度ですか。薬局

で検査キットをもらう制度もまだ今年度は

やっていると思うのですけれども、ああい

うのが来年度以降も継続されれば、少しは

町民の方は安心すると思うのですよ。 

 例えば、コロナがはやっていたどこどこ

へ行ってきて、帰ってきたけれども、何か

ちょっと調子が悪いんだよね、でも、病院

へ行って検査するまでもない。でも、キッ

トを買うにしても２,０００円かとなったと

きに、美幌町に申請すれば、キットをもら

えるなというちょっと安心感が出ると思う

のですけれども、そういう考えは、町長、

ないでしょうか。 

○議長（大原 昇君） 町長。 

○町長（平野浩司君） 今、具体的なこと

を聞かれたのですけれども、やはり、根本

的に、国が２類から５類に移行する中にお
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いて、なかなか町村が何かをするというこ

とは、今のところ、あまり内部でも考えて

いないのです。それはなぜかというと、コ

ロナ自体が、何かがすごく変わってきてい

ると、私はそこまで思ってはいないので

す。 

 言うなら、確かに感染者の数は減ってき

ているけれども、本来コロナで気をつけな

ければいけないことについては、従来どお

りです。例えば、今日の答弁にも書いてあ

りますけれども、三つの密を避けるとか、

換気をよくするということになったとき

に、今、自由にそれぞれの町がという考え

方が本当に正しいかどうかということ。で

すから、今こういうことはと聞かれたので

すけれども、基本的には、やはり、町民の

方々が感染して感染者が広がることは、も

うどんなことをしてでも避けたいという、

その根底には、町民の方の命と健康を守る

ということを最優先に考えた場合です。 

 ですから、こういうことはどうですかと

言ったときに、今後それをやるやらないと

いうことの答弁というのは、正直言って、

今、私はちょっとできない状況でありま

す。 

 本来、そういうことが予想されるのであ

れば、国がきちんとそのことの対処につい

て指示とは言わないけれども、考え方を示

して、では、私どもがそれに合わせて何を

するということを考える必要があるのかな

と思っているので、そう御理解いただけな

いでしょうか。 

○議長（大原 昇君） １番戸澤義典さ

ん。 

○１番（戸澤義典君） 聞き方がまずかっ

たと思います。 

 令和４年で実施しました申請して薬局で

受け取る検査の事業、それから、介護施設

等に対する上限１万円の事業。すみませ

ん、予算書を見ていなかったから、そうい

う詳しいところまで確認できていないので

すが、これについては、令和５年度以降も

継続されるのでしょうか。 

○議長（大原 昇君） 福祉部長。 

○福祉部長（河端 勲君） 原則、５類に

下がるということは、インフルエンザと同

等の感染症になるという認識で私どもはお

ります。 

 では、今インフルエンザの件でそれらの

検査経費をかけているかというと、そうで

はございません。したがいまして、その取

扱いについても、結果的には、それらの対

応に合わせた形になるということで考えて

おりますので、よろしくお願いいたしま

す。 

○議長（大原 昇君） １番戸澤義典さ

ん。 

○１番（戸澤義典君） インフルエンザと

同じで、何かあったら自分で検査してくれ

という話です。 

 では、最後にしますが、町長は、先ほ

ど、コロナについては今までと変わらない

のだと。多分、情報発信もいろいろされて

いくと思うのですけれども、もし何かあっ

たときに、国からは予算がつかない、で

も、町としてこれだけはやらなくてはなら

ないというときには、町独自でもそういう

対策はやるのかやらないのか、その辺、最

後にお聞かせください。 

○議長（大原 昇君） 町長。 

○町長（平野浩司君） 国が全て町にとい

う話の中において、２類から５類に変わる

ということよりも、やはり、町民の方の生

命というか、それと健康。命と健康を守る

ということはしなければいけないという判

断を皆さんと協議した場合は、私は町単独

でもやるべきだという考えは持っておりま

す。 

 以上であります。 

○１番（戸澤義典君） 終わります。 

○議長（大原 昇君） これで、１番戸澤

義典さんの一般質問を終わります。 

─────────────────── 

◎会議時間延長の議決 
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○議長（大原 昇君） お諮りします。 

 もはや４時近くになりましたが、あらか

じめ会議時間の延長をいたしたいと思いま

すが、これに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（大原 昇君） 異議なしと認めま

す。 

─────────────────── 

◎会議時間延長の宣告 

○議長（大原 昇君） したがって、あら

かじめ会議時間の延長をすることに決定し

ました。 

 暫時休憩します。 

 再開は、１５時５５分といたします。 

午後３時４９分 休憩 

─────────────────── 

午後３時５５分 再開 

○議長（大原 昇君） 休憩前に引き続

き、会議を開きます。 

─────────────────── 

◎日程第２ 一般質問 

○議長（大原 昇君） 一般質問を行いま

す。 

 通告順により発言を許します。 

 ５番木村利昭さん。 

○５番（木村利昭君）〔登壇〕 私から

は、大きく２点について質問をさせていた

だきます。 

 まず一つ目、若者のくらしやすいまちづ

くりについて。 

 若手世代への支援について質問します。 

 美幌町は、高齢者をはじめ、子育て世代

や子供への支援等も充実しています。 

 満足とは言えないまでも、安心して子供

を産み育て、安心して年を重ねられるまち

だと思っております。 

 その切れ目のない町民への支援施策を見

ると、子育て支援を除く若手世代への支援

が弱いのではないかと感じています。 

 まちの活力を高めるには、働き手世代へ

の子育て支援が大切なことは言うまでもあ

りません。 

 しかし、家族を持つ前の若手世代が、美

幌町で自己研さんを行うことで幸せを感

じ、そのまま美幌町で子育てをしながら定

住できるような支援が必要であると考えま

す。 

 なかなか給与は上がらず、生活費の負担

が増え、自分の楽しみに時間やお金をかけ

る余裕が少ない若者も多いのが現状です。 

 これからの地域の支え手、コミュニティ

ーの担い手として行く行く力を発揮しても

らうためにも、この世代へのアプローチは

重要と考えます。 

 具体的に、家族を持つ前の若手に向けた

支援について、今後の考え方をお伺いしま

す。 

 大きく二つ目、観光振興について。 

 川湯地区再開発に伴う美幌町への観光客

誘導対策について質問します。 

 今年１月、弟子屈の川湯近郊に大手リゾ

ート企業２社の進出が発表されました。 

 これは、道の駅「ぐるっとパノラマ美幌

峠」にとっても追い風になることは言うま

でもありませんが、この追い風を利用して

美幌町内に観光客を誘導する施策を早急に

打つべきと考えます。 

 その一つとして、以前にも提案をした美

幌みどりの村森林公園の民間活力による再

開発について検討すべきと思いますが、今

後の考え方をお伺いいたします。 

 以上２点、御答弁をお願いいたします。 

○議長（大原 昇君） 町長。 

○町長（平野浩司君）〔登壇〕 木村議員

の御質問に答弁いたします。 

 初めに、若者の暮らしやすいまちづくり

についてですが、まちづくりアンケートの

結果では、年齢が高まるほど「美幌町に住

み続けたい」という回答率が高い傾向にあ

り、若い世代は比較的低いことから、若者

の暮らしやすいまちづくりは重要と考えて

おります。 

 御質問の家族を持つ前の若手に向けた具

体的な支援に対する今後の考え方ですが、
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行政としては、現在、町民が自ら企画し、

取り組む活動に対し補助することにより、

地域コミュニティーの活性化及び活力ある

地域社会を実現することを目的としたびほ

ろの活力共創事業や、青年層が幅広い知識

を習得するとともに、職業や年齢を超えた

新たな交流を通じ、地域社会をリードする

人材を育むことを目的とした青年講座を実

施しております。 

 加えて、びほろ未来ミーティングを制度

化し、若者と意見交換ができる環境も整備

しましたので、これまでの取組を継続する

とともに、引き続き、若者をはじめ、全て

の人が住んでよかったと思えるまちづくり

を推進してまいりたいと考えております。 

 次に、観光振興についてですが、本町

は、美幌峠を中心に観光推進を図ってお

り、さらに、観光推進事業を実践的に展開

していくため、平成２８年に美幌町観光振

興革新戦略ビジョンを、平成３０年にアク

ションプランを策定し、観光振興を図って

いるところでありますが、観光客をいかに

まち中へ誘導するかが依然課題となってお

ります。 

 美幌みどりの村は、豊かな自然環境を活

用し、地域住民の余暇の有効活用と健康増

進、福祉・文化の向上を図ることを目的

に、森林公園キャンプ場の管理運営、各種

イベントの開催、体験農園などの事業を実

施しておりますが、建設から３５年余りが

経過しており、施設の老朽化が進んでいる

ため、緊急度の高いものから修繕等を行

い、利用者の安全性を第一に運営している

ところであります。 

 御質問の美幌みどりの村森林公園の再開

発につきましては、グリーンビレッジ美幌

を含め、交流拠点、学びと憩いの場とし

て、みどりの村全体の方向性を検討してま

いりたいと考えております。 

 なお、みどりの村旧休憩施設を改修し、

本年４月には移住相談拠点施設がオープン

する予定でありますので、民間事業者の活

力を生かした可能性についても併せて検討

してまいりますので、御理解をお願いいた

します。 

 以上、御答弁いたしました。よろしくお

願いいたします。 

○議長（大原 昇君） ５番木村利昭さ

ん。 

○５番（木村利昭君） それでは、随時、

再質問をさせていただきたいと思います。 

 まず、若者の暮らしやすいまちづくりに

ついて再質問をいたします。 

 先ほど町長から予算編成方針のお話もい

ただきました。今の御答弁もいただきまし

た。その中で、教育以外の部分で若者に向

けたものがなかったなと感じておりまし

て、正直、ちょっと残念に思っておりま

す。 

 答弁では、若者の暮らしやすいまちづく

りは重要とおっしゃっていましたが、この

御答弁の中に、数を数えると、策は三つし

かないのです。 

 その上に、二つは別に若者に限ったもの

ではないと私は考えているのですけれど

も、こういった現状をどう考えております

か。 

○議長（大原 昇君） 町長。 

○町長（平野浩司君） 今回、議員から、

若者の暮らしやすいまちづくりということ

で、若者をどう捉えるかという話をやはり

考えておりまして、ある意味では、若者が

結婚されて、その結婚した後の子育てとい

う部分では、いろいろな施策はたくさんあ

るのです。 

 では、その前段は、何があるかというよ

りも、何を希望されているのかなと私は考

えることがよくあるのです。そのときに、

これは、行政として、その人たちに何か支

援とか補助とか、そういうことを望む世代

なのかということも含めて、いろいろ考え

ています。どちらかというと、今言われた

教育的な施策が多いよねというのは、若者

たちが何かするときの一つの年齢的な背景
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として、遊ぶことも含めて学ぶとか、将来

を考えたら施策的に何かできないかという

ことを考えると、結果的に大きな分けでい

けば、教育的な話になるのかなとちょっと

思うことがあって。今、私が示した施策で

あれば、そういう内容が今指摘された内容

ということだと理解しております。 

○議長（大原 昇君） ５番木村利昭さ

ん。 

○５番（木村利昭君） 確かに、実際に負

担がどんどん増えていくという意味では、

子供、家族、家族を持って子供ができて、

そういった子育ての負担というところが、

一番支援もしやすいと思いますし、一番目

に見えるといいますか、そこは確かにそう

なのだろうと思います。 

 ただ、一番最初の質問をしたときにもお

話をしましたが、なかなか若い人たちの給

与、所得が伸びない中で、物価の高騰もあ

ったり、いつだかの質問でもお話しさせて

もらったかと思いますが、やはり、かかる

経費を親に負担してもらっている若者がい

るというのも、正直、現状です。なかなか

自分の楽しみを優先できないというか、そ

ういう若い人たちがいて、実家からも出て

いけない。一人暮らしができない。なの

で、生活が自立できないといいますか、そ

ういう若い人たちが多分増えてきているの

だろうと、それはすごく感じています。 

 今回の町長からいただいた御答弁もそう

だと思うのですけれども、基本的に町が行

う支援、施策を活用される方というのは、

多分、意識の高い若い人たちなのだろうと

思うのです。例えば、地域、まちの活力共

創事業だったりもそうですし、青年講座も

そうなのですけれども、個人での活動とい

うよりかは、団体を組んだりだとか、青年

団体とか、そういった組織の人たちが自己

研さんのために使われる、ちょっと意識が

高い人たちなのではないかなと私は思って

います。 

 逆に、こういう意識の高い若い人たちを

増やしていくということに対して、町が何

か取組をしていかないと。先ほど町長は担

い手不足の解消ということもお話しされて

いましたけれども、では、実際にその業種

に対しての担い手として、担い手不足解消

のための施策とかを打っても、そもそも若

い人たちの意識が上がってこないと、若い

人たちが増えてこないと、どれだけその担

い手不足の施策をしても、あまり効果がな

いのではないかなと思っています。 

 なので、例えば、個人でも何かふだんで

きないことをやってみようと思わせてあげ

られるような補助金だったり、サポートだ

ったり、資格取得とか。あとは、学生では

なくて大人です。要は、もう就職している

若い人たちが、例えば、留学をする、そう

いったことを促す。そういった支援、補助

だったりとかがもっともっと増えてきて、

若い人たちの目につくようになれば、もう

ちょっと、こういったことにチャレンジし

てみようかなとか。それを活用して、実際

にちょっと意識が高くなってきた、技術、

スキルを持った若い人たちが、また次の世

代につなげていけるような取組、つながり

ができれば、効果というのは、伸びていく

のではないかなと思うのですが、いかがで

しょうか。 

○議長（大原 昇君） 町長。 

○町長（平野浩司君） 今お話の中で、前

段に、親御さんに生活を委ねて、委ねると

いうより、頼って自立できないという若者

がいるとするならば、それは何とかしなけ

ればいけないというか。今、木村議員がお

っしゃった、まず外に出て、そして、自分

が若いときにできるものを実現するという

か、どうさせるかというのは、まさにその

とおりだと私は思っているのです。 

 ですから、常々思っていて、例えば、若

者にこの町に住んでもらうというのは、当

然、地元や近隣に仕事があるというのが条

件であって、そして、美幌に住み続けるた

めの要件は何かと考えたら、それは、多
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分、普通の真っ当な部分かなと思うので

す。 

 そうなると、例えば、私どもが今言った

ようなことに、いろいろなことにチャレン

ジしてくれるとありますし。経済面でいけ

ば、例えば、地元というのは、どうも家賃

が高かったり、そういうところを補完する

ということも考える必要があるかなと。や

るやらないはちょっと別ですけれども、思

うことは結構何点かあるのです。 

 この何日か前に、少子化が進んでいて出

生が全国で８０万人を切ったと言われた中

でいけば、若者の生活不安や、それから、

若者層の賃金体系が上昇しないことによっ

て、子供を育てるような気持ちにまでなら

ないということを考えると、やはり、少子

化ということの別な面からすれば、本当に

若者の対策を何かしっかりしなければいけ

ないかなと。感じていることは、木村議員

が私に御指摘していることと一致している

のかなと思うのです。 

 ですから、その切り口、どこに目線を置

くかというか、私は、お金よりも、その時

代というのは、外に出ていろいろな人と交

わって、人としての器を大きくして、伸び

ていってほしいという思いのほうが強いと

いうか。 

 その辺を考えれば、今言われたような、

こういう研修に行きたいといったら、そう

いう制度はあると思うので、そういうもの

を使っていろいろなところに出ていただけ

ればいいのだけれども、問題はそうではな

い。最初に言われたことに戻ってしまいま

すけれども、生活で親に頼らざるを得ない

人たちがいるよというところは、ちょっと

別な次元で考えなければいけないかなと思

っております。 

○議長（大原 昇君） ５番木村利昭さ

ん。 

○５番（木村利昭君） 今、町長がお話し

された部分は、後ほど触れようかなと思っ

ていました。なので、それは、ごめんなさ

い、次にちょっと置いておいて、その前に

まずちょっと違う面でお話をさせていただ

きます。 

 今の町長のお話もそうだと思うのです

が、例えば、外から若い人たちが美幌に来

てくれた。最初はそんなに意識が高くなか

ったのだけれども、そこで何かチャレンジ

することで、一皮むけて、そういったいろ

いろな取組の中で人とのつながりができ

て、コミュニティーに溶け込んだ。これ

が、やはり、一番定着してくれて、例え

ば、そのつながりが生きて、今後、美幌町

で家族を持って子供をつくってという流れ

としては、自然なのだろうと思いますし、

そういう人たちが増えてくることというの

が一番なのだろうと私は思っています。 

 そういった意味でいくと、やはり、少子

高齢化を解消するために、子育て世代、子

供を増やしていきたいと考えたときに、実

際に子供がいる家族を美幌に呼んでこよう

とかというのは、多分そんなに簡単にいか

ないことだと思うのです。やはり、まだ１

人だったり、まだ夫婦２人だったりのとき

に美幌町に来てもらって、ここで住んで、

ここで子育てしたいとまず思わせる、ここ

に住みたい、ここに安心して住めると思っ

てもらうことが大事なのだろうと思いま

す。 

 なので、ただ、補助金、お金を出して終

わりとかという話では決してないのです。

やはり、いろいろな人たちが、団体とかで

はなく、個人でも、何かチャレンジしたり

だとかというところに目を向けて、検討し

ていかなければ駄目なのだろうと私は思っ

ています。 

 その中で、今、まちの活力共創事業の補

助金というのが美幌にはあります。実際に

その審査に行かれた若者とかから話を聞く

と、そうそうたる、部長以下がずらっと並

んでいて、その中で審査を受ける若者なの

かが２人、３人で行って、これは果たして

どうなのでしょうか。 
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 というのは、この補助金は、若者たち

が、この補助金を使いたい人たちが、お金

がないから町にちょうだいと言ってもらう

補助金なのか。それとも、町として、この

補助金を使ってまちの活力を高めてほしい

と思って出す補助金なのか、そのスタンス

なのだと思うのです。 

 ただ、私は後者であってほしいと思うの

ですが、審査の段階の面接の話を聞くと、

ここにお金を出して大丈夫なのかというの

をすごく厳正に審査しているように私は感

じてしまうのです。しかし、それで気軽に

若い人たちに使ってほしいと言っても、い

や、なかなか通らないんだという話とかも

ちょっと耳にするものですから、その辺り

の考え方はいかがでしょうか。 

○議長（大原 昇君） 町長。 

○町長（平野浩司君） 若者が活躍しても

らう部分の中で、ちょっと前段の話をすれ

ば、交流の場というか。ですから、よく木

村議員からも指摘されるのですが、移住定

住の面から見れば、美幌に関わっていただ

いたけれども、はい、関わって終わりでは

なくて、関わった以上はずっとその方とつ

ながる、自分の居場所をつくってあげると

いうことがやはり大事と思うので、それは

同じだと思うのです。 

 そして、今度は具体的な話ですけれど

も、私として、それから、担当として、や

はり、何か美幌の中で前向きにチャレンジ

してやっていただきたい、そのための審査

をしていると理解しているのです。 

 ですから、その内容が、人によっては、

審査を受けたときに非常に相手が威圧的に

感じたとか、そういうことであれば、ちょ

っと、そのやり方も含めて考える必要があ

るのかなと。そのときに、皆さんの税金を

使ってお出しするということに対しては、

これだけあげるから、何か少し好きなこと

をやってごらん、やりなさいというチャレ

ンジ的な気持ちはよしとしても、なかなか

そこまではいかないのが現実なのかなと思

っています。それであれば、今度は私ども

に課せられることなのですけれども、資金

の集め方。要は、自由に使ったとしても、

町民の方がそれはいいのでは、チャレンジ

資金のような、はい、これで何かやってご

らんなさいと。申請に対して、そういうこ

とをやっていかないと、ちょっと難しいか

もしれないなと思っています。この違いだ

けは、ちょっと分かってほしいかなと思っ

ております。 

○議長（大原 昇君） ５番木村利昭さ

ん。 

○５番（木村利昭君） まちの活力共創事

業は、多分、若者に限ったものではないと

いう認識の中で、今の町長のお話だったと

思います。いずれにしても、まちを元気に

したい、何かの分野を高めていきたいとい

う町民の方々の意識の中で、チャレンジし

ていきたいというところで使ってもらっ

て、意味のある補助金だとは思っておりま

す。その審査の段階では、何人いたらいい

とかという話ではないとは思うのですが、

例えば、審査を厳しくするのではなくて、

審査を通した後に行政と一体になってアド

バイスをもっと細かくしながら、進路を是

正して一緒に進んでいくとか、そういった

方法、やり方もあるのかなと思います。あ

とは、今、町長がお話しされたように、ま

た別に、若い人たちが楽しいことをやる、

ちゃんと若い人たちに対象を絞ったチャレ

ンジ資金のようなもの。お金だけではなく

て、そこのお金が大きいか小さいかは抜き

にしても、そういうきっかけで何かにチャ

レンジしたいと思いができたときに、それ

に取り組むことで、そこの流れの中で、人

間だったらいろいろと勉強することができ

てくると思うのです。 

 そこで、例えば、何か企画して、企画書

を作ったりだとか、何かパンフレットを作

ったりだとか、いろいろなことをやる中

で、こういうことって楽しいな、こういう

ことをやって人に喜んでもらえるのだ、こ
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ういう仕事をやってみたいとかというとこ

ろで、またさらに人の可能性というのは広

がっていくのかなと思います。若い人たち

がぜひチャレンジする、何かもっと本当に

大きい間口の、お金だけではなくて体制と

しても、そういった支援があったらいいの

ではないかなと思うのですが、もう一度伺

います。 

○議長（大原 昇君） 町長。 

○町長（平野浩司君） 今言った、町であ

る制度については、毎回、報告を受けてい

ますけれども、やはり、ただ駄目というこ

とではなくて、今は、こういうところをこ

うされたらいいのではないですかとか、こ

ういう可能性に修正したらという話はして

いると思います。報告はきちんと受けてい

るので、それだけは御理解いただきたいと

思います。 

 私は、今おっしゃっていただいたよう

な、若者が何かチャレンジできるような仕

組みとか、補助まで行けるかどうかは分か

りませんけれども、それは本当に考えてい

く必要があるのかなと思っています。 

 それは、前段言いましたけれども、最近

の少子化の中においては、そういう若者を

しっかり地域でも意識して大切にしていか

ないと、そこから始まるということであれ

ば、この頃、認識としては自分なりに再確

認をしたつもりであります。 

○議長（大原 昇君） ５番木村利昭さ

ん。 

○５番（木村利昭君） そこは、御理解い

ただけていると思いますので、次に行きた

いと思います。 

 私は、昨年の９月に、移住定住促進につ

いて、美幌町は戸建ての空き家が少ないと

いうこと、主に賃貸の空き家が少ないこと

について一般質問を行いました。その際、

移住体験住宅ではなく、こっちに来た後の

移住促進の住宅整備とかも考えていきたい

と町長はおっしゃっていたと私は思ってい

るのですが、その後の検討というか、進捗

というか、その辺りはいかがでしょうか。 

○議長（大原 昇君） 町長。 

○町長（平野浩司君） 担当等にそういう

話はよくしております。 

 前回の質問の中で、来て、住宅を即、取

得するというのはなかなか難しいというこ

とであれば、本当にお試しで長期間、例え

ば、１年とか２年借りられるような普通よ

りも安価にとか、そういう仕組みとかはで

きないだろうかということで、担当とお話

はしています。 

 まだ具体的に何かという形ではないので

すけれども、今、いろいろなことを空き家

対策も含めて、そういう住宅の多様な仕組

みづくりを進めておりますので、今質問さ

れたようなことも実現できればうれしいと

思っているのですが、今、具体的にこうま

とまりつつあるというまでのお話ができる

状況ではないです。 

○議長（大原 昇君） ５番木村利昭さ

ん。 

○５番（木村利昭君） 実現に向けて検討

して動いていると。まだ具体的にまとまっ

た案ではないがということで、でも、検討

しているということで御答弁いただきまし

たので、この辺りは理解しました。 

 今、隣の弟子屈町が、かなり移住の相談

というのが増えてきていると伺っておりま

す。この後、観光開発の話とかもちょっと

ある中で弟子屈町も出てきますが、多分、

今後またそういった部分では伸びてくるだ

ろうと思っています。ですが、弟子屈で

は、やはり、住む場所がなくて移住相談を

断っている事例がかなり多いと私は伺って

おります。 

 そういった中で、隣町の美幌町として、

例えば、住まいは美幌で、別の、例えば、

観光、アクティビティーだったり、仕事の

部分は弟子屈ということで、何か連携した

りとかというのは具体的に考えていらっし

ゃったりするでしょうか。 

 あとは、それが具体的にできそうかどう
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かというところです。その辺りはいかがで

しょうか。 

○議長（大原 昇君） 町長。 

○町長（平野浩司君） 弟子屈の町長とは

よく御一緒することが多くて、今回も川湯

地区の再開発についてもいろいろお話をお

伺いして、それの事業を進める中でも呼ば

れて、ずっとそこに関わらせてもらってお

ります。このスキームというのは、阿寒湖

畔と同じ仕組みを環境省とやっているとい

うことで、普通の町がという次元とはちょ

っと違うということは理解してほしいと思

うのです。 

 今、言われたように川湯地区、それか

ら、まちの中に昔あった子宝温泉とかいろ

いろ、あの辺も全部解体して再整備をした

いという意向があります。私どもで考えら

れるのは、川湯でいろいろな開発がされる

ことによって、これから１０年とか１０年

以内ぐらいに、美幌の方の働く場として、

美幌から行く可能性はあるのかなと思って

おります。 

 では、弟子屈と何か連携ということにつ

いては、状況は細かくお聞きしているので

分かっているのですけれども、何か一歩進

んでということまでは考えてはいません。 

○議長（大原 昇君） ５番木村利昭さ

ん。 

○５番（木村利昭君） 冒頭のお話にもあ

りましたように、ほかの町と動き方が違う

というのは、もちろん理解しているつもり

です。 

 その中で、観光という部分で、またちょ

っと特殊な話になってくるのかとは思うの

ですが、弟子屈町に移住相談が来ているけ

れども、断っているという現状において、

例えば、その中で美幌と弟子屈が連携し

て、では、そういった人たちを美幌町で受

け入れますよと。その代わり、仕事とか、

そういったほかの部分に関しては弟子屈町

と連携してとかという流れというのは、一

つありなのかなと私は思うのです。そうい

った提案をして、連携に向けて話をしてみ

るというのはいかがなのでしょうか。 

○議長（大原 昇君） 町長。 

○町長（平野浩司君） お話しすることは

できると思っています。ただ、その進み方

が、この二、三年ではなくて、もうちょっ

と長い時間がかかるということを考えたと

きに、今お話ししたとしても、現実問題と

して、職場というのは確保されないわけな

ので、その辺のことを理解いただかない

と。例えば、今、二、三年で来たいと言っ

たときに、では、二、三年でそういう施設

が全部整備されるかとなると、なかなかそ

こまではいかない状況で、まずは、今解体

をして、それから、一つの施設を造るまで

は、最低５年以上はかかるのかなという認

識でいます。 

 やはり、スピードはかなり早いのですけ

れども、なかなかそんな、ぽんぽんぽんと

いう形ではないと私は理解しております。 

○議長（大原 昇君） ５番木村利昭さ

ん。 

○５番（木村利昭君） ごめんなさい。町

長、少し話がずれてしまっていたのですけ

れども、現状、もう移住相談がかなり来て

いるそうなのです。移住相談が来ているの

だけれども断っているという形です。 

 なので、新しい施設ができることに向け

て、仕事が欲しいから移住したいという話

ではなくて、今もう現状、弟子屈に移住相

談がかなり来ていると。ただ、住むところ

がないから、断ってしまっているという話

です。 

 前段での今の質問なのですけれども、そ

れであれば、現状、弟子屈もそこまで雇用

先が多くはない、そして、住むところもな

い。ただ、相談が来たけれども、断ってし

まったら、もうそれでゼロになってしまい

ます。そうではなくて、そういうときに、

美幌町に、例えば、そういう人たちの相談

を振ってもらって、では、何で弟子屈に移

住したいのかということだと思うのです
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よ。 

 でも、美幌に住みながら仕事もしてもら

って、遊びに行く。観光として遊びに行っ

て、お金を落とすのは弟子屈とか、そうい

う流れをつくれれば、ゼロにはならないと

思うのです。 

 確かに、ちょっと、おいしいとこ取りの

ような話にもなってしまうとは思うのです

けれども、それであれば、弟子屈として

も、断ってゼロになるよりも、お互いにい

いところで取っていけるのかなと思うので

すけれども、そういった流れとしての連携

はどうでしょうか。 

○議長（大原 昇君） 町長。 

○町長（平野浩司君） 今、弟子屈がどう

いう理由で断っているかという意味が、私

としてはちょっと分からないのです。 

 ですから、弟子屈に来て、今いろいろは

やっている（「住居がないんです」と発言

する者あり）いや、ですから、住居がない

といっても、私は、見方とすれば、いろい

ろ分譲とかをやっているときに、空いてい

るところはたくさんあるのです。 

 仕事もあって、断っている理由が本当に

住む家がないからだけなら、例えば、美幌

にどうでしょうかということはお話しでき

る部分もあります。ロケーション的に、私

の知っている人が、あそこでアウトドアと

か、いろいろやっているのですけれども、

例えば、本当に温泉がすぐ出るとかです。

条件が、温泉が出るから、この場で、そう

いう環境というか、自然の中を利用した仕

事をしたいとか、それから、今ちょっと名

前は忘れましたけれども、弟子屈で都会と

の生活をこちらでメインにして行ったり来

たりしてやりたいと。 

 それは、本当に公園があって、公園の中

だし、温泉も出るよとか、そういう条件

が。ですから、その辺がどういう形かとい

うのは分からないから、家がないからとい

う意味も、私にしてみれば、本当に来てほ

しいのであれば、何ぼでも方法はあるのか

なと思っています。私の知っているところ

では何か所か空いているのに、どうしてあ

あいうところはあっせんしないのかなと思

うところも結構ありますので、そういう認

識であります。 

○議長（大原 昇君） ５番木村利昭さ

ん。 

○５番（木村利昭君） 私も、認識とし

て、もちろんしっかり調査をしないと駄目

なのだろうと思うのですが、実際に、今、

移住したいと言っている人たちというの

は、多分、まだ経済的に余裕があるわけで

はないので、そこに来て、分譲を買ったり

だとかという人たちではなくて、どちらか

というと若い世代という認識でおります。 

 なので、賃貸とかがない中で、やはりな

かなか住めない、実際にそういう魅力を感

じて住みたいと思って来たけれども、なか

なか仕事が見つからないとかというところ

で、多分断っているのだろうと私は押さえ

ております。 

 ですから、そういう人たちが、もちろん

弟子屈だけではなくて広域で、やはり、合

う合わないとか、こういう人たちが来たい

と言ったときに、美幌町に来たいと言った

けれども、美幌ではなくて、逆に弟子屈の

ほうがいいのではないかとか、そういった

選択肢を広げるというのですかね。そうい

った連携というのが必要なのかなと思うの

ですが、その辺りの取組というのはどうな

のでしょうか。 

○議長（大原 昇君） 町長。 

○町長（平野浩司君） 連携ということに

おいては、いろいろなことで連携する可能

性があるので、それはいいと思うのです。 

 私は、毎回、移住定住の中でお話しして

いるのは、美幌に来たいから、誰でもいい

からおいでという気は、今までそういう言

い方は一回もしたことはないのです。 

 それは、やはり、きちんとこの地域を理

解していただいて、地域の中できちんと関

わってもらって、一緒に歩んでいける人で
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ないと。美幌って何かよく分からない、来

て、受け入れてくれたけれども、結果的に

地域の方と乖離して、結局、お互い嫌な思

いをするというようなところが多いので

す。 

 ですから、私どもは、基本的に農業の後

継というか、主に美幌でこういう農業をや

っていただける人とか、それから、資格を

持って、こういう仕事もあるから来てほし

いとかです。 

 それから、今いる方々がしっかりと関わ

っていってあげられて、ああ、本当に美幌

に来て、いてよかったなということをしな

いと、これからは、ただ来てくれれば、人

数が増えればいいということでは、私はな

いと思うのです。 

 この辺は、何度も言っていますけれど

も、美幌に人がいなくても、美幌を思って

ここに関わってくれる人がいれば、美幌と

いうのは成り立っていくと、私はそういう

主義なのです。だから、そういう体制をや

らなければいけないと、私はそう思ってい

るのです。 

 ちょっとその辺の、何でもいいからおい

でおいでということではなくて、相手の目

的と、それに対するこの地域で対応してあ

げられることがきちんと一致したほうが、

お互い将来的に幸せかなとは思っておりま

す。 

○議長（大原 昇君） ５番木村利昭さ

ん。 

○５番（木村利昭君） 町長の思いも理解

はします。誰でもいいと私も思ってはおり

ません。美幌に来て、ただ何か、例えば、

補助金だけもらって、コミュニティーを荒

らしてどこかに行ってしまうような人たち

にはもちろん来てほしくない、それは私も

同じですし、町民の皆さんもそう思ってい

ると思います。ただ、現実、美幌を思う人

たちがいてくれて、でも、美幌に人がいな

くなったら、経済を担う人たちは、どんど

んいなくなっていきます。 

 そういった意味では、今回、４月から 

ＫＩＴＥＮ、新しい移住相談の施設ができ

ますが、そことの関わりの中で、美幌に来

たいと言ってくれる人たちにも、美幌が自

分に適しているのかどうなのかというのは

お互いに見極められる、そのワンクッショ

ン置く施設としては、かなり有効だろうと

私は思っています。 

 こうして美幌町の移住相談の窓口がきち

んと民間も交えた中でできるので、広域的

に、例えば、美幌で断っていたけれども、

隣のまちに行ったらこの人すごくいいので

はないかとか、こういう人材を求めていた

よねとか、そういった連携。ただ近隣で奪

い合うだけではなくて、やはり、連携して

幅広くまちもつないでいく、人もつないで

いくという意味でのＫＩＴＥＮであってほ

しいと私は思うのですが、そういった意味

での広域、その辺りはどうお考えでしょう

か。 

○議長（大原 昇君） 町長。 

○町長（平野浩司君） 考え方とすれば、

今、木村議員がおっしゃったように、今ま

で、私どもと言ったらおかしいですが、行

政がやると、どうしても、なかなか経験値

も含めて視野が狭いというか、そういうこ

とは一般的に言われるのです。 

 ただ、今回は、民間の一つの考え方の中

で、彼らが持っているノウハウとか、人と

のつながりとか、そういうこともありま

す。ですので、いろいろな幅を広げて、私

どもでいったら、こういうのは行政として

難しいとなるけれども、彼らにしてみれ

ば、そうではなくて、民間レベルで考えた

ら、こう考えたらできるのではないですか

ということの窓口として、やはり、民間主

導型のものを今回お願いしたということな

のです。 

 私どもが建物を造って、私どもがやる

と、どうしても幅が狭まる分をもうちょっ

と広げて。それから、もう一つは、個人だ

けではなくて、今度は美幌と関わっている
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企業にも、ぜひ、こちらの場所として関わ

ってほしいということで、これも積極的

に、今、回ってお願いしています。実際に

は、ぜひ使いたいということで契約してく

れるところなんかももう出てきていますの

で、一つは、美幌に関わる法人、会社で関

わってもらったり、その広がりと、あと

は、そこに関わる相談員というか、調整す

る人が２人ほどついてくれますので、その

方々が、今度は個人とか、幅広く対応して

くれると思っております。 

○議長（大原 昇君） ５番木村利昭さ

ん。 

○５番（木村利昭君） 企業のテレワーク

とかから広がる部分というのもあるだろう

と私も思っていますし、それは、去年かお

ととしに質問をさせていただいて、そうい

ったところが実現に向けて動いているとい

うのを大変うれしく思っておりますので、

できるだけ私も応援していきたいなと思っ

ております。 

 では、ちょっとまた話が変わって、先ほ

ど町長が若い人たちの生活の部分のお話を

されました。私も、そこを町として支援し

ていく考え方というのも持っていくべきか

なと思っているので、その点に関して、何

点か質問をさせていただきたいと思いま

す。 

 まず、現実に、やはり所得が上がらなく

てという若い人たちも本当にいます。特

に、美幌町はほかのまちからすると、やは

り家賃相場は高めです。 

 そういった中で、若い人たちの自立を促

す家賃補助だったり、あとは、住宅ローン

の補助だったりとか、そういった、全てを

ただあげるではなくて。では、どういう形

で行うかというと、例えば、今、自治会と

かの担い手も減ってきているので、そうい

った取組に対しての美幌のサポーターとし

て登録してもらうと。美幌町のイベントの

スタッフとか、自治会の中に入ってもらっ

て、実際、担い手をしてもらうとか、そう

いったところでの謝礼を出すとかです。そ

ういった形でのお互いに助け合うというや

り方というのはあるのかなと思うのです

が、そういったところを検討していく考え

はいかがでしょうか。 

○議長（大原 昇君） 町長。 

○町長（平野浩司君） 実際にどういうこ

とができるかということで、いろいろなこ

とをやはり考えたのです。私が今言うこと

を全てやるということではなくて、ふだん

考えたことというのは、やはり、今、木村

議員がおっしゃったように、気になってい

ることは住宅の家賃が高いという話です。 

 だから、そうなると、ほかのところでや

っている例とすれば、一定期間住んでいた

だいたら、そういう支援金がもらえると

か。実際、今回、結婚準備支援金の額を３

０万円から６０万円に上げるということ

も、具体的に施策としてさせていただいて

おります。 

 例えば、住宅リフォームなんかにおい

て、若者がやる場合にはちょっと加算する

とか。やるやらないは別ですよ。そういう

いろいろなことで若者を本当に皆さんとこ

れから大事にしなければいけないなと。さ

っき言った少子化対策の中で考えれば、そ

ういう人たちとどう向き合うかということ

に対しては、いろいろなことをみんなと協

議して考えていかなければいけないのかな

という。 

 ただ、これもあれもできるわけではない

ので、その辺は、やはり、皆さんにも相談

するし、内部でもしっかり協議した中で、

そういう対策をやる必要があるかなという

認識は持っております。 

○議長（大原 昇君） ５番木村利昭さ

ん。 

○５番（木村利昭君） 私たちももちろん

アンテナを張って、こういった機会でまた

伝えていきたいと思いますが、ぜひ、町長

のびほろ未来ミーティングを活用して、若

い人たちと意見交換して、実際に、本当に
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どういう生活を送っているのか、そして、

若い人たちが求めるものを、直接、ぜひ耳

を傾けていただけたらいいのかなと思いま

す。 

 その中で、今、町長から結婚生活支援金

の話がありました。こちらの考え方につい

てちょっと伺いたいのですけれども、今現

状、所得制限が設けられているかと思いま

す。また、用途を見ると、住宅費用や引越

し費用という特定の用途に限られているの

かなと思うのですが、私は、そうではなく

て、美幌町で結婚してくれて、ここで生活

してくれるという人たちに対してのお祝い

金として、用途を絞らないで使ってもらえ

るような形で出してあげられるほうがいい

のではないかなと思います。これは、多

分、国からの補助金とかの兼ね合いもある

と思いますので、例えば、そこの部分、町

独自で上乗せするとかということは考えら

れないでしょうか。 

○議長（大原 昇君） 福祉部長。 

○福祉部長（河端 勲君） ただいまの結

婚の祝い金は、所得制限枠として５００万

円未満という一定の縛りをかけさせていた

だいています。 

 この条件は、議員がおっしゃるとおり、

国の補助金を受けている関係でそれに合わ

せた形での制度設計ということになってい

るところでございます。 

 現在のところ、財源として、国の国庫金

を充てた上での事業展開ということでし

か、ちょっと難しいものがあるものですか

ら、現状におきましては、町単独で拡大と

いうことではなくて、国の基準に沿った形

での制度展開をさせていただきたいなと思

っていますので、よろしくお願いいたしま

す。 

 失礼しました。所得制限なのですけれど

も、現在４００万円だったのですけれど

も、それを５００万円に拡大したというこ

とで、その点、訂正をよろしくお願いいた

します。 

○議長（大原 昇君） ５番木村利昭さ

ん。 

○５番（木村利昭君） 実際に補助金の負

担が国費というところでの現状は理解しま

す。 

 ただ、若い人たち、これからの子育て世

代、そして、子供を増やしていくために、

やはり、美幌町として若い人たちにどこま

でやれるかという美幌の本気をぜひ見せて

いただきたいと思います。もちろん、国費

での補助金は補助金として、また、別に上

乗せで、例えば、美幌町でやっていくとか

ということで、若い人たちを応援するとい

う本気を、ぜひ、今後見せていただきたい

なと思っています。 

 次に進みたいと思いますが、また別の視

点で、今、地域みらい留学を活用して美幌

高校に入学してくれている生徒さんがいる

かと思います。こういう生徒さんが、せっ

かく美幌高校に来たけれども、ほかに行っ

てしまうのではなくて、やはり、そのまま

美幌町に残って働きたいと思ってくれるこ

とが大事なのだろうと思うのですが、その

辺りの何か支援とか、取組というのは考え

ていらっしゃいますか。 

○議長（大原 昇君） 町長。 

○町長（平野浩司君） そこまでは、今考

えておりません。 

○議長（大原 昇君） ５番木村利昭さ

ん。 

○５番（木村利昭君） ここの場で要望を

言ってはいけないというのは、もちろん把

握しておりますが、せっかく町独自でお金

を出して、では、何のために美幌高校を存

続させるのかというところに私は意味があ

ると思っています。せっかく外から意識を

持って美幌町に来てくれた若いその力を、

ぜひ、美幌に残せるように検討していただ

きたいと思いますが、いかがでしょうか。 

○議長（大原 昇君） 町長。 

○町長（平野浩司君） 地域に高校がある

という意味は、確かに、そういう若い人材
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がそこにいると。それから、そこで学んで

いるということの意義というのは、たくさ

ん関連しているのです。 

 今度は、そこで学んだ人たちが、そこに

来た人が全て地元に残ってもらってという

のは、これは、なかなか行政がこうしたい

という思いと、やはり、今度は地域で全て

の受皿としても根本的に形を変えていかな

いと難しいと思うのです。 

 ですから、思いとすれば、当然、美幌に

来た人に残ってもらうことがベストだと思

います。ただ、それは思いであって、それ

が確実にこれとこれとこういうところには

めてくということは、これから地域の皆さ

んと考える必要があるのかなと思っていま

す。 

 行政として私は残ってほしいですけれど

も、そういう思いであります。 

○議長（大原 昇君） ５番木村利昭さ

ん。 

○５番（木村利昭君） もちろん、来てく

れた本人の人生ですので、もう絶対ここに

残りなさいとか、これをしなければ駄目だ

ということを言えないのは、重々承知して

おります。ただ、美幌町に残りたい、もし

くは、一回、大学とか専門学校で外に出る

けれども、美幌に戻ってきたいと思っても

らえるような受皿というのは、やはり、民

間企業とか、その他団体とも連携して考え

ていくべきかなと思います。 

 それとまた別な話になりますが、先ほど

移住相談のＫＩＴＥＮの話にちょっと触れ

させていただきました。ごめんなさい。話

が飛び飛びで申し訳ありません。 

 これから、その移住相談の中で、まちか

らちょっと離れた郊外のところに移住相談

の施設、ＫＩＴＥＮができるわけですけれ

ども、ここに相談に行く人の移動手段で

す。車がない人とかの移動手段の確保とい

うのは、何か考えていらっしゃいますか。 

○議長（大原 昇君） 総務部長。 

○総務部長（小室保男君） 端的に言う

と、今現在、特段、まだ検討はしてござい

ません。 

 ただ、この４月からオープンするという

ことで、議員がおっしゃるとおり、移住相

談のみならず、関係人口の拡充、拡大を図

るために、私自身も非常に期待しています

し、より多くの皆さんに使っていただける

ような施設にしていかなければならないと

思っております。 

 ４月からスタートして、どのような運営

がなされるのか、利用がどこまで広がる

か、しっかりと見極めた中で、例えば、郊

外にあるわけですから、今御指摘のとお

り、交通手段がなければ利用が進まないと

いうことが見えてくれば、そこは、やはり

しっかり何らかの策を考えなければいかぬ

と思っております。 

 現状では検討はしておりませんけれど

も、走り出しながら、いろいろ必要な部分

は考えていきたい、そのように考えており

ます。 

○議長（大原 昇君） ５番木村利昭さ

ん。 

○５番（木村利昭君） 時間がないので、

次に参りたいと思います。 

 観光振興についてなのですけれども、町

長から、先ほどみどりの村について今後、

みどりの村全体の方向性を検討してまいり

たいという答弁をいただきました。 

 その前に、みどりの村のコンセプトとし

て、地域住民の余暇の有効活用と健康増進

等という答弁をいただいておりますが、み

どりの村全体の方向性とは、どういうお考

えなのかなと。あくまでも地域住民が対

象、もちろん町の施設なので地域住民の人

たちにも楽しんでもらえるということは必

要だと思うのですが、あくまで地域住民が

対象としてのみどりの村の方向性なのか、

その辺りの考えを伺いたいと思います。 

○議長（大原 昇君） 町長。 

○町長（平野浩司君） 本当は観光と考え

ておられるのでしょうけれども、私は、こ
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こに答弁に書いてあるとおり、交流拠点と

か、学びとか、憩いの場、ベースになるの

は町民、それから、この地域の人たちとい

うこと。それは、エリアの大きさも含め

て、そういう認識のほうが、そして、博物

館もありますし、そういう意味で、今回、

観光というのは、あえて答弁書に入れなか

ったわけです。 

 結果として、観光になるのはいいので

す。最初から観光ではないという。それ

は、もう今までの流れを見ますと、やは

り、皆さん、行くところがないので、行事

をやると、家族連れが本当にたくさん来て

くれるのです。そういう意味では、まずは

町民の方があそこに行ってくれることを望

んでいる、また、地域から来てほしいとい

う思いであります。 

○議長（大原 昇君） ５番木村利昭さ

ん。 

○５番（木村利昭君） みどりの村は、グ

リーンビレッジの宿泊施設もあったり、キ

ャンプ場もあります。こういったところに

泊まりに来たいという人は、地域住民なの

でしょうか。結果的に観光につながると町

長はおっしゃったと思うのですが、その観

光の部分を伸ばしても、別に地域住民が使

いにくくなるという、必ずしもそういう結

果にはならないと私は思っています。あれ

だけのフィールドで、キャンプ場もあって

宿泊施設もある中で、もっと観光に特化し

て活用したら、本当に美幌町にとってもい

い起爆剤になるのではないかなと思うので

すが、その辺りはいかがでしょうか。 

○議長（大原 昇君） 町長。 

○町長（平野浩司君） 観光に特別こだわ

るわけではないのですけれども、今はもう

たくさんいろいろな方が来ていますし、本

当に、コロナ禍前は外国の方も来てもらっ

て、それはそれでいいのです。ですから、

併用型でいいのですけれども、何を言いた

いかというと、何かどこかの観光、例え

ば、前に木村議員に提案いただいたフォレ

ストアドベンチャーという遠軽がやってい

るような、ああいう面積があって、どん

と、まずそれだけに特化してやるというこ

ともいいと思います。私は、みどりの村の

広さを考えると、そこまでは望んでいない

のですけれども、ただ、今回、ＫＩＴＥＮ

に関わる業者の方々が、若い皆さんが何か

あそこを活力ある場所にしたいと町にも申

し出てくれているので、そういう方の御意

見も聞きながら、これからいろいろなこと

を考えていけばいいのかなと思っておりま

す。 

○議長（大原 昇君） ５番木村利昭さ

ん。 

○５番（木村利昭君） ということは、今

ＫＩＴＥＮに入る民間事業者があそこをも

っと活用して、そういった外から来た人た

ちも楽しめるようなフィールドにしたいと

いう提案があったときには、それは考える

ということでの受け止めでよろしいでしょ

うか。 

○議長（大原 昇君） 町長。 

○町長（平野浩司君） そういう提案がさ

れれば、真摯に受け止めたいと思って、い

ずれにしても、今のままでは駄目というの

は、もう自分もずっと思っています。そう

いう意味では、今回、民間サイドであそこ

を運営していただけることによって、その

人たちも、ああ、いい環境をこのまま置い

ておくのはもったいないという話をいろい

ろ担当としていただいているので、繰り返

しますけれども、もしそういう提案を受け

れば、真摯にその内容を受け止めたいと思

っています。 

○議長（大原 昇君） ５番木村利昭さ

ん。 

○５番（木村利昭君） そういうきっかけ

があれば考えていけるということと、この

ままでは駄目だという認識を持たれている

ということは理解しました。 

 今回、弟子屈、川湯で大手のリゾートが

出てくる。まだ先の話にはなると思うので
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すが、先ほど、私は、美幌峠の道の駅にお

いても追い風になる可能性がかなり高いと

いうお話もしましたが、逆に一歩間違うと

危機に感じる可能性も十分あるだろうと私

は思っています。町としてどう取り組んで

いくかによって、追い風にもなるし、向か

い風にもなるだろうと思っております。 

 なので、やはり、みどりの村の有効活用

というのは、そういった中で追い風にしよ

うとすると、美幌峠から町内での飲食、そ

して、みどりの村での何かアクティビティ

ーとか、博物館、こういったところで、ま

ちを横断する形で楽しんでもらうというの

が、やはり一つ、大事だし、重要になって

くるのではないかなと私は思うのですが、

その辺りの認識はいかがでしょうか。 

○議長（大原 昇君） 町長。 

○町長（平野浩司君） みどりの村だけで

はなくて美幌峠も含めて、今まではレスト

ハウス、でも、これがちょっと流れが変わ

って、ここの滞在型とか、そういうことを

考えたときに、みどりの村だけが一つのポ

イントとは思っていません。もうちょっと

町全体の中で考える必要があると思ってい

ます。 

○議長（大原 昇君） ５番木村利昭さ

ん。 

○５番（木村利昭君） 最後です。今、町

長がおっしゃったように、大きく美幌峠、

峠の湯、町内の飲食店、みどりの村、そし

て、宿泊施設、この事業者が、やはりみん

なで連携して意見交換しながら、美幌町の

観光という一つの目的に面で取り組んでい

くことが必要と思います。 

 その上で、ぜひ町にリードしていただき

たいと思いますが、いかがでしょうか。 

○議長（大原 昇君） 町長。 

○町長（平野浩司君） ただいま御意見い

ただいたことをしっかり受け止めたいと思

っています。 

○議長（大原 昇君） これで、５番木村

利昭さんの一般質問を終わります。 

 以上で、本日の一般質問を終わります。 

─────────────────── 

◎延会の議決 

○議長（大原 昇君） お諮りします。 

 本日の会議は、これで延会いたしたいと

思いますが、これに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（大原 昇君） 異議なしと認めま

す。 

 したがって、本日は、これで延会するこ

とに決定しました。 

─────────────────── 

◎延会宣告 

○議長（大原 昇君） 本日は、これで延

会いたします。 

 お疲れさまでした。 

       午後４時５５分 延会   
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